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こ こ に 、 長野市教育委 員 会 と 遺跡調査会 が携わ っ た 緊急発掘調査報告書 第 10

集 を 刊 行 す る は こび と なり まし た 。

こ の報告 書 は 、 10年余 を経 た も の から 7 年前 に 調査し た 3 遺跡の 緊急発掘調

査の成果 を ま とめ た も の で あり ま す 。 こ の間 、 各 調査員 が 本 業 の い と ま をみて

は 書き上げら れ た報告書 で あ る と聞 いて い ま す 。 ま た そ れ故 に学問 的追求 が あ

って そ の 積み 重ね の う え に 書 か れ た原稿 で あり 、 そ の 中 に 筆者 に と って研究 史

上の大切 な も の が内包 さ れて い る も の と痛感 す る次 第 で あり ま す 。

こ の報告 書 は 、 山頂 古墳的 な 長礼 山 古墳 、 後期 古墳 の典型 と も い え る湯谷 古

墳群 ま た 平安時代前 後期 に 比定 さ れ る 駒沢新町遺 跡 の 調査結果 を所収し で あり

ま す 。 こ こ に 提示 さ れて い る 発掘調査資 料 は 、 記述 的 に不備 は あ る でしょ う が

充分 に考 古学上役立つ も の と 自 負して おり ま す 。 そして こ の報告書 を も と に 教

育 ・学術研究 な ど の場 で じ ゅ うぶん に活 用 さ れ る こ と を期待 す る と と も に 、 常

に公開 の 用意 が あり ま す の で大 い に研究して い ただき た い と 思 い ま す 。

最後 に 、 こ の報告書 を 刊 行 す る に あ たり 、 1 0余 年前 の 調査成果 を こ こ に 提示

す る こ と に より 緊急発掘調査の 責 を は たし得 た こ と は御同慶 の至り であり ま す。

ま た こ の報告書作 成 に御尽力 い ただ い た 関係 の皆様 に は衷心 より感謝 の意 を 表

し ま す。

昭 和56年 3月

長野市教育委員会教育長

長 野 市遺跡調査会長

中村博
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1 本 書 は 昭和49年 1月 に湯谷東土地区画 整理組合 と 長野市教育委 員 会 (湯谷東

古墳群遺跡調査会) と の埋蔵 文化財包蔵 地発掘調査委託契約 書 に基づい た 緊急

発掘調査報告 書 で あ る 。

2 本 書 は 発掘調査以来 7 年 を経 過し、 新し い知見 が あ る と 思 う が、 こ の間遂次

ま とめ た も の を 書き換 る こ と な く、 そ の ま ま 提示し た 。

3 遺構関係 図 面 は 調査 で原田 ・清水 ・ 小平 ・ 一条 ・ 矢 口 が あ たり 、 整図 を清 水

- 矢口 が行 な っ た 。

4 遺物の 実測 ・ 整図 及び 遺構の写真は 矢 口 が担 当 実施し た 。

5 遺構 ・ 遺物等の 執筆 に あ た って は 、 調査員協議 の 上 、 担 当 者 を 文 責 として 文

末 に 記し た 。

6 遺物や 関係 図 面 ・ 諸記録 は 長野市教育委 員 会 で保管して い る 。

7 本 書の 編 集 及び 印 刷 関 係 業 務 は 長野市教育 委 員 会 で担 当し た 。
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第1章 調査の 動機 と 経過

第1節 調査の動機 と 調査団編成・調査区の設定

1調査の動機

長野市北部 の 浅川扇状地 は 近 年 特 に 市 街化 が進み、 新 た な 住宅団地 を 構成 し つ つ あ る 。 こ う

し た 流れ の 中 で本古墳群が存 在 す る 水団地帯 も と り 残 さ れ る こ と な く 、 開発の波が押 し よ せ て

き た 。 本 古墳群所在地は塚原 と 旧称 さ れ て い た 事実 が あ り 、 水田造成以 前 に は 相 当 数 の 古墳 が

存 し て い た と 思 わ れ る 。 水 田造成後 は 分 布調査 も さ れ ず 今 日 に 至 っ て お り 、 昭和42 年 文化財保

護委員会発行の 全 国遺跡地図 ( 長野県) に も 登載 さ れ ず、 水 田 で あ る た め 、 す で に 全壊 さ れ て

し ま っ た と 考 え ら れ た り し て一部 の者 が古墳存 在 を知 る の み で忘 れ 去 ら れ た 古墳群 で あ っ た 。

と こ ろ が当地地主 が中 心 と な り 、 湯谷東 土地区画整理組合 を 結成 し て 、 水 団地 の 宅地化 を 計画

し て い た 。 そ の区画整理用の 自 動車搬入路 を 開削 し て い た と こ ろ 古墳 ら し き も の に あ た り 、 そ

れ を破壊 し つ つ あ る と の連絡 を 地元住民 に よ り 米 山 一政先 生 の も と に も た ら さ れ た 。 こ れ に よ

り 米 山 先 生 ・ 県 文 化諜 と と も に 市教 委 で は 急 ぎ現地 に 赴 き 、 古墳 で あ る か ど う か を 確 か め る と

と も に 事後策 を 協議す る こ と に な っ た 。時す で に 遅 く 、 古墳 は 完 全 に破壊 を 受け て お り 周辺 に

石室精築用石材が散在 し ていた ( 第 4 号墳)。 こ の た め 市教 委 は組合 に た い し 開発 に 際 し 注意 す

る よ う 依頼す る と と も に 、 開発用地内 の 分 布調査 を し た と こ ろ 、 今 回 調査 し た 第 1 号墳 を 除 き

墳丘 は削平 さ れ 、 恨石付近 のみ残存 す る 4 基の 計 5 基 を 確 認した 。 こ の う ち 第 1 ・ 3 号墳 が今

回の計画で破壊 さ れ る こ と が判 明 し 、 第 2 号墳 は 公園地 で保存 さ れ 、 第 4 ・ 5 号墳は 全壊 さ れ

て お り そ の お も か げ を と ど め てい る に す ぎ な か っ た 。 こ のう ち 第 1 ・ 3 号墳 の 処置 が問題 に な

り 、 そ の た め 県教 委 の 指導 を 受 け つ つ 、 組合 と 現存 す る 第 1 号墳 を 現状 保 存 の 線 で協議 を 重 ね

た が、 す で に 一 昔11 工 事 が進行 中 で あ り 、 ま た 区画面積等 の 関 係 か ら 設計 変更 は 無理 と の 結 論 を

得た。 そ こ で市教委 は 湯 谷 東 土地区画繋E里組合の 発掘調査依 頼 を 受け、 関 係 方 面 と の 連絡 を と

り 、 悪条件下で は あ る が急 ぎ発掘調査 を 実施 し 記録保存 を す る こ と と し て 調査団 を組織 し た 。

2 調査団編成(

団 長 米 山一政

調査主任 矢口忠良

調 査 員 小林 字
// 小林秀夫

4シ 原田勝美

) 内現職

日本 考古学協会 々 員 ・ 長野市文化財専 門 委 員 長 ( 長野市文化財保護

審議会長)

長lJ，'l'県考古学会 々 員 ・長野市 教 育 委 員 会主事

日本 考 古学協会 々 員 ・ 須坂 高教諭

. !界中 教 諭 ( 県 教 委 文 化 課指導主事)

長野県 考 古学会 々 員 ・ 長野市役所
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調 査 員 土 屋紹男 長野市役所
イシ 清 水 博 長 野 県 考古学会 々 員 ・ 清水屋旅館

。 佐藤慶二 // - 豊野農協

。 小柳義男 // - 信大学生 ( 松代 小学校教諭)
宅〉 赤羽郁夫 // イン ( 境小学校教諭)
// 小平和夫 。 イシ (伊那東 小学校教諭)

。 一 条 隆好 '" 。 ( 泉野小学校教諭)

// 不オ本ミ二川UιJノL、へ一一 1/ - 立正大学生 (信毎書籍印刷(鮒)
// 広瀬敏和 '" - 札幌自 動 車短大 ( 長 鉄局)

調査補 助 員 宮原康江 ( 長野市城 山 )

長野吉 田 高 校 生 徒 ( 6 名 ) 須坂 高 校 生 徒 ( 6 名 )

事 務 局 ( 調査時1 南沢将 男・三井 茂 ・ 小林丈志 ・ 中 村邦雄 ・ 神 田 幸夫 ・ 矢口忠良 ( 社

会教育 課 )

( 旧 ・ 現) 横 山 勝・千 野和徳 ・ 丸山喜正 ・ 関 口仁 ・ 相沢金治 ・ 吉池弘忠 ・ 恨津

伸夫・関川千 代 丸 ・ 矢 口忠良

尚 こ れ ら の方 々 の他 に 湯 谷 東 土地区画整理組合理事長堰免頼太 ・ 副 理事長小林康吉 ・ 理事小林

千治・岡 沢助太郎 ・ 荻原基 ・ 岩 田 信芳・原富雄・藤沢 直雄・監事村越徳 ・ 竹本 良 久 各 氏 及び組

合事務局神頭広司 ・ 宮尾忠二 ・ 峯 村正子 各 氏 の 御協 力 ・ 御援助 を お願 い し た 。 記 し て 深謝の意

を 表 し ま す。

3 調査区 の 設定
現存墳丘 の 中 心 を 東 西南北の 線 に よ り 4 区画 に 分け、 北西宮11 を A と し 時計廻 り 順 に B ・ c .

D地区 と 呼称す る 。 調査は 墳T頁 を 中心 に 巾l . 5 - 2 m の ト レ ン チ を 十字に 入 れ古墳領域 を 確 認

す る こ と に し た 。

第2節 調査 日 誌

1 月 1 2- 1 3 日 地形測量 ・ 写真撮影 等 を 行 う 。

1 月 1 4 日 折 か ら の 降雪 の 中 で結図式 を 行 う 。 終 了 後 た だ ち に 墳丘 の 清掃 ・ 卜 レ ン チ の設定

を 行 う 。 墳丘中央 西 よ り に l列 の 石 が確認 さ れ 、 石 室部 と 想定 し 注意 し て摘 り 進 む。 墳丘北 に

A 卜 レ ン チ を設定 し 葺 石 ・ 恨 石 の 確認 を 行 う 。

1 月 1 5 日 昨日に 引 き 続 き 、 石 室部 を 掘 り 進 め る 一方 、 C 地区 の 葺 石 の露呈 及 び写 真撮影 を

行 う 。 北東・北 西 に ト レ ン チ を設定 し 、 調 査 に か か る 。

1 月 1 6 日 本 日 は 人 員 少な く 、 折 か ら の 寒 さ で何 と な く 迫 力 を 欠 く 。 石 室上部 の く ず れ と み

ら れ る 集 石 の 清掃及 びC . D地区 葺 石 の 実測 ・ 写 真撮影 を 行 う 。 新 た に西 に ト レ ン チ を設定す

る 。
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1月17日 石室内 を掘 り 進 め る に し た がし、石組が検 出 さ れ 側11壁 の 一 部 と 思 わ れ る た め 、 更 に

精査 を 進 め る 。 各 ト レ ン チ の 調査で恨石 音11 を 露呈 す る 。

1 月 1 8 日 昨日 ま で石室内 と 想定 し て 調査 を 進 め た 地 点 は 掘 り 進 む に 従 い控積の 可能性 が あ

り 、 ま たD地区葺石の露呈 を 進 め る 中 で 西fHlI壁部 を 確認 し 、 石室 と 考 え て い た と こ ろ は 盗鋸穴

と 判 明 し た 。 こ の た め 現存 墳丘 面 よ り に 位置 す る 石室上 面 の 調査に重点 をお い て 調査 を 進 め る

が、 天井石 ・ 奥壁は す でに除去 さ れ て い る 模様 で あ る 。 D地区 の 根 石 を 求 め て 調査 を 進 め る 。

l月 19 日 昨日 に 引 き 続 き 石室内 の掘 り 下 げ 及 び羨道部の 検 出 を い そ ぐ。 D地区 恨 石 ・ 葺 石

を露呈す る 。 本日よ り 第 3 号墳の調査にか か り 地形測量 ・ 写 直撮影及 び石室位 置 の 確 認 を 行 う 。

1 月 20日 昨 夜 の雪 と 凍 て つ く 覆 土 で調査は困難 を 極 め る 。 第 l 号墳石室内 ・ 羨道 の 調査 を

行 う 。 墳頂 直下に西壁の張 り 出 し が認め ら れ 、 玄室の 最 奥脅11 と も く さ れ 、 更 に 玄室南 に 床 面 よ

り 間仕切(併石 ) と 忠 わ れ る 石 が償 た わ り 、 西側壁 に は 長 方形の 石 が直立 し て い た 。 上部には

や は り 前室 と 区別す る よ う に長中Ihの 長 い 石 が さ し わ た さ れ て い た 。 南 の 室 を 1 室 ・ 奥 の室 を 2

室 と 区別 し 調査 を 進 め る 。 羨道音11は短か く 、 西 に 袖 を 有 す る 片 袖形的 な 構造 を 有 し 、 閉塞石 に

は門機 が使用 さ れ て い た。 B 地区根石 音11 を 掘 り 進 む に つ れ 須恵器整形土器片 の 出 土 を 多 く みた。

人 員 の関係 で 第 3 号墳の 調査 は 休 む 。

1 月 21 日 2 室床近 く よ り 人骨粉の 出 土 を み 、 注意 し て 掘 り 進 む。 1 室の 床 面 は 大 小不揃 い

の門機 ・ 角礁が敷か れ て い た が、 遺物 は 認 め ら れ な し 、 。 C 地 区根石 の 露呈 及 び墳石構築 方法 を

知 る た め カ y ティ ン グ を す る 。 北側根石露呈 の た め 根石 所在推定地 の 範 囲 を 調査す る 。 第 3 号

墳玄室内調査 を 進 め 玄門付近 よ り 鉄鍬 を 検出 し た 。 午 後 よ り 雪 に な り 、 石室上部 を グ ラ ン ド シ

ー ト で覆 い 調査 を 進 め る 。

1 月 22 日 ほ ぽ昨日に引 き 続 い て の 調査 を 行 う 。 た だ 北側根 石 部の 調査で葺石 中 に 大 き な 石

を 検出 し 、 石室位 置 よ り 奥 壁 の 可能性 がで て き た た め 、 2 室よ り 北の墳項 の 平 面調査 を 実施 し た

と こ ろ 更 に 石室 は 北 に 伸 び、 大 石 は 奥壁 に な る 。 以上 を 3 室 と 呼称 す る 。 第 3 号墳は 床 面 の 検

出を い そ ぐ も 、 ガ ラ ス玉 の 出 土に よ り 本 日よ り 床 面 上 の埋土 を 水洗す る 。 出 土遺物は 第 1 号墳

で2 室 よ り 鉄鍛 ・ 刀子等 、 D地区よ り 須恵器饗形土 器 ・ 郎形 土 器 等 が 、 第 3 号墳では金環 ・ 勾

玉等が出 土 し た 。

1 月 23 日 降雪 あ り 、 3 室の 掘 り 下 げ 及 び 2 室の 精査 を 行 う 。 根石確認調査 も 合せ進 行 し た

が、 北西の一 部 は果樹園造成 で 、 東 側 は 水路及 び農道造成 に よ り 抜 き 去 ら れ て い た 。 第 3 号墳の

調査は順調 に進み石室内 は ほ ぼ完掘 し た 。 床 面 は 円礁 が敷 き 詰 め ら れ て お り 、 そ の間隙 に金環

・ 勾玉 ・ 管玉 ・ ガ ラ ス玉 の 出 土 を み た 。 第 l 号墳石室の 出 土遺物 は 馬 具 ・ 武器 類 を 主 と す る が、

人 骨 が ま と め ら れ て出 土 し た 点注 目 さ れ る 。

1 月 24 日 昨 日 に引 き 続 き 2 室 ・ 3 室の 調査 を 実施 し 、 遺物出 土 地 を図面 に お と し 、 番 号 を

付 し 、 レ ベ ル を記入 し て 取 り 上 げ る 。 特 に 3 室は 2 室 に 続 く 上 面 レ ベ ル の 大 き な 角 礁 が敷 か れ

る が、 2 室の 全 面に対 し 両 側 壁添 い に 在 る 点注意 さ れ る 。 1 - 3 室床 面 の 実演11 ・ 及 び石室平 面 ・

根石 部実測作業 を 行 う 。 第 3 号墳は 石室の 実測作業 を 実施す る 一方 、 墳丘構築 方 法 及 び墳丘規
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模探索の た め 東 西 に 卜 レ ンチ を設定 し 調査 を 進 め る 。

l 月 25 日 降雪 あ り 、 2 ・ 3 室 の 精査 及 びD 地区下部前庭 部 の 調査 を 行う。羨道官11及 び l 室

側壁の 実測作業 を 行う。第 3 号墳の範囲確認は根石 が確認でき ず 全 調査 を 終了す る 。出 土 遺物

は 3 室東側壁添 い に 直刀 ・ 鉄鍛が出 土 し た 他馬具 ・ 金環 ・ ガラス玉等 が全体 よ り よH土 し て い る。

前庭部 は 土 器 類 が 多 く 出 土 し 、 特 に 入口音11には 土師 器 ・ 須恵、器のi喜i坪形 土 器 が出 土 し た。

1 月 26 日 入 口 部 及 び羨 道 部 ・ 1 � 3 室の 精査 を行う。旧形態 の 羨道 は 袖 を 有 し てむ ら ず 1

室 か ら そ の ま ま 閉 口 す る 。

1 月 27 日 昨 日 に 続き精査 を 進 め る 。前庭部 ・ 墳丘断面 の実測 を 行 な う。 2 ・ 3 室内 床 面 直

上埋士の 水洗 い を 行 い カ ラス玉等 を 採 集 す る 。

1 月 28 日 本 日 よ り 石 室内 の 実測作業及 び写真横影 を行う。

1 月 29 日 実測終了後 事後補足調査 を 行L 、 全 調査 を 終了す る 。

1 月 30 日 以降遺物 ・ 図 面 整理 及 び報告書作成業 務 を 行う。
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第2章 湯谷古墳群周辺 の環境

第1節 地理的環境(第1・2図)

長野 市 の 北 に準 え る 霊峰飯縄山 ( 標 高 1 91 9 .4 m ) に 水 源 を 発 し 、 そ の 霊峰 の も と に 広 が る 飯

綱高原 と 東麓緩斜面 の 水量 を 集 合 し た 浅川 は 、 高 原 山腹 を え ぐ る よ う に 急流下 し 、 飯縄 山 北寄

り に 源 を 発す る 浅川 西条 、 徳、問地籍 を 中 心 と し た 地域 を 形成 す る 押 田 川 と 共 に 大 扇状 を っ く り

上 げ て 千曲川 に 注ぐ一支流 で 、 そ の 影響範囲 は 現 中 央 市街地 の 北 東 に 広 が る 扇央部 に 位置 す る

字木 ・ 吉田 ・稲 田 等 の 地絡 を 横 に結んだ線上 、 及 びはぼ こ の 角 度 に よ る 扇端 部 を 構 成 す る が、

こ の地点 に お い て は裾花川 ・ 犀 川 の影響 が大き く 荒 川 特 有 の い く つ か の 流路 の 痕跡 と 多 量 の 流

積土砂石 を も っ て 形成 さ れ た も の と 推察 さ れ る 。 こ の 扇状地の 扇 頂 は 城 山 ( 702m ) と 伺去真

光寺山 ( 7l8 . 3m ) 間 に あ り 、 扇状地形成地 点 は 標 高 430m 余 を 測 り 、 扇央の吉田 高 校付近 で

385m 、 つ い で扇端は北堀付近 と な り 、 や や勾配 を 落 し こ こ か ら 北流 し 豊野町浅野 で千曲川 に

注 ぎ込 む 。 こ の 新 旧流路 は 等高線 を 縦 に 切 る よ う に 微高地 を 残す が、 通 称 S B C 通 り を 境 に 南

東方向 は傾斜が強 く な り 、 ま た 市街 化 が 旧来 よ り 著 し く 進展 し た 地域 で あ っ た の で住宅等が密

集 し 、 そ の 痕跡 を さ ぐ る に は困維 に な っ て い る 。 し か し 、 こ の地 の 開発 が古い た め と 現存の よ

う な 大規模開発 が集 落 の も つ性格の規制 等 に よ り 古い地形 を 失 わ ず所 々 に そ の 痕跡 が求め ら

れ る 。 そ の 例 と し て こ の地域 の 水道工事等の 工 事現場 を の ぞ く と 、 砂平IJ 層 の 厚 い と こ ろ と 、 砂

混 り 粘質 土層が目立つ と こ ろ が著 し し、。 こ の よ う な 地形 上 の地 目 は 旧河川 の 流路 を 利 用 し た 浅

川 か ら の 水引きに よ る 五 郎堰等の堰開削 に よ り 扇頂付近 か ら 水由化 さ れ 、 わ ずか な 微高地は畑、

果樹園 と な る 。 本古墳群は こ の よ う な 地形 を 有 す る 扇状 部 で 地 附 山 東 側 山 麓 に 近 い 扇T頁 部 と の

比高差約10m の 標高4 20m 付近の緩傾斜面 に あ り 、 調査時の地 目 は 水 田 で、あ っ た。 調査の 主対 象 と

な っ た 第 1号墳は 今 の 浅川 と の 最短距離で;'30m で あ り 、 川 底 か ら の 比 高 は 5 m 以上 あ る 。 ち な

み に後世の 所産 で あ る 小用水は こ の古墳 の 墳丘裾 を 、 ま た 第 3 号墳 に お い て も 地形的 な 遠慮 は

あ る に し て も 、 破壊す る こ と な く 掘削 の み に と ど ま って い る こ と に 対 し 敬意 を 表 す る と と も に 、
おくっき

開拓者達 の 土地 に 残 る 先 祖 の 奥津城墓 に 寄せ る 信仰 を 大 切 に し た一つ の 表 わ れ と し て 興味 深 い

印 象 を 受 け た 。

第2節 歴史的環境(第I図)

浅川 の 山 間 地 よ り 出 口 部 に あ る の に も か か わらず、 浅 川 農 協付 近遺跡及 び そ の下 方 に あ る 浅

川 神楽橋遺跡、 からは弥生 中 期以降の遺物・遺構 が確 認 さ れ て お り 、 こ と に 後者 の 遺跡 は 大 規模
(註1 ) 

な 集落 が予想 さ れ て い る 。 ま た 先年調査 し た浅川 西条遺跡 がの る 押 田 川 扇状 地 は 平 安 時 代 以
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(註2 ) 
降 の開発 が 考 え ら れ て い る の に 対 し 、 こ の地 は そ れ よ り 古 い開発 が行 な わ れ て い た 可能性 が強

(，!13 ) 
い。 扇状地 下 方 は 本 古墳群構築の 背景 に な る 重 要 な 遺跡 の 一 つ の三輪遺跡群 が あ る 。 ま た 周辺

古墳の 存在 に も 興味 あ る 点 が あ る 。本 古墳群 よ り 西側 の 浅川左岸山麓 よ り 上松地区 に 至 る 山腹 、

山項付近 に か け 本群 を 含 む地付山古墳群 と 称す べ き 古墳群 が存在 し 、 そ の聞 から該期 の 集 落祉

が確認 さ れ て い な い と い う 点 と 、 地 附山東北端の山項 ( 約 650m ) に は 、 長車由 39m の山寄 り に

前 方 部 を 、 山下 を 臨 む よ う に 後 円 部 を 設 け た 盟主的存在の地附山前 方後 円墳 を 中 心 に 形成 さ れ

て い る と い う 点 で あ る 。 こ の 前 方後 円 墳 の 南 東 直下 に 3 基の 円 墳 が あ り 、 上池ノ平古墳群 と 称

さ れ る も の で 、 そ の う ち ー基 に は 合掌形石室 が確認 さ れ て い る 。 さ ら に 東下の山腹傾斜面 に 6
(註4 ) 

基存在の記録があ る 駒 形岳東平 古墳 群 が あ り 、 南 方 に 4 基 (現存 1 基) の滝上山古墳群があ る 。

そ し て平坦面 に 本 古墳群 が あ る と しけ構成 で あ る 。

尚 本 古墳 群 は 湯 谷 小学校付近 ま で広 が り を みせ、 古 い 言 い 伝 え では こ の 範囲 に 1 00基以上の

古 墳 が存在 し て い た と も い わ れ 、 明治初年 の開墾 に よ り そ の ほ と ん ど が壊滅 さ れ た た め 、 本 古

墳群 を知 る も の は ほんの一部の 人 に す ぎ な か っ た。 ち な み に こ の地 に は 「八ツ塚」 と か「塚 田 」

等の呼称、 も 残 っ て お り 、 一 大 墓域 を 形成 し て い た こ と が う か が え る 。

尚 こ の 地 で は 山 麓 の 台地 から、 縄 文 前期の遺物が出土 し 、 そ の あ り 方 に も 注 目 さ れ 、 本調査
(註 5)

に お い て も 、 磨耗 し て は い る が、 土 器 片 等 を 得 て い る 。

註
註l 農 協 前 の ガソ リ ン スタ ン ド 建設 の 際確認 さ れ た も の で 、 弥生時 代 中 ・ 後 期の 土 器 を は

じ め 管 玉 等 が検出 さ れ 注 目 さ れ る 。 ま た 浅川神楽楠遺跡 は昭和 50年 に 長野市教育委員会

が分布調査 し 、 弥生時代 中 期以降 の 大集 落 の 可能性 を う か が わ せ 、 祭最E的要素の高邦 を

中 心 と す る 壷 ・ 饗 を セ ッ ト と す る 土士Jt 、 五郎堰 に 添っ て 栗林期の住居お1密集地 ・ 東側 に

お いて 奈 良~平安時代 の遺構 ・ 遺物 を よ り 多 く 検出 し た 。 昭和52年 に 日 本 古代窯業史研

究所 ( 大川清所長)の 手 に よ る 本格 的 な 学術調査が実施 さ れ 、 そ の 結果 が待た れ る 。

註 2 r浅川西条』 長野市教 育 委 員 会 (昭和50年)

註 3 r三輪遺跡付水内坐一元神社遺跡』 長野市教育 委 員 会 ( 昭 和55年)

註4 米山一政『上 水 内郡 の 考 古学調査』 上 水内郡誌抜制 ( 昭和 51 年)

註 5 大 久 保 邦彦 「長野市湯谷遺跡の純文前兵問立物I !長野県考古学会主t..J 8 号 (H(Jfll4 5年)
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第3章 古墳各説

第1節 古墳群概説明2図)

調査前 の 分 布調査 で 5基確認 さ れ た こ と は 調査 日 誌 で 前述 し た と お り で あ る 。 更に調査中に

再度 自 動車搬入路及 び道路 敷の掘削内 を 分布調査 を し た と こ ろ 新 た に 2 基発 見 さ れ た 。

第 1 号墳は 今回調査 し た も の で 、 現 在に至 っ て は 墳丘 の 現存 す る 唯一の古墳 で あ る 。 た だ 北

西部 は果樹園造成 の 際一部破壊 を 受 け て い る 。 地形的に は 本 古墳群中 浅川扇状形 上 の 一番上部

に位置す る 。 墳丘 は 周辺 からの石 が集められ 、 積石塚の感 を 与 え る 。 長野市湯谷 東 沖 1 425番地

に存 す る 。

第 2 号墳は 第 l 号墳下70m の位置にあ り 、 墳丘部 は 水 田造成に よ り す でに削平 さ れ 、 わ ず かに

下段水田に南側根石の一部 が確認 さ れ る 程度 で あ る 。 規模は 径 1 0m 内 外 の 円 墳 と 思 わ れ 、 現存

墳高 は 下段水田面 よ り 1 . 2m を測 る 。 こ の古墳は 公園予定地内 に あ り 、 上部 を 盛 土 さ れ 半 永 久

的に残 る こ と に な っ た 。 同 所1428 ・ 1 334- 3 ・ 1 359 番地に存 す る 。

第 3 号墳は 第 2号墳の 南 東 方向 に あ り 、 直線で、9 0m を測 る 。 上面 は す でに削平 さ れ 、 そ の上

部には 農業用 小屋 が立 つ。 水田畦畔に突出 し た 大石 と 水 田 の張 り 出 し た 地形 に よ り そ の 存 在 が

知れ る 程度 で あ っ た 。 規模は 径1 0m 内 外 の 円墳 と 思 わ れ る が、 発掘調査所 見 でみ る と お り 定 か

で な し、。 同所1363番 地に存す る 。

第 4 �号墳は 第 3号墳の南東 に位 置 し 、 30m の 近距離に あ る 。 本古墳調査の 端緒 を つ く っ た 古

墳で、 自 動車搬入路造成の 際フル ト ーザーによ り 全壊 さ れ た も の で 、 地主の話 し に よ る と 径 1 2

- 13m 位 の円墳で墳高は 2 m 近 く あ り 、 横穴石室 で 、 害Ij合大 き な 石 で側 壁 を築 き 鏡石 は 1 枚 で

あ っ た と し寸。 調査時の大石の散在 が そ れ を 物語っ て い た 。 石室推定地 から遺物は 全 く 認 め ら

れ な か っ た が、 周辺 から須恵器饗形 土 器 片 を 数 点 得 た 。

第 5 号墳 は 第 4号墳の 東北 東 方向に位置 し 、 そ の距離 は 1 00m を測 る 。 こ の 古墳存 在 は地 主

によ り 指摘 さ れ た も の で 、 今は根石の 1 音11 が散在す る 程度 で そ の上告11は 全 面 削 平 さ れて い る 。

地形及 び区画に よ り 間違 い な か ろ う と 思 わ れ る 。 規模等は 不明 で あ る 。 同 所 541- 2番地に存

す る 。

第 6 号墳は 第 4 号墳の北 ・ 第 3 号墳の 東 北 東 方 向に位置 し 前者 と の 距 離 は 35 m で あ る 。 道路

敷中にあ り 、 全填 さ れ て お り 、 わ ず かに床 面に敷 き 詰 め られ た と 思 わ れ る 円僚 の散在 を み た 。

周辺に礁の 検 出 は な い の で 、 一応古墳 と 認定 し た 。 遺物の 出 土 は な か っ た 。 同 所 1 4 1 3番地に存

す る 。

第 7 号墳は 第 4 号墳の 南30m で発 見 さ れ た も の で、 や は り 自 動車搬入 路 で一部破壊 さ れ 、 そ

の断面に直万 3口が南北 方 向に横 た わ っ てい た がfHIJ壁の痕跡 は 認 め られ な か っ た 。 水田造成時
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に す で に 抜 き 去 ら れ た 可能性 が あ り 、 下段 水 田 と 古墳 の 存 す る 水 田 と の 比高 差 は 33cm に す ぎず、

ま た 直万出土地 と の レ ベ ル は 下段 水 田 面 と ほ ぼ同 じ で あ る 。 同地は 盛 土 に な る た め 、 今 回 の 事

業 に よ る 破 壊 は こ こ ま で で 他 は 残 存 す る 。 規模等 は 不 明 で あ る 。 同所1412番地 に 存 す る 。

こ と ほ ど さ よ う に水田造成 に よ っ て 破壊 さ れ た も の が 多 く 、 中 で も 第 6 ・ 7 号墳の よ う に 表

面 か ら 全 く そ の 存 在 が知 ら れ な か っ た も の も あ り 、 周 辺 に は ま だ こ の よ う な 古墳 の 存 在す る 可

能性 が あ る 。 区画整理事業 計画 で は 道路 敷 は開削 さ れ 他 の 区画内 は 盛土 に な り 、 半 永 久 的 に 保

存 さ れ る と い う こ と で あ る 。 ( 矢 口忠良)

第2節 第1号墳の調査

1 墳丘 構造 ( 第 3 ・ 4 図 、 第 1� 3 図 版 )
(1) 墳 丘 本 古墳群 に 残 る 唯一 の 高塚形状の わ か る 古墳 で 、 東 側 は畑 と 用 水 及 び そ れ 沿 っ た

農道 に よ り 、 ま た 北 西 の 一 部 は 果樹園 (畑地) の拡張の た め裾 部 が削 り 取 ら れ る 等の破壊 を う

け い く ぶん変形 す る 。 更 に 墳丘 に は 後世の開発の積み重 さ ね に よ り 耕作 に 邪魔 な 周辺の 石 が積

み 上 げ ら れ て い る こ と 等 を 除 け ば、 旧 来 の 姿 を 残 し て い る 円墳 で あ る 。 規模は 南北の 周 石 列 か

ら 径約 l l o 5m を測 り 、 南 側 前面 の 水 田 面 か ら 現墳T頁 の 比 高 は 2 0 3m で あ る 。 頂 部 の 標 高 は42l .

90m で あ る 。

(2) 周 石 列 (根石) 東 及 び北西側 の 一 部 は 後世の 開発 に 抜 か れ た も の と 考 え ら れ る が、 関

口 部 を 除 き ほ ぼ正円 に 近 い状態でめぐ ら さ れ て い た よ う で 、 用材 に 浅川 に み ら れ る 長 軸30-50

cm 大 の 偏 平 の 河原 石 が用 い ら れ て お り 、 そ れ ら を 近接 さ せて い ね い に 並べ墳域 を 形成 し て い る 。

特 に奥壁 に 近 い 北側 は 控 積 を カ バーす る た め か 大 き な 石 が用 い ら れ て い る 。 そ の 内側 に 第 2 列

目 の 周 石 列 が あ り 、 西側 で は 同 規模の 石 が 2 段重ね で構築 さ れ 、 そ れ 以 内 の 周 石 は 順次積み上

げ ら れ 、 石 積様相 を 示 し 控積 の 役 を 果 た し て い る 。 東 側 の 側 壁近 く の 中 央 部 で は 6 段 を 数 え る 。

こ の 他 こ の 古墳構築 に あ た り 、 扇状地形上 の 上部 の 土 砂 が 利 用 さ れ た も の と 思 わ れ 、 通常認

め ら れ る 窪地 、 周j皇等は な か っ た 。

(3) 控積 ( 裏詰) 玄 門 か ら 玄室 に か け て は大 き な 石 が用 い ら れ 、 側 壁面添 い で は 厚 く 、 羨

道 部 に か け て は 漸減す る 。 特 に 1 枚 岩 の 側 壁 で は 、 や や小 さ め の 人頭 大 か ら 挙大の河原 石 が用

い ら れ 、 そ の 外 周 に 前記 し た 控積様周 石 がみ ら れ る 。

(4)覆 土 周 石 列 及 び控積石 が整 っ た 後 、 地 山 の 黒色 粘 質 土 で覆 い 、 更 に そ の 上部 に 小磯混

り の 黒褐色 土 を 盛 り 、 最終的 に 葺 石 を 乗せ る 工程 を と っ た と 思 わ れ る が、 奥壁付近 を 除 き 葺石

に は 後 か ら の投入集 石 が あ る と 考 え て い る の で 、 ど の 程 度 の も の で あ っ た か不 明 で あ る 。

(5) 前庭部 羨道入 口左手 の 水 田 下約20cm に 設 け ら れ て い る も の で 、 扇平 な 河原 石 を 中 心 と

す る よ う に 同 レ ベ ル に 配置 し た 集 石 が東 西 2 09 m 0南北 2 00 m の 規模で認め ら れ た 。 こ の 内 及

び周辺 か ら 須 恵 器 の 高 士不 ・ 饗形 土 器 、 土 師 器 の坪形土 器 を 主 に 出土 し 、 そ の 形跡 は墓前 祭 の 主

壇 と も 思 わ せ る も の で あ っ た 。 ( 矢口忠良 )
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2 内部構造(第5 ・ 6図、 第4-6図版)
本古墳の 主体部 は 、 西側 よ り の位石 に 平 石 を 直立 さ せ て 、 い わば片袖 形 を 呈 す る 横穴 石 室 で

あ る 。 全長 9 . 3m . 玄室長 5 . 1 m ・ 奥壁 巾 1 . 2m ・ 石 室 最大 巾 1 . 45m ・ 玄 門 部 巾 1 . 2m を測る 。

奥 に 広 く 羨門 が狭 く な る 形態 に な る 。 主軸 は N - 1 0':.._ E 方向 に な る 。

本 古墳 は 墳丘 が か な り 削平 さ れ て い る も の と 思 わ れ 、 天 井 石 が抜 か れ て い る た め 、 石 室 上 部

の 崩 れ が著 し く ま た 側 壁の 土 圧 に よ る 内 に 向 け て の張 り 出 し が認 め ら れ る 。

(1) 玄 室 部 全長 5 . 1 m . 奥壁巾 1 . 2m ・ 奥 壁 よ り 約 1 . 6m の 地 点 の 最大 巾 1 . 45m で あ り 、

玄 門 部 1 . 2m を測 る 。 形状 は ほ ぼ長方形 で あ る が、 奥壁部の 方 がや や 巾 広 く な っ て お り 、 奥壁

に対 し て 側 壁 が若干 東 に 振 れ る 。 玄室は枢石以降 2 室 に 分 け る こ と がで き る よ う で、 ま た 壁 ・

床面の状況よ り 羨道 部 も 玄室 と し て の 役割 を 有 し た 時期 が後述す る よ う に あ っ た も の と 思 わ れ 、

都 合 3 室 の 玄 室 が構 え ら れ た も の と 理解 さ れ る 。

(2)奥 壁 軸 1 .9 m ・ 巾 0 . 57m ・ 床面 からの 高 さ 0 .9 m の 巨 石 を 用 い てお「 り 、 入 口 部 よ り 左

手 は 次 に述べ る 一巨 石 を 、 右 手 に は 隅 丸の 構築 を な し 、 立 石 的 配石 に し て い る 。

(3)側 壁 一 面 で は 恨 石 的 あ り 方 を 示 す 西側 に 奥 壁 から 2 枚 の 巨 石 を 配 し 、 そ の 一 つ は 長 軸

2 m で 床 面 上 から の 高 さ 1 . 14m を測 る 奥壁 に ま さ る 巨石 で あ る 。 東 側 壁 は 最 奥部 に 巾 1 m . 高

さ 0 .9 m 程の 石 を 配 し て い る ほ かイ 巾 0 . 8m . 高 さ 0 . 6m 程 の 石 を 、 広 口 面 を 石室 内 部 に 向 け

て 構築 さ れ て お り 、 そ の 埋設は地山 に 10 な い し 20cm程度掘 り 込んで設置 さ れ て い る 。 そ の 上 部

に は 巾 30 な い し 40cm、 高 さ 30cm 前 後 、 長 軸 方 向 に 40 な い し 60cm程度 の 自 然石 を ほ ぼ小口 面 を 石

室内 部 に 向 け て 構築 し て い る 。 西側壁で、 は60 X 30cm程の 石 を 広 口 面 を 石室 内 部 に 向 け 、 IJ. ぽ 3

段 に 乱石 積み と し 、 そ の聞 に は 石 を 詰 め て い る 。 そ の 積み方 は 非 常 に組 雑 で あ り 、 と り わ け 西

側壁は東側壁 に 比 し そ の 感が強 い 。 ま た 西 側 壁 の 玄 門 部付 近 及 び羨道部 に は 、 と り わ け 持送 り

の状態が顕著 に 見られ る 。 こ れ は 他 の 側 壁の 遺存状態は あ ま り 良 く は な い が、 石 室構築 時 に お

い て は 、 こ の よ う な 持送 り が通常 の も の で あ っ た こ と を う か が わ せ る 。 東 側 壁 で は 側 壁上 部 に

な る に 従 っ て 石室内 部 よ り 見 て 後 方 に 下 が っ て い る よ う に 見 受 け ら れ 、 石室全体 を 東側 に押 し

潰 し た よ う に な っ て い る 。 こ れ は 東側 壁後背部 に か な り 大 き な 盗掘 穴が穿た れ て お り 、 そ の 影

響 に よ る も の と 思 考主れ る 。 更 に そ の 積み方 を 詳 細 に み る と 奥壁 よ り 巨 石 を 根 石 及 び そ れ に 近

似用途の 石 を 据 え て 構成 さ れ 、 そ の接続点 に お い て 両側 面 よ り 内側 に せ り 出 し 部位 が あ り 、 玄

門 と も 見 れ る も の で あ り 、 意 外 と し っ か り し たっ く り であ る 。 ち な み に こ の 部 位 は 本墳丘の 中 央

付近に位置 す る 。 こ れ 以降 恒石 音11住 ま で下段 に お い て は 巨 石 を 用 い て い る の に た い し 、 最上部

下 ま で割合小 さ め の 石 を 乱雑 に 用 い て い 、 前記 し た 石 種 ・ 石 積 と 異 な る 点注 目 さ れ る 。

(4)羨道部 全長3. 65m . 玄 門 部 巾 1 . 2m . 羨門 部巾 1 . 09 m を測 る 。 側 壁の 根石 は ほ ぼ玄 室

部 で観察 し た と お り で あ る が、 玄 門 を境に し て ま す ま す 小 さ く な る 。 と り わ け 東側 壁部 は 、 長

さ 30 な い し 40cm ' 高 さ 30cm程で あ る 。 地 山 を 掘 り 込んで配置す る 石 は 、 西側壁で は 玄 門 部 で 3

個 、 東側壁では同所 4 個固 ま で で あ る 。 更 に 1 . 2m 程入 口 部 に よ っ た と こ ろ では 、 5 な い し 8

cm程 レ ベ ル が 上 が り 、 羨 道 部 で は 1 5 な い し 30cmの 石 を 3 列 ・ 3 段 に 配 し 、 最 下段 の 石 は地 山 の
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レ ベ ル ま で達 し 、 前 庭部 と 区 別 す る 。

(5)床 面 二 層 検 出 さ れ 、 明 ら か に 追葬 が行 な わ れ た こ と が確認 で き る 。 下 層 の も の 、 即 ち

第 1 次 の 床 面 は地 山 上 に 小磯 混 入 の 暗茶褐色土 が 8 な い し 1 6cmの 厚 さ に 敷設 さ れ 、 そ の上 に 6

な い し 10cm 程 の 扇平 な 礁 を 全面 に 敷 き つ め て い る 。 と り わ け 奥壁部で は 小 さ 目 の 石 を丁寧 に 敷

い て い る が、 玄 門 部 に 近 づ く に つ れ 、 磯 も 大 き く な り 、 円l擦 が 目 立 ち 、 敷 き 方 も組 く 雑 に な る 。

側 壁の T頁 でふ れ た 玄 門 と も 予想 さ れ る 部位 に そ の 境 い が あ る ( 第 5 図版右上)。 ま た 奥壁寄 り は

ほ ぼ 水平 で あ る が、 玄 門 に 近 づ く に つ れ 西側 壁 よ り が若干低 く な っ て お り 、 顕著 な と こ ろ では

6 な い し 1 0cm程 レ ベ ル差 が あ る 。

上層 の も の 、 即 ち 第 2 次 の 床 面 は 、 第 l 次の も の よ り 約 4 な い し 1 0cm程上面 よ り 検出 さ れ た。

第 l 次 床 面 上 を 小磯 混 入 の 粘質黄褐色 土 で、 覆 い 、 そ の上面 を 2 な い し 4 cm 程の厚 さ に 同 質 の 土

に で 固 め て 床面 と し て い る 。 更 に 玄室 中 程 よ り 奥で は 、 東側壁 に 沿 っ て 20 な い し 30cm程の ほ ぼ

扇平 な 角 礁 を 、 奥壁及 び奥壁 よ り 西側 壁沿 い に 10 な い し 20cm程 の 角離 を 床 面 に 半 分程埋め込ん

だ状態でー列 に 配置 し て い る 。 ま た 玄 門 部 よ り では 、 西 側 壁 よ り ほ ぼ玄室中央線 ま で最大30cm

程 の 扇平 な 角 礁 を 敷 き 、 西側壁 よ り を 高 く 、 中 央部 を ほ ぼ 5 cm程低 く し 、 著 る し い と こ ろ では

1 0cm程の レ ベ ル差 を 生 じ て い る 。

羨道部の 床 面 は 20cm程の ほ ぼ扇平 な 角僚 を 敷 き 、 権石 を 境 に し て 玄 室内 に 比 し 約1 0 な い し 16

cm程 レ ベ ル が上昇 し て 、 玄 室内 に お け る 第 2 次床 面 と ほ ぼ同 じ 高 さ に達 し て い る 。 尚 羨道 内 で

は 、 一層の 床 面 し か検 出 で き な か っ た。

(6) 玄 門 部 玄室部 と 羨道部 を画す る 椎石 を 奥 壁 よ り 約 5 m の地 点 に 2 個 直列 に 配置 し て い

る 。 東 側 の も の は 第 1 次床 面 よ り 高 さ 約30cm 、 巾 1 00cm ・ 厚 さ 20cm程の も の で あ り 、 西 に接す

る も の は閉 じ く 高 さ 20cm ・ 巾40cm ・ 厚 さ 1 6cm程 を 測 り 共 に 両側 壁 に 接 し て い る 。 本椎石 自 体の

高 さ は 70cm 程 あ り 、 そ れ 故 全 高 の 半 分以上埋 め ら れ て い る 。 尚 こ の程石下部は側壁恨石 よ り も

更 に 1 0cm程深 く 地 山下 に あ る 。 ま た 上部 は 長 軸 1 . 5m . 巾 0 . 5m 程 の 角 ば っ た 自 然 石 が高 架 さ れ

る が、 検 出時 に は 中央付近 よ り 折 れ た状態であ り 、 西壁の そ の 部位 に 後 世 の 所 産 で あ ろ う 抜 き

と っ た 痕 跡 が あ る 。 ま た 奥壁 よ り の西壁の巨石 が用 い ら れ た 南 側 の 境 に は 、 棒状の自然 石が天井

部 下 よ り い く ぶ ん突出 し て い る 。 こ れ は構造上床 面 の僚の差 と ほ ぼ同位置 に あ る 点注意 さ れ る 。

(7) 入 口 部 及 び 閉 塞 石 最終確認での 入 口 部 の 巾 は 1 . 3m を 測 る が、 そ れ よ り も 新 し い こ の

古墳最 後 に 構築 さ れ た 入 口 は 、 そ の 半 分 の 規模 で あ り 、 片袖形態で奥行 1 m を計測 し た。 閉塞

石 に は 主 と し て 挙 大 の 円磯 が土 石 と と も に 用 い ら れ て お り 、 内 部 に 行 く に し た が い よ り 大 き な

も の が使 用 さ れ て い た。 ( 清水 博)

3 遺物の出土状態(第6図、 第7�9図版)

こ の項の場合、 内 部構造 と は逆に埋葬の場 と し て 想定 さ れ る 新 し い も の か ら 説明 し た い。 即

ち 玄室 内 の 第 2 次床 面 を 第 1 室 と し 、 第 l 次床面 の相違 が認め ら れ 、 石 側 壁の 積み 方 に 相違 が

確認 さ れ て お り 、 そ し て 本 文 中 で玄門 と 想定 し た地点 を 境 に 第 2 室 、 第 3 室 と 別 け る 。 た だ 墳
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丘 及 び墓前祭が行 な わ れ て い た と 思 わ れ る 前庭部及 び そ の 周 辺 出 土遺物 に つ い て は 、 そ の ま ま

の 名称 を も ち い た こ と を あ ら か じ め お こ と わ り し た Po 尚 出 土 地点 は 、 そ の ほ と ん ど が前庭部

と 第 l 次床 面 の も の で あ る 。

(1)土 器類 す べ て 石室外の 出 土 で、 あ り 、 特 に 入 口 部 と そ れ に 続 く 西側 の 前庭 部 に 集 中 し て

認め ら れ 、 入 口 部 で、出 土 し た 高 坪形土器 を 除 き 他 は あ た か も 意識 的 に 破壊 し た か の状 態 で 出 土

し た 。 そ の さ ま は費 形 土 器片 中 に時 ・ 蓋形土 器 片 が混 在 し て お り 、 l 個体 が そ の ま ま 潰 れ た 状

態 での 出 土例 は な かった 。

(2) 武器類 直万 ・ 刀子 ・ 鉄鍬及 び こ れ ら の 付 属 品 が 出 土 し て い る 。 直万は 第 3 室南端近 く

の 東側壁沿 い の 第 l 次 床 面 直上 か ら 切先 を 北 (奥) に 向 け た も の と 逆 に な る も の 1 口の 計 3 口

が集 中 し て 出土 し た が、 そ の方向性の不統ーか ら 追葬の際 に寄せ 集 め ら れ た 可能性 が あ る 。 ま た 第

2 室 よ り 方形柄頭 ・ 鐸 が出 土 し て い る 。 ち な み に 直万 に は 錯 が付着 し て い る 。 鉄鉱は 第 2 室 か

ら の 出 土 が 多 く み ら れ 、 第 2 次 床 面 の も の は 散在 し て い た が、 第 1 次 床 面 では束又は そ れ に 近

し、状態で 検 出 さ れ た 。 出 土位置は 第 2 室 全 面 及 び直万出 土地 に も 認 め ら れ る が、 概 し て 東側 に

扇 し て の 出 土 で あ っ た 。 刀子は逆 に 第 3 室奥 に か た よ って い る が、 統一性 は 認 め ら れ な く 移動

さ れ た 可能性 が あ る 。

( 3) 馬 具 轡 ・ 鉄鎖 ・ 鮫 具 ・ 帯金 具 ・ 雲珠 等 が出 土 し て い る 。 轡 は 第 2 室 の 直万 出 土 地 、 奥

壁よ り の 西側 壁沿 い 及 び東奥壁下 か ら 出 土 し て い る 。 保 存 は 比 較 的 良 L 、 。 鉄鎖は 第 2 室 の 枢 石

付近、 銭 具 ・ 帯金 具は 第 2 ・ 3 室 でみ ら れ 、 共 に 第 1 次床 面 か ら の 出 土 で あ る 。

(4) 装飾品 金環 ・ 銀環 ・ 勾玉 ・ ガ ラ ス小玉 ・ 臼玉 ・ 垂 玉 等 が 出 土 し て お り 、 す べ て 第 l次

床面 の磯聞 か ら の 出 土 で あ る 。 カ ザ ラ ス小 玉 は 群集 す る 傾向 に あ り 、 そ の 分布密集地は 6 ケ所 あ り 、

そ の 多 く は 第 3 室 か ら の も の で あ る 。

(5) 人骨 第 2 次 床 面 中 央付近 か ら 骨粉 及 び頭蓋骨粉 を 認 め ら れ た ほ か 、 そ れ よ り 更 に南西

方 向 の 第 l 次床面上部 か ら 大腿骨 及 び上腕骨等 の 集 中ヶ所 が あ り 、 追葬の 際寄 せ あ つ め た も の

を 思 わ れ る 。 他 か ら の 人骨・の 確 認 が認 め ら れ な か っ た 。 ( 矢 口忠良)

4 遺物各説

(1) 土器 す べ て 主体部外 か ら の 出 土 で あ って 前庭部 及 び 入 口 部 の 根 石 付近 に そ の 出 土 を 多

く み た 。 ま た そ の ほ と ん ど が須恵 器 で あ り 、 土 師 器 の も の は 邦 ・ 高部 ・ 小形深鉢形 土 器 の 器 種

の み で総数 4 個体 に す ぎ な い 。

蓋形土器 ( 第 7 図 1 - 1 7 )  

I類 ( 1 ・ 2 ) 宝珠形つ ま み を 有 し 、 内面l二郎受 か え り を も つ も の で、 2 個体 出 土 し て い る 。

l は つ ま み の 断面 が菱形 の 宝珠形 で あ り 、 器高 は 口 径 に 比 し て 高 く 、 天 井 部 は 緩 やか に内脊 し な

が ら 口縁部 に 集結する。 か え り は 口 縁部 よ り 鋭角 内 方 に っ く り 出 さ れ 、 そ の 立 ち 上 が り は 長 い 。

2 は 口縁部及 び天井部下位の破片 で 、 口縁部は天井 部 よ り 伸 び出 し 、 か え り は 体 部 に 対 し 直角

に引 き 出 さ れ 、 低 い 断 面 三 角 形 を 呈 し て い る が、 か え り と し て の 面 影 を と ど め て い る に す ぎ な



い 。 口縁部 は す な お に 引 き 出 さ れ 、 先 端 は 丸 く お さ め ら れ る 。 と も に 天井部は へ ラ ケス リ さ れ 、

他 は ロ ク ロ 整形 痕 を 残 す 。 焼 成 は 良 好 で、 1 は 暗褐色 ・ 2 は臼灰色 を 呈 し 、 胎土 に 小砂 を含む。

E 類 ( 6 - 1 4 )  つ ま み は属平 に な り 、 直径は 比較的大 き な 数 値 に な る も の が 多 く 、 天井部

は 平坦 に 近 い か 、 や や傾斜 を も つ も の があ り 、 f本部は 直線 的 に 口縁部 に い た る 器形で、 逆位 の 器

形 は つ ま み に 集約 さ れ る 皿形 に な る 。 口縁部は体部 よ り 屈 曲 し 噛状 を 呈す る 。 器 肉 は 比較的厚

く 、 そ れ も 天 井 部 で厚 く そ れ 以 下 は漸減す る 。 7 の 天 井部 は 重 ね 焼 き の た め か円形の青灰色痕

を 残 す 。 9 の 内 面 に rX J 印 の 刻 文 が あ る 。 焼成 は 良 く 、 色 調 は 6 が 白 灰 色 、 7 は青紫色 、 9

は掲色、 8 ・ 1 3 ・ 1 4 は 赤褐色 を 呈 す る 他 は 青灰色 で あ る 。 胎土 に 小石 を含む。

田類 ( 3 - 5 ) n類同 様 つ ま み を 有す る が、 天 井 部 は 平坦で 巾 が広 く 、 器 高 は 低 い 点 E 類

と の 形態差 が あ る 。 口 縁 部 は E 類 と 同技 法 で作 り 出 さ れ 、 そ の 形 態 は 近似す る も の が あ る が、

5 の 口縁部先 端 は 鋭 く な く 口 縁部 に い た り そ の ま ま 折 り ま げ た 器形 で あ る 。 3 は廟平 で他 と 異

質 の 感 が あ る 。 と も に 焼 成 は 良 好 で、青灰 色 を 呈 す る 。

町類 ( 1 5 ・ 1 6 ) と も に つ ま み 部付近 の破片で、 そ の 部 位 が特異 で あ っ た の で抽出 し た が日

類 の 範 曜 に 入 る も の か も し れ な し、。 つ ま み項 部は 凹形 を な し 、 天井部へ お さ え つ け 付着 さ れ て

お り 、 直径 も 比 較 的 大 き しミ。 焼 成 は 良 好 で青灰色 を 呈す る 。

V類 ( 17 ) 町類 と 同 様 の つ ま み を 有 す る が、 器 高 は 高 く 、 逆位 で は 小形坪形土 器 を 思 わ せ

る 。 整形 は 他 と 同 じ で、 器 形 的 に{本音I1は 直線的 で、 、 そ れ接続す る 口縁部は や や肥厚 し た の ち 外

反 す る 。

士不形土 器 ( 第 7 図1 8 - 34 )

I類 ( 18 ) 土 師 器 の も の で体 部 中 位 に 鈍 い 稜 が あ り 、 そ れ を 境 い に 直 に 近 く 立 ち 上 が る 。

口 縁部 は お も に 体部 と 接続 し 器 肉 は 漸減 す る 。 内 外 と も て い ね い に ヨ コ ミガキ がな さ れ 、 内 面

は 黒色処理 さ れ る 。 胎土 に 小砂 を含み 、 焼成 は 良 好 で、 外 面 茶褐色 を 呈 す る 。

H 類 ( 1 9 ・ 20) 口 縁 部 がた ち あ が り 、 受部 を 有 す る も の を こ の 類 に あ て る 。 小形で器高は

低 く 、 f本部 が直線 的 で 、 そ こ か ら た ち あ が り は短 か く 内傾 し 、 先端 を 丸 く お さ め る 。 受部はf本

音1Iの伸 び方 向 に 引 き 出 さ れ る 。 20の た ち あ が り は 1 9 に 比べ短か く 厚し ミ 。 底 部 は 右廻 り の へ ラ ケ

ズ リ 整形 が な さ れ る 。 と も に青灰色 を 呈 し 、 焼成 は 良 好で あ る 。

田類 ( 2 1 - 27) 口 縁 部 た ち 上 が り も 高台 も 有 し な い も の を 本類 に あ て る 。 口 径 は 1 1 - 1 5cm

前 後 大小各種 あ る 。 一般的 に は 、 体 部 が底部 よ り 直線的 に 口 縁部 に い た り 、 そ の外傾度 は 大 き

い 。 端 部 は 漸減 し 単純 に 丸 く お さ め る 。 底 部 は や や 上 げ 底状 に な る も の を 普通 と す る が、 26は

丸味 を 有す る 。 成 形 は 輪積成形技法 を基調 と し 、 底 部 に 粘土 ひ も の継 ぎ 目 を 残 し て い る も の (26

・ 27 ) が あ る 。 底 部整 形 は 回 転ヘ ラ ケズ リ がほ ど こ さ れ 、 そ の 痕跡か ら 右廻 り の も の で あ る 。

他 は ロ ク ロ に よ る ヨ コ ナ デ整形 で あ る 。 色 調 は 21 ' 23 ・ 26 の 外 面 は 赤褐色 を 、 他は青灰 色 か そ

れ と 同系 色 を 呈 し 、 小砂 を含み 、 焼 成 は 22 を 除 き 良好 で あ る 。

百類 (30-34 ) 高 台 を 有 す る も の で、 部部の基本形態 は 凹類 と 近似 し 、 大 小 の 形 が あ る 。

高台付着 の 際 の 所 産 で あ ろ う か 体 部 と の 接 点 は薄 く な る も の (31 ・ 32) 及 び休部は 比較的薄 く
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口縁部で肥厚 し 外 反 す る も の ( 32 ) が あ り 、 ま た 33 ・ 34 の 底 部 は 丸昧 を 有 し 体部 と の 境 い は 屈

曲 す る 。 高台 は 低 く 不 定 形 の 台 形 を 呈 し 、 3 1 を 除 き 外開 し 体部 と の 境 い 付近 に 付着 さ れ る 。 成

・ 整形は凹類 と 同 様 で あ り 、 30の内面底部 に rX J の 刻 文 が、 32の 内 外面 の 一部 に 白 濁色 の 自

然粕 がか か る 。 色 調 は 3 1 ・ 34 が赤褐色 及 び32の灰黒色 を 呈 す る 他 は青灰色 で あ る 。 胎土 に 小砂

を含み 、 焼成 は 良 い 。 イ也 に 本類 の 高 台 を 有す る 破片 は図示 し た も の の 他 3 個体 あ る 。

V類 (29 ) 低 い 高 台 が付着 し 、 底 部 は 厚 く 体 部 か ら 口 縁 部 は 直接的 に 外 聞 す る が、 外傾度

の 少 な い カ ッ プ状器形 に な る 。 ま た 意味 不 明 の 帯状突起 が体部 と 底 部 の 境 い に 付着 さ れ る が、

現状で そ の 部位 が欠 損 し て い る た め 形状 等 は う か が え な い 。 焼 成 は 良 好 で青灰色 を 呈 す る 。

羽類 (28) 外 面 の 上方へ ま っす ぐ 伸 び る 体部 と 口縁部 を も っ コ ッ プ状 の 器 形 で下 半 に 浅 い

2 条 の 沈線 を め ぐ ら す 。 外傾度 は比較的少 な い 。 提瓶文 は 直 口 査 の 器形 に な る も の と 思 わ る 。

焼成 は 良 く 青灰 色 を 呈 す る 。

vll類 (42) 底 部付近 の み の破 片 で高 く 長 い 高台 を 有 し 、 体 部 ・ 口 縁部 は 直接的 に た ち あ が

る 深 い 器形 で あ ろ う と 推定 さ れ る 。 焼成 は 良 く 青紫色 を 呈 す る 。

高時形 土 器 ( 第 8 図 1 - 3 )  

I類 ( 1 ・ 3 ) 土 師 器の も の を あ て る 。 1 の 時部は椀形 で底部 と の 境 い は段 を 構成 し な い

よ う で あ る 。 脚部は 長 く 、 裾 に い た って 大 き く 聞 く ラ ッ パ状 に な る 。 3 は時底部 及 び脚部 の み

の破片 で、 脚部は短か く 、 直線的 に 聞 き 明瞭 な 裾部 に な ら な しミ。 整形 は郎部 で み が き 様ヨ コ ナ

デが施 こ さ れ 、 内面 は黒色処理 さ れ る 。 脚部外面はタテミ ガキ を基調 と し 、 裾音11はヨ コ ミ ガキ

さ れ 、 内面 はヨ コ ナ デで調整 さ れ る 。 色 調 は l が黄褐色 、 3 が赤褐色 を 呈 し 、 共 に 焼 成 は 良 好

で あ る 。

H 類 ( 2 ) 須恵器の 高士不で あ る 。 脚部は細 Lミ長脚で、 2 段 1 対 の 長台 形 の 透 し を 有 し 、 上

部透 し の 下位 に 2 条 の 、 下部の透 し 下裾部 に l 条 の 沈線 を め ぐ ら す 、 裾 部 は 大 き く 外開 し 端部

は 丸昧 を も っ て 屈 曲 し l持状 に な る 。 士不部は 体部 に 1 条 の 鋭 い 細 隆線 を め ぐ ら し 、 底 部 と の 境 い

は鋭い稜線 で わ け る 。 底 部 は ヘ ラ ケズ リ 痕 が顕著 で、 あ る 。 器 体 の 一 部 に 灰 黒 色 の 自 然粕 が付着

す る が、 色 調 は 灰褐色 を 呈 し 、 焼成 は 良 好 で、 あ る 。

鉢形土 器 ( 4 ) 土 師 器 の 小形の も の が 1 点出 土 し て い る 。 体 部 ・ 口 縁部 は 直線 的 に 外 聞 す

る が、 外傾度 は 少 な い士不形 カ ッ プ状器形 に な る も の と 忠 わ れ る 。 外 面 は タテ に 内 面 はヨ コ に み

がか れ る 。 焼成 は 良 く 赤褐色 を 呈 す る 。

査形土 器 ( 第 8 図 5 - 7 )  

I類 ( 5 ) 長頚査 に な る と 思 わ れ る も の で 、 頚 部 片 で 全体 の 器 形 は 知 り 得 な p。 整形 は ロ

ク ロ に よ る が、 頚部下半はヘ ラ ケズ リ で、肩部の境 い は ナ デつ け 整形 で あ る 。 焼 成 は 良 く 青紫色

を 呈す る 。

E 類 ( 6 ・ 7 ) 短頚査 に な る と 思 わ れ る も の を 本類 に あ て る 。 体 部 は 扇平 な 球形 を な し 、

肩部下位 に 最 大 径 が あ る 。 7 の休部はl 条 の 沈線 がめ ぐ り 、 6 の 外 面 に は 櫛状工 具 に よ る 横描

の カ キ 目 が残 る 。 と も に 焼成 は 良 好で青灰色 を 呈 す る 。
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饗形土 器 ( 第 8 図1 0 - 1 2 ・ 第 9 図 1 - 3 )  

出 土 量 は 他 の 器 種 に 比べ 多 い が、 そ の ほ と ん ど が 口縁部及 び体部の破片であ る 。 口 縁部及 び
休部の破片 か ら 推定 し て 総数 6 個体 分 が想定 さ る 。 こ の 出 土状態 は 前 記 し た よ う に 1 個体 1 ヶ

所 に 集 ま っ て 出 土す る こ と が な か っ た 。

I類 ( 1 0) 口 縁 部 が外開 し 、 頚部 は し ま り 、 体部中 位 に 最 大径 を も ち 、 肩部 に 丸味 を も っ

ず ん ぐ り と し た 器 形 に な る 。 底 部 は 意識的 に破壊 し て い る の か 、 欠損 し て い た か 丸味 気味 に お

さ め る 器形 に な る と 思 わ れ る 。 口 縁部 は ロ ク ロ 整形痕 が残 る 素地で、 端 部は 丸 く 仕 上 げ る 。 体

部 外面 は 叩 き 整形 の の ち 擦痕 を 残 す箆状工 具 に よ る ヨ コ ナ デ に よ り 整形 さ れ る 。 叩 き 目 は 全面

に 残 る がヨ コ ナ デ は 肩 部 で 全面 に 、 そ れ 以 下 の 体部 下半 に か け て は 叩 き 目 の 接点 に 施 さ れ る 。

ヨ コ ナ デの 終 る 休部 下 半 は 、 そ れ ま で一定方向 の 叩 き 目 で あ っ た も の が、 底 部付近では 自 由 に

施 さ れ る 。 内 面 に は 深 く 密 な 青海波 文 が残 る 。 暗青灰 色 を 呈 し 、 焼成 は よ い 。 口 径2 1. 5cm ' 最

大 径44 . 8cm ' 推定 器高42 . 5cm を 測 る 。

H 類 ( 1 1 ・ 1 2) 口縁部の み の破 片 で あ る 。 器 形 は 口 縁形 態 の 他 は I類 と 同様 に な る と 思 わ

れ る 。 口 縁部 は 頚 部 か ら 小 さ な 外傾度 で立 ち 上 が っ た 後 、 先 端 付近 は 更 に 大 き く 外傾す る 。 口

縁端部 は 鋭 く 内傾 し 、 垂 れ さ が る も の ( 1 1 ) と 丸 く お さ め る も の ( 1 2 ) が あ る 。 文様は沈線 に

よ り 3 段 に 区画 さ れ た 中 を 5 本歯 の櫛状工 具 に よ る 液状 文 がめ ぐ ら さ れ る 。 肩 部 は 叩 き 整形後

ヨ コ ナ デ整形 が施 こ さ れ 、 叩 き 目 を 残 さ な し迎。 内 面 は I類同様の青海波文 を 残 す 。 青灰 色 を 呈

し 、 焼成 は 良 い 。 1 1 の 口 径 は 36cm を 測 る 。

田類 ( 1 ) 口 縁部 の み の破片 で、 頚 部 か ら 緩 く 外開 し 、 端 部 はヨ コ ナ デ に よ り い く ぶ ん 凹

む 。 文 様 は 刷毛状工具 に よ り ヨ コ ナ デ整形 さ れ た 地 に l 条 及 び 3 条 の 沈線で区画 さ れ た 中 を 、

口 唇部下位 を 箆状工 具 に よ る 左 下 が り の 鋭 い 斜行短線 を め ぐ ら し 、 そ の 下 位 は 7 本 歯 の櫛状工

具 に よ る 波状 文 で飾 る 。 肩 部 内 面 は 青海波文 を ナ デ整形 に よ っ て消 し 取 ら れ る 。 青灰色 を 呈 し 、

焼成 は 良 い 。 口 径36 . 5cm を 測 る 。

日類 ( 2 ) 口 縁部の破片 で 口 唇 部 ・ 頚部付近以下 は 欠損す る 。 文 様 は 2 段 で構成 し て い る

も の と 思 わ れ る 。 上 に 2 条 の 下 に 3 条の 沈線で区画 さ れ た 中 を 上 は 右 下 り の 密 な 、 下 は 左 下 り

の粗い 斜行短線 を め ぐ ら す 。 黄褐色 を 呈 し 、 焼成 は 良 い 。

V類 ( 3 ) 肩 部 ・ 体 部 の み 残存 す る 比較的小形 の 整形 土 器 で、 全体 に 丸昧 を 帯 び 、 底部は

丸底 気味 に な る と 思 わ れ る 。 体部中位 に 2 条 の 浅 い 沈線 で 文 様 を 2 段 に 区画 し 、 そ の 中 を 4 本

歯 の 櫛 状工 具 の 刺突 に よ る 斜行 列 点 文 がめ ぐ ら さ れ る 。 他 は 叩 き 整形後ヨ コ ナ デ整形 を 全体 に

ほ ど こ す 。 体 部 最 大 径 は 上位 に あ り 30. 5cm を 測 る 。 淡黄褐色 を 呈 し 、 焼成 は 良 い 。

(2) 鉄製品 ( 第 9 - 13図、 第 8 ・ 9 図版 )

イ 武 具

直万 ( 第 9 図 4 - 6 )  3 口 出 土 し て い る 。 と も に 棟 ・ 刃 と も 直で刃部へ の 断 面 形 は 三 角 形

を 呈 す る 平棟平造 り で脹切 先 に な る 。 ま た茎 は 棟が こ け て 漸減 し 、 茎尻は 丸味 を 帯 び る 。 4 . 

5 は刃聞 を 有 し 、 関 よ り に 目 釘孔 が 1 個穿た れ る 。 6 は 両関で茎尻付近 に 2 個 の 目 釘孔 が あ る 。
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こ れ に 付着す る 釦 は 、 卵倒形 を 呈 し 、 4 に は 6 個 の 不整 方 形 の 透 孔 で飾 ら れ る 他 は 鉄板製無地

で あ る 。 ま た 4 ・ 6 は 姻が付着す る 。 現長 は 、 4 が85 . 2cm ・ 5 が82 . 0cm ・ 6 がや や こ れ ら よ り

も 小振 り で80 . 4cm ( 全長 ) を 測 か り 、 棟厚 は 、 4 ・ 5 が 8 mm前 後 で 、 6 は 6 mmで、 あ る 。 ま た 刀

身 巾 は 4 が 3. 2cm 、 5 が 3 . 0cm 、 6 が2.8cm を そ れ ぞれ 測 る 。

万装具 ( 第 9 図 9 - 1 2) 9 - 1 1 は柄頭で、 9 は 2 本 の 丸味 の あ る 釘状 の 長 い 鋲 が打 ち 込 ま

れ て お り 、 1 1 は 方形の柄頭で断 面 は 卵 倒形 を 呈 し 、 角 目 釘 が残 存 す る 。 卵項部 に 成形時の つ な

ぎ 目 を 残 す 。 1 0 は 円頭柄頭 で、 断 面 は 卯 倒形 を 呈 し 、 平 面 は 馬 背状で懸通孔付 近 が凹 む。 懸通

孔は貫通す る が鳩 目 は残存 し な い 。 鍛造 は 比較 的 良 い が錆 が著 し い 。 そ の 錆 の 中 に 銀象 飯 が認

め ら れ る が、 何 を 構成 し て い る か は 不 明 で あ る 。 1 2 は 銅 製 の 切 羽 で右側下位 に 接 合痕 を 残 す 。

9 ・ 1 1 ・ 1 2 は 第 2 室、 1 0 は 第 3 室 か ら の 出 土 で あ る 。

鉄鍬 出 土 量 は 比較的 多 い が追葬 の 際の撹乱 に よ り 第 1 ・ 2 次床 面 と も に 散在 し た も の が 多

く 、 時間的識別 が不可能 で あ っ た の で出 土場所 に よ り 第 2 室 ・ 第 3 室 に わ け で 記述 す る 。

第 2 室 ( 第 1 0図 1 - 30) す べ て 椋 状突起 を 有 し て お り 以下 の と お り 大 別 す る 。 1 - 8 は 平 根

三角 形腸挟箆被 式 で 、 線状突起 ま での箆被 の 長 さ は 他 に 比べ短か く 断 面 長 方 形 で 巾 が広 い 。 ま

た 刃 部 は 三 角 形偏平 レ ン ズ状 を 呈 し 、 わ ず か に逆刺 が あ る 。 9 の 形 態 は基本 的 に 平 根 三 角 形鍬

の 範 暗 に 入 る も の で あ ろ う が、 逆刺 は な く 以下 の も の と 同様 に 箆被 は 正 方 形 に 近 く な り 、 ま た

長 く な る 。 10- 1 6 は 先 端 が鋭 利 でト小形 で あ る 。 尖根 ノ ミ矢箆被式 と い え よ う 。 20-23は万子状

の 切 先 を 有 し 、 片 刃 を な す も の で尖根片 刃矢 箆被式 と い え る 。 こ れ と 前者 の 中 間 形態 と し て 片

刃 の棟部 が丸昧 を 帯 び る も の が あ る 。 24-30は 尖根鍬 の 箆被及 び茎 部 で あ ろ う 。 概 し て 線状突

起下は 平根鍬の も の よ り も 長 く な り 、 ま た茎 部 に 木 質 部 を 残存 す る も の が 多p。 茎尻は 細 く 丸

く な る 。

第 3 室 ( 第 1 1図 1 -21 ) 第 2 室同様形態の も の がほ と ん ど で あ る が、 平 根 三 角 形腸挟箆被式

の も の は な く 、 か わ り に 平担三角 形両 丸箆被式 ( 1 ・ 2 ) 及 び平 根柳葉箆被式 を基本形 態 と し

て い る と 思 わ れ る も の ( 3 ) が加 わ る 。 尖根 ノ ミ 矢 箆被 式 の も の ( 4 - 10) 尖根片 刃 矢 式の も

の ( 1 1 - 14) が あ り 、 他 は 箆被 及 び茎部で あ る 。

刀子 ( 第 1 1図22 -28) 総数 7 点 出土 し て お り 完存 す る も の は な い が、 現存す る 最長 は 25の

1 8cm を 測 る 。 切 先 は な だ ら か で あ る 。 使 用 の 摩 耗 が著 し く 刀身 の 形態 を 変 え て い る 。 特 に 25 の

使 用 は 著 し い も の が あ る 。 茎 へ の 境 界 は 23 で 刃関で、 2 5 は 背関 で 、 26 ・ 28は 両関 に な る 。 ま た

28 に は 銅及 び茎 に は 木 質 部 を 残 す 。 茎 に は 目 釘孔 は な い 。

ロ 馬 具

轡 ( 第 1 2図 1 - 3 )  3 点出 土 し て い る 。 1 ・ 3 の引 手 ・ 街 ・ 鏡板 は 不 整円 形 の 鉄棒 を 使 用

し て い る の に 対 し て 、 2 は 方形 を 呈 す る 鉄棒 を 用 い る 。 鏡 板 は 楕 円 形 の も の ( 1 ・ 2 ) と 円 形

の も の ( 3 ) があ り 、 そ の 長 軸 の 一端 に 扇平 長 方 形 の 絞具接合部 を 打 ち 出 し 、 3 の 一 方 に は 絞

具金 具が付着 す る 。 街棒及 び そ れ と 交差す る 引手 棒は 互 に 直交 し 、 1 ・ 2 の 引手棒の 先 端 は 350

前後屈 曲す る が、 3 の 屈 曲 は わ ず か で あ る 。 4 は 3 と 接近 し て 出 土 し た も の で鏡板 に つ ら な る
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一 連 の 金具 と 思 わ れ る 。

鉄鎖及 び大形銭具 ( 第 1 2図 5 - 7 )  角 棒 に よ る 2 連 2 重 に 作 ら れ た も の で、 そ れ を 中央付

近 で 直 に 折 り 曲 げ て 連 結 す る 方 式の鎖で一端 に 大形銃具 がつ く 。 現存 す る の は 6 が 3 速 で他は

2 連 で あ る 。 鮫具 は 受 部 が楕 円 形 の パ ッ ク ル状 を 呈 し 、 舌 は ピ ン 状 で個定棒lニ ヲ | き 延 し に よ り

付 着 す る 。 7 も 鉄鎖 に 付 さ れ た も の と 思 わ れ る 。

銭具 ( 第 1 2図 4 ・ 8 ・ 9 ) 鉄鎖の 大形絞具 に 比べ小形で 8 は 7 の 、 9 は 6 の 形態 と 同 じ で、

舌 受 部 は 円 形 に 近 く 変形 し た も の ( 8 ) と 角 棒 を そ の ま ま 使 用 す る も の ( 9 ) が あ る 。 4 は 絞

金具の一種 で あ ろ う 。

帯金具 ( 第1 3図 1 - 8 )  1 は 小判 形 で長 軸 上 に 一対の鋲 を 、 2 は 長方形で 3 鋲、 3 は 同形

で 4 鋲 、 4 - 8 は 隅 丸長 方 形 ・ 平板 で 3 鋲 を も っ。 鋲は 不 整 円 形 で先 端 は鈍 く あ ま い 。 4 に は

裏打 ち 鋲 が残存 す る 。

雲珠 ( 第 1 3図 9 ) 1 点 の み 出 土 し て い る 。 半球形の も の で 、 三 方 の 枝 は 欠 損 し て い る 。

ハ 装飾品

金環 ( 第1 3図1 1 - 1 7) 径 は 12 の 3 . 7cm を 最大 に 、 1 7 の 1. 7cm を 最 少 と し 各種 あ る 。 芯 は 鉄

で あ り 、 そ の 断 面 は 不 整 円 形 を 呈 す る 。

銀環 ( 第 13図18) 1 点 の み の 出 土 で 、 基本形態 は 金環 と 同 じ で あ る 。

勾玉 ( 第 1 3図1 9) メ ノ ウ 製 の も の が 1 点 の み 出 土 し た 。 玉尻の 一 部 は 欠損す る 。

ガ ラ ス 玉 ( 第 1 3図20- 1 28 ) 本 古墳 出 土 の 小玉 は 全 て ガ ラ ス 製 で あ る 。 臼玉 と 呼称 さ れ る 大

形 の も の ( 径10- 6 mm . 高 6 - 4 mm) が10個 あ る 。 色 調 は 濃紺色 が 9 個 で他 は 淡水色 で あ る 。

他 は 小玉 と 称 さ れ る も の で 1 09個 あ り 、 径 4 mm ' 高 2 mm前 後 の も の が 多 p 。 色 調 は 薄 い 青系色

の も の が そ の ほ と ん ど で あ る 。

(3) 石製品 ( 第 1 3図10)

滑 石 製 の 楕 円 に 近 い 円 板 が l 個出 土 し て い る 。 上端 に ー孔 を 穿 ち ペ ン ダ ン ト 様の 使 用 が う か

が わ れ る 。 ( 矢 口忠良 )

第 3 節 第 3 号墳の調査

1 墳丘構造 ( 第 1 4図、 第 1 0 ・ 1 1図版)

墳丘 は 水 田 造 成 に よ り 削平 さ れ て お り 、 平 面 か ら は 古墳 の 存 在 を う か が う こ と がで き な か っ

た が、 正 面 (畦畔) 中 の 大 石 と 削平地 の 一部 は 農 業 用 小屋 ・ そ の 前庭 部 に な っ て お り 、 そ し て

そ の 部 分 に 畦畔 の突出 がみ ら れ 、 ま た 農業 用 水路 の 屈 曲 か ら 古墳の 存 在の推定 を 可能 に し た 。

規模は 用 水路 の 屈 曲 部 ・ 石室 の 位 置 ・ 畦畔の突出部等 か ら 推定 8 m 前 後 の 円墳であ る と 思 わ

れ る 。 た だ破壊 を 受 け る 範囲 内 の 東 西方 向 に 根石探索用 の 試掘坑 を 入 れ て 調査 し た が土 層 か ら

も 明確 に確 認で き な か っ た 。 墳丘 は 土石 に よ り 構築 さ れ て い る が外縁部 は 土 盛 に な り 、 基本的

形 態 は 土 盛墳で あ る 。
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2 内 部構造 ( 第 1 5図、 第 1 0 ・ 1 1図版)

墳T真部 は す で に 破壊 さ れ て お り 、 側 壁 の 一部 と 思 わ れ る 大石 の 露 出 し て い る 畦畔 を カ ッ テ ィ

ン グす る こ と に よ り 、 主 体 音11 の 位 置 を 知 る こ と は き わ め て 簡単で あ っ た 。 主 体 部 上 面 を 排土 し 、

実測 し た 結 果 、 主 軸線 を N - 90- E に お き 閉 口 す る 無袖 の横穴石 室 を 確 認 し た が玄室部の み の

残存 で、羨道部は現在 水 田 と な っ て い る 。 玄 室 は 後述 す る 羨道部へ と 区 別 す る な ら ば全 長 内 法 3. 0

m を 計測す る 。 ま た奥壁床 面 巾 1 . 43m . 中央部で 1 . 55m ・ 玄 門 部近 く で 1 . 6 m を 測 り 、 奥壁

よ り 羨道部 に か け 巾 を 漸増 し な が ら 直線的 に 閉 口 す る 。 奥壁 は l 段 2 枚 で 2 段 の 構 築 に な る と

思 わ れ る 。 下段西側の も の は 盗掘 の た め か抜 き 取 ら れ て い て 、 他 は 水 田 開発 の 際取 り 除 か れ て

い る 。 残存 す る 奥壁鏡石 は 巾 85cm ・ 高 55cm の 石 材で 床 面 下 1 2cm程埋め ら れ る 。 西側壁は奥 よ り

巾 65 - 1 65cm の 3 枚の 大石 で下段 を 構 築 し 、 東側 壁は逆方 向 に 60 - 1 60cm 巾 の 3 枚 の 大 石 を 用 い

る が、 各 間 隙 に 小 角 離 を 詰 め る 。 そ の上部は 両側 壁 と も 比較 的 不 整形 な 小形 の 石 を 積み 上 げ る

持 ち 送 り 方 式 の 構築 に な る と 思 わ れ る 。 現存側壁高 は 床 面 よ り 西で95cm ・ 東 で80cm を 測 り 、 側

壁基礎 部 は 床 面 下 1 0- 1 5cm程埋め 込 ま れ る 。 こ の ほ か玄 室 に は南端近 く の 東側壁 に 付 着 し た 不

整 5 角 形 で 、 全 長50cm ・ 床 面 上37cm の 石 柱 が l 本 認 め ら れ た 。 袖 石 を 意識 し て い る の で あ ろ う 。

床 面 は 拳 大 前 後 の 河原 石 が敷 き 詰 め ら れ 、 河原石 下 は地 山 に な る 。 玄 室 部 と 羨道部 は 床 面 の 石

材 に よ り 区 別 で き る よ う で あ る 。 即 ち 玄室 の 拳 大 の 河原 石 に 対 し て 、 羨道部付 近 は 長 軸30-50

cm の 偏平 な 石 材 を 用 い 、 床 面 も 袖 石部付近 よ り 漸次 高 く な り こ の 部 位 で、 は 比高 差 1 0cm程 に な る 。

石室構築時の控 え 積み は 側 壁裏 に基盤 よ り 2 列 3 段 に 大 き な 角 礁 を 組み 上 げ、 そ の 裏 に 拳 大 の

円礁が覆 う 構築法 に な る 。

3 遺物の 出 土状態

全 体 の 出 土 量 は 少 な く 、 鉄鍛 ・ 銀環 ・ 勾玉 ・ 管玉 ・ 臼玉 ・ ガ ラ ス小 玉 等 が 出 土 し た に す ぎ な

い 。 す べ て 床 面 直上 及 び敷石聞 か ら の 出 土 で あ る 。

4 遺物各説

鉄鉱 ( 第 1 6図 1 ・ 2 ) 2 点 出 土 し て お り 、 平根三角 形腸挟式 ( 1 ) と 尖根 片 刃 矢式 ( 2 ) 

があ り 、 箆被以下 は 欠損す る が糠箆被鍬で あ ろ う 。

銀環 ( 第 1 6図 3 ) 1 点の み の 出 土 で 、 断面 は 不整 円 形 を 呈 す る 小形 の も の で 、 芯 は 鉄製 で

あ る 。 中央付近 に紐の痕跡 を 残 す 。

装飾品 ( 第 1 6図 4 - 1 57)  以 下 に 述べ る も の だ け の 出 土 で あ り 、 通 常認 め ら れ る 切 子 玉 等 の

玉類の 出 土 は 認 め ら れ な か っ た 。

管玉 ( 4 ) 緑色碧玉製 で一方 向 よ り 穿孔 さ れ る 。 長 さ 2 . 9cm ・ 径 1 . 1cm で あ る o . 

勾玉 ( 5 - 9 )  鳴治 製 で コ の 字形 を 呈 す る 。 孔 は 両 端 よ り あ け ら れ る 。 断 面 は 扇 平円形で

5 ・ 6 ・ 9 の 3 . 7cm か ら 、 7 の 1 . 3cm あ り 、 長 さ は 5 の 4 . 0 cm か ら 7 ・ 8 の 3 . 2cm を 測 る 。

ガ ラ ス玉 ( 1 0 - 1 57 )  総数 1 44個 出 土 し た 。 臼玉 ( 10) は 1 個 の み で径 1 0mm ・ 高 6 mm 
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を 測 る 。 両 面 は 他 の 玉擦 れ の た め か 凹 む。 黒褐色 を 呈 す る 。 他 は 小玉 で径 4 mm . 高 3 mm を基本
と す る が第 1 号墳の も の に 比べ 不揃 い で あ る 。 色 調 は 同 様 に 淡 い 青色 系 の も の が 多 く あ る が、

濃紺色 ま で各 種 あ る 。 (矢 口忠良)

第 4 節 第 7 号墳の調査

l 墳丘構造

ブ ル 卜 ー ザー に よ る 自 動 車搬入路掘削 壁か ら 確認 さ れ た も の で地 表 か ら の形跡は と ど め な か

っ た 。 規模等 は 新 旧 の 破 壊 が著 し く 不 明 で あ る が、 土 層 等 の 観察 か ら 径 9 m 前後 の 円 墳 に な る

と 思 わ れ る 。 墳丘は 土 盛 り を基本 と し 、 周辺 に 葺 石 が認 め ら れ る 。

2 内 部構造 (第12図版)

主体部は南関 す る 横穴石室で、 東側壁の基礎部 の 大 石 が 2 個 の み 残存 し て い た 他は 水 田 造 成

時 に 抜 か れ た か あ る い は 、 今開発 に よ り 持 ち 去 ら れ た も の か確認す る こ と がで き な か っ た 。 床

面 は 挙大 の 円礁 でつ く ら れ る 。 他 は 水 団 地 に な り 不 明 で あ る 。

3 遺物の 出 土状態

直万 2 口 の み確認 で き た 。 刃 先 を 北 に 向 け 2 口 重複 し て 出 土 し 、 そ の位 置 は 東側壁添い で奥

壁近 く で あ ろ う と 推定 さ れ る 。

4 遺物各説

直万の み で、 風雨 に あ た っ た せ い か そ の 保存 は 悪 く 、 取 り 上 げ時では錆 の た め 2 口 密着 し 鉄

塊状 を な し て い た 。

直 刀 ( 第 9 図 7 ・ 8 ) と も に 棟 ・ 刃 と も 直で 、 断面 三 角 形 を 呈 す る 平棟平造 り で、 師切先

で あ る 。 7 は関部 を 中 心 に 腐蝕 が著 し く 錯の形態等不 明 で あ る が、 刃 閲 を 有す る 直刀 と 思 わ れ

る 。 8 は 両関で鎚の み残存す る 。 現 長 は 7 か84 . 0cm 、 8 が69 . 0cm を 測 り 、 陳 厚 は そ れ ぞ れ l . 0

cm で、 万身 巾 は 前 者 が 3 . 7cm 、 後 者 が 3 . 0cm で あ る 。 ( 矢 口忠良 )

第 4 章 結 五口
ニ=ロ

本 章 は 今 回 調査 し た 第 l 号墳 を 中 心 に 調査結果 及 び問 題 点 を提示す る こ と に す る 。

立地 本 古墳群 は 山 腹 、 山 麓 の 傾斜面 に 形成 さ れ た も の で な く 、 明 ら か に 平地様の 扇状地 上

に 構 築 さ れ た も の で あ る 。 そ の 広 が り は 、 近 頃明 ら か に な り つ つ あ り 、 扇央の 吉田地区 に 蛇塚
(註 1 ) 

古墳等 が存 在 し て い る 点 を 見 れ ば か な り の 広 が り を み せ て い た よ う で あ る 。 ち な み に こ の よ う

な あ り 方 を 示 す 該期 古漬群 に 近 く では 、 千曲 川 左岸 に な く 、 右 岸 の 蛭川 扇状地 ( 松代) に宮崎
(註 2 ) ( 註 3 ) 

- 関 谷 古墳群 が、 保科川 扇状地 に 長原 ・ 白塚等古墳群 が あ り 、 松川 扇状地 ( 小布施町) に 雁 回
( 註 4 ) 

古墳群 が あ る に す ぎ な い 。 こ れ ら は 径1 0m 内 外 の 円 墳 が 多 く 、 中 に は 径数 mの 円 墳 が あ る 。 そ の

口。



主体音11は 、 山 腹 ・ 山 麓 の も の に 横穴石室 が閉 口 し 、 そ の痕 跡 が残 在 し て い る の に た い し 、 前記 し

た 古墳群の う ち 調査 し た も の を 除 い て 雁田 古墳群 に 若干 認 め ら れ る 程度 で 、 他 は 長 原 古 墳 群 に

み ら れ る 胴張 り で、 低 い 乱石 積の 側 壁 を 有す る 横穴 石室様構造 が想定 さ れ る も の の 現 在 に お い

て 境正 か ら 主 体 部 が判 明 す る も の は な しミ。 こ の こ と の 帰結 と し て 早急 で短絡的思 考 と 批 判 さ れ

る か も し れ な い が古墳造営の流 れ と し て 、 山 腹 ・ 山 麓 部の も の よ り 後 出 の 後 期 古墳 で 、 そ れ も
(註5 ) 

未葉 に 位 置す る も の が 多 い と 考 え ら れ る 。

ま た 古墳の 占 地 と し て 、 生 活地 ・ 生 産地 を 見下 す 位 置 に あ る こ と は 通例 で あ る こ と は 考古学

的 に 見 て 明 ら か で あ る の に 対 し 、 こ れ ら の 古墳群は 極端 に 表現 す る と 遠望 な く し て、 そ の 樹林 ・

草叢 下 に 見 え な い 生 活地 を 望 見 し て い た と の 表 現 が妥 当 な 位置 に あ る 。 こ の 裏返 し に 、 こ れ ら

を 生産地 に関与 し な い 墓域 と 考慮 す る な ら ば、 浅川ガ ソ リ ン スタ ン ド遺跡及 び浅川 神楽橋遺跡

に み ら れ る 弥生時代 中 期の 栗 林則の 集 落祉 が成 り 立 た っ た 生 業 は い か な る も の で あ る か 、 何故

後続す る 集 落 が営 な ま れ な く 、 わ ずか 西 に 1 km し か離 れ て い な い 地 に 本 古墳群 が あ る 点、 浅川

扇状地形 上 の 生産地 を 再検討す る 必 要 が あ る と 痛感 し て い る 。

墳丘 そ の 後 こ の 古墳群で確認 し た 7 基の 古墳 の う ち 第 1 号墳は 、 最大規模の も の と 推 定 さ

れ る し 、 位置的 に 扇状地の 一 番奥 ま った 地点 に 占 め 、 い わ ば中 心 的存 在 に あ った こ と を う か が わ

せ る 。 墳丘上告11は周辺 か ら 寄 せ 集 め ら れ た 円礁で覆 わ れ て い る も の の 表 面 全 体 は 積石 ( 葺 石 ) が

あった か の よ う でF あった が、 他 の 古墳 を 観察 す る に つ け 、 ま た 調査所 見 か ら 集 石 下 は 配 石 列 ( 恨

石 )、 控積用 の 石 を 除 き 他の 人 為 的集 石 が な い こ と か ら 土盛 墳 で あ る 。 た だ側 壁 に 沿っ て 認 め ら

れ な かった 葺 石 が、 奥壁の そ の 部位 に 見 ら れ る やや 大 き め の 円礁 を 下 か ら 積み 上 げ た 状 態 で検

出 さ れ 、 ま た こ の 部位 の 根 石 が偏平 大 石 を 用 い て 別部位 と の 相違 を み せ 、 こ と に 配列 石 の 円孤

が他 と 比べ小円周 でめ ぐ る 点注 目 さ れ る 。

こ の 他外縁調査で、 周 溝は な く 、 盛 土 は 周辺 か ら の削平 に よ る も の と 考 え て い る 。

前庭部 墳丘に 付属 し て 設置 さ れ 、 配 石 列 ( 根 石 ) と 同 レ ベ ル に あ る 。 位 置 は 主体部主軸線

よ り 西側 に 配石 列 と 接 し て 設 け ら れ 、 そ の あ り 方 は 平 石 を 中 心 に 偏 平 様石 材 を 敷 き 詰 め た状態

で検出 さ れ 、 こ の 配石遺構 を 中 心 に 前章 で記 し た 土 器片 が周 辺 に 密 集 し て い た 。 や は り こ れ は

祭壇的住置 と 考 え ら れ 、 祭肥土 器 が故 意 に廃棄 さ れ た状態 を 示 し て い る と い え よ う 。

内 部構造 主体部は 墳丘径約1 1 . 5m に 対 し 、 内法 9 . 3m を 測 る 長 大 の も の で、 北側 2 . 2m で、墳裾

に 至 る 。 こ の よ う な 主体部構造 を も つ も の は 県 内 は も と よ り 、 わ ず か では あ る が所持 し て い る

各地の 古墳調査報告書の 中 か ら こ の よ う な 例 を 見 い 出 す こ と がで き な かっ た 。 そ れ 故 に 構 築 に

お い て 梓別 な 配慮 が あ った ろ う と 考 え て い る 。 東 側 壁東 の 盗掘 穴 は 石室主体部の奥 か ら 中央 に

か け て 掘 ら れ て お り 、 こ れ が一般的古墳の あ り 方 に し て 、 盗掘 者 の 見識 に 頭 が下 が る 。 天 井 石

は 調査 に お い て 玄 門付近 に 高 架 さ れ た 狭長 の天 井 石 及 び羨道部閉塞石 上 を 覆 う も の を 除 き 他 か

ら は 認め ら れ な かっ た 。

単純 に 主体部 を 見 る と 、 奥 壁 に 一枚石 を 鏡石 と し 、 側 壁 は 天井 石 が抜 か れ る た め と 盗掘 穴 に

よ り 東側 壁は よ り 東 に 外聞 す る も の の 、 西側壁の よ う な 持 ち 送 り に な っ て い た も の と 思 わ れ る
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が そ の構築法 が一様 で な い 故 に 、 次 の 玄室 の 特徴 と 、 そ れ に よ る 埋葬 の 順次 を 追 て 説 明 し な.け

れ ば理解 さ れ な い と 思 う 。

こ の 古墳群 を 一 つ の 伝統的埋葬施設 を 伝 え て い る と 考 え る 仮定 が許 さ れ る な ら ば 、 第 2 室 と

同様の 円磯床 が第 3 ・ 4 ・ 7 号墳で も 確認 さ れ て い る の で 、 こ れ が通 常 な も の と 考 え ら れ る 。

し か し 、 第 3 室 に お い て は 角 離 を も って 床 を な し て い る 点注意 し て い た だ き た し 、 。 ま た 側 壁 に

お い て 、 玄 門 か ら 第 2 室 と 第 3 室 の 構築 法 の 差 で あ る 。 羨道 か ら 第 2 室 に か け て は 比較的小 さ

な 礁 を 用 い 小 口 積様 に 用 い て い る の に た い し 、 第 3 室の そ れ は 西側 壁で軸線 2 m 近 く の 巨石 を

用 い 、 ま た 東 壁 に お い て は 巨石 を 用 い な が ら も 第 2 室 に 比べ よ り 乱 石 積様 に な り 、 東壁の 内 方

に か け て の張 り 出 し が 目 立 つ 。 即 ち基本形 を 無 袖 の 石室 と し 、 追葬段階 に お い て 推 石 に 接着 し

て 見 ら れ る 平 石 の 立 石 は 、 再構築 さ れ た 玄室 に た い し 片 袖 形 を 意識 し て 設置 さ れ た も の と 考 え

て い る 。

遺物 土 器 類 す べ て 主 体 部 以 外 の も の で あ る 。 そ の う ち の ほ と ん ど が、 平 石 を 中 心 と す る

前 庭 部 か ら の 出 土 で あ り 、 ま た そ の う ち 護形 土 器 を 中 心 と す る 須 恵 器 が圧倒的 に 多 い 。 こ の 須
(註 6 ) 

恵 器 を 編年 表 に あ て は め る と 、 H 期後 半 か ら 田期の も の を 初 源 と し 、 第 百期の個体数 が 多 い 。

出 土状態 か ら み る に 前庭部墓前 祭 は 大筋 に お い て こ こ で行 た こ と を 物語って い る 。

鉄製品 主 と し て 第 1 次床 面 上 に 認め ら れ る も の で第 2 ・ 3 室 と 区 別 が さ だ か で な い 。 即 ち

第 2 ・ 3 室接点付近 と 第 2 室 に お い て 直万及 び そ れ に 付着す る装具 そ し てタパ と な った 鉄鎖の

出 土 は 、 第 3 室 に 見 ら れ な い 点注 目 さ れ る 。 こ の う ち 鉄鍬は さ る こ と な が ら 、 円頭柄頭 に銀 象

欣 そ し て 卵倒形 で 6 角 窓 透 を 有す る 鐸に 比定 年 を 求 め ら れ る 資 料 と し て 注 目 さ れ る 。 馬 具 は 第

2 ・ 3 室 と も に轡 ・ 鉄鎖 ・ 鮫具 ・ 帯金 具 が出土 し て い る 。

装飾 品 ガ ラ ス 玉は 第 2 ・ 3 室 と も 東壁 よ り に 集 中 し て 出 土 し て い る 点注 目 さ れ る 。 ま た 両

室 と も 金 ( 銀 ) 環の 出 土 があ り 、 小形の も の を 除 く と 1 対の と り 合せ に な る 。 ま た 気 に な る こ

と は 第 3 号墳 に 認 め ら れ た と こ ろ の勾玉 ・ 管 玉 が、 勾玉の破損品 1 点、 を 除 い て 出 土 す る こ と が

な かった し 、 該 期 古墳 に 通 常 見 出 す と こ ろ の 切子玉が存 し な い の は ど う ゅ う 訳 で あ ろ う か。 盗

掘 の な せ る 結 果 と も 考 え ら れ る が第 2 室 に お い て は遺物の 出 土状態 は 意外 と 現住 置 の よ う に 思

え る し 、 第 3 室 に も 認 め ら れ て い な い 。

人 骨 第 1 室 中 央付近 か ら 頭蓋 部 と 推定 さ れ る 骨粉状の 人 骨 を 検 出 し た 。 第 2 次床 面 の こ れ

は 玄室 中 央 の 第 2 ・ 3 室接点付近 か ら 集骨 さ れ た 上腕 ・ 下肢骨 と 思 わ れ る 人骨が確認 さ れ た の

み で あ る 。

石室の使用 と 年代 以上瞥 見 し た 結 果 を 標記 に そ っ て 、 整理す る こ と に す る 。

石 室 の 使 用 に つ い て は 前文 中 に た び た び触 れ て き た と お り 、 第 2 次床 面 を 第 1 室 、 第 l 次床

面 の う ち 墳T頁下 の 円離床面 を 第 2 室 、 そ し て 側 壁 を 西で一枚石様の 、 東 壁で比較 的 大 き な 石 を

用 い 乱石 積 の 側 壁 で 、 床 面 に は 小 さ な 角僚 を 敷 設 す る 第 3 室 が あ る 。 本 文 で は こ の 順次 に 従 い

新 旧 を 表現 し た の で あ る が、 そ の 中 で第 2 ・ 3 室 の あ り 方 に 注 目 し 、 更 に 検 討 を 加 え た い 。 即

ち 第 2 次 床 面 で は 頭葦骨粉 と 若干 の 鉄鉱片 を 確認 し た の で あ る が、 そ の あ り 方 か ら 後 世 の撹乱

ハU円/】



を 思 わ し め る も の の 玄 門 か ら 奥壁 ま で比較的大 き め の 円礁 を 床 に 敷 き 詰 め る 方法 を と っ て お り 、

第 3 室 上 の 玄 室 で は 両 壁添いのみ に こ の や り 方が認め ら れ る 。 こ れ は 第 2 次床 面 全体 を 使 用 し て

い る こ と の 証で あ り 、 第 3 室 上 の 円機床 に な ら な い 部分 に 木棺 が据 え ら れ た と 考 え ら れ る 。 第

2 次床 面 で も 第 2 次床面 下約10cm の と こ ろ に あ り 、 そ の 覆 土 は 人 為 に よ る も の は な く 、 自 然堆

積 に よ る も の と 思 わ れ 、 明 確 な る 土 層 序 は 確認 さ れ て い な い 。 第 2 室 か ら 第 3 室 に か け て 直万

等追葬 に よ る 整理 も 考 え て い る が、 集 中 (束) し た 出 土状態 か ら ほ ぼ 原位 置 に 近 い も の と 思 わ

れ る 。 こ れ ら を 考慮 す れ ば第 2 次床 面 も 最終的 に は 玄室 全 面 を 使 用 し て い た こ と を う か が わ せ

る 。 こ れ に 石室 の 構築法、 床 面 用 機 、 配 石 列 ( 根 石 ) の規模 ・ 円孤、 葺 石 存 存 の 有無 等 を 考 え

合せ る と 次 の 石室構築及 び 石 室使 用 順序 を 推定 し て い る 。 第 2 室 ( 円磯床) → 第 3 室 ( 角喋 床 )

→第 l 次床面→第 2 次床面→ 最終羨道部閉塞 ( 第 1 次羨道) の 過程 で 、 少 な く と も 4 体以 上 が

埋葬 さ れ る 。

こ れ に よ り 本古墳 の 使 用 年 代 は 相 当 長 期 間 の も の で あ っ た こ と を う か が わ せ 、 古墳の 形 態 は

も と よ り 、 出 土遺物中 で現 在 最 も 細分編年 さ れ て い る 須恵 器 を み る に 、 6 世紀後 半 に 造 営 さ れ 、

7 世紀代 を 通 じ て 追葬 が行 わ れ て い た と 考 え て い る 。 ち な み に 卵 倒形 角 窓透 し を 有す る 鐸及 び

銀 象依 を 有 す る 円 頭柄頭 は 7 ・ 8 世紀 に 比定 さ れ る よ う に 、 第 2 次床 面 を 該 期 に あ て る 。

第 3 ・ 第 7 号墳 は 第 l 号 墳 」 り 後 出 す る も の と 推定 し て い る が、 磯床の状態 及 び出土遺物か

ら そ の 構築 を 6 世紀後 葉 と み て い る 。

以上簡略に 調査結果 を 瞥 見 し た と こ ろ で あ る が、 誤 り に お い て は 御叱責、 御教示 を い た だ け

れ ば幸 甚で あ る 。

註
註 l 長 団 長 治 「 吉田 と そ の 周 辺 の歴 史 の は じ ま り J r 吉 田 の あ ゆ み』 吉 田 地 区 長 会 昭和

50年 こ れ に よ る と 次の 古墳 が確認 さ れ記 さ れ る 。

蛇塚古墳 吉田 本町塚田 10年程前消滅

石塚古墳 音 田 太 田 東 部 明 治35年頃農地 に

元地蔵塚 音 田 太 田 元地蔵 明治初年 の 地主署名

註 2 信濃史料刊 行 会 『信濃考古綜覧』 昭和31年

註 3 大塚初重 ・ 小林三郎 ・ 下平秀夫 『信濯長 原 古墳群』 長野市教 育 委 員 会 昭 和43年

註 4 高橋和太郎 「雁田 山 麓 不 動 古墳群の 調査J r長野』 第82号 昭 和53年

註 5 墳丘計測 値 に 調査 者 に よ り 相巽 が あ る 。 特 に 山 麓 及 び平地 に あ る 古墳 に 対 し 1 0m か ら

20m を 超 す 数 値 を 与 え る も の が 多 く 見 う け ら れ る 。 こ れ は平 地的地形 で相 対 的 が な か っ

た と 判断す る が、 実際 あ た っ て み る と 数m の も の が そ の 主流 を 占 め て い る 。

註 6 田辺昭三 『 陶 邑 古窯祉群 IJ 平安学園 考 古学 ク ラ プ 昭和 4 1 年
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1 本 書 は 昭和49年度 に お い て 、 長野建設株式会社 と 長礼 山 古墳遺跡発掘調査会

と の 契約 に 基づ く 、 長野市松代町長札地区 の採石事業 に 伴 う 緊急発掘調査報告

書 で あ る 。

2 本 書 は 調査 に よ っ て 検出 さ れ た 遺構 ・ 遺物 を よ り 多 く 図示 す る こ と に 重 点 を

お い た が、 円筒埴輪 に お い て は 、 特色 を 有 す る 比較的大形の破片 を 抽 出 し た 。

3 遺構図 は 臼 田 ・ 小柳 ・ 小平 ・ 一条 が あ た り 、 整 図 は 矢 口 ・ 小柳 そ し て 小 林 が

担当 し た 。

4 遺物の 実測 は 直井 ・ 石 上 ・ 矢 口 が行 い 、 直井 が整図 し た 。

5 家形埴輪復元 に あ た っ て は 、 直井 ・ 小林 ・ 石 上 ・ 竹内 等担 当 し た が、 最終復

元 及 び復元推定 図 は 小林 に よ る も の で あ る 。

6 調査 に お け る 写真記録 は 、 主 と し て 矢 口 が担 当 し た が、 必要 に 応 じ て 各調査

員 に お願 い し た 。

7 遺構 ・ 遺物等の 執筆 に 際 し 、 各調査員 と 内容 等 検討 し た 上、 第 1 章 を 事務局

( 長野市教育委員 会)、 第 2 章 を 小柳、 第 3 章 を 矢 口 、 第 4 章 を 米 山 が あ た り 、

文 末 に そ の 責 を 記 し た 。

8 本書の編集 ・ 印制関係業務は 長 野市教育 委 員 会 が担 当 し た 。

9 こ の 調査 に お け る 遺物 及 び関係諸記録 は 長野市教 育 委員 会 が保管 し て い る 。
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第1章 発掘調査の 動機 と 経過

第 1 節 調査の動機 と 調査会 (団) ・ 調査区の設定

l 調査の 動機
開発者 ( 事 業 者 ) よ り 、 現 在 採 石 を 進 め て い る 事 業 地 内 に 古 墳 ら し き も の が あ る の で調査

し て ほ し い と の 依 頼 が あ っ た の は 、 昭和49年 3 月 初 旬 の こ と で あ っ た 。 早速現地 に 赴 く 前 に 全

国遺跡地図及 び遺跡台帳で確認 を と 思 い 閲覧す る に 、 記載の な い地点 で あ っ た 。 そ の 時 の 感 じ

では南東 に 低 い 山稜の天王 山 が あ る の で、 そ こ と の 位 置 を 間違 え て い る の では は な い か と 思 い 、

も し そ こ で あ った ら 、 松 代 東 条 の 地形 は 一変 し て し ま い 、 後 世 の 人達 が 見 る 古墳 と 生 産地 の 歴

史的風土が破壊 さ れ て し ま う の で は な い か と 危具 し て い た 。 ま た 本 古墳 が存 す る 北西 に 千曲 川

が形成 し た 後背湿原 を 埋 め 、 住宅化 の 計画 (現松代温泉団地) が進 め ら れ て お り 、 そ の 埋土用

に採石 し て い る 山 腹 の も の か も し れ な い と も 考 え て い た 。 も し 前者 の も の で あ った ら 、 是 が非

で も 保護の 対策 を 、 後 者 で あ った ら 事 前 に 発掘 調査 を 考 え て い た 。 と こ ろ が案内 の ま ま 現地 に

赴 く と 天王 山 は 現存 で あ り 、 ま た 埋立て 用採石現場 方 向 で な く 、 そ の 中 間 の 雨飾山 系 の 小稜 を

目 ざ し て い っ た 。 こ の 時 す で に 古墳 と 思 わ れ る 部位 を 除 き 下 方 は 採 石 が実施 さ れ て 、 赤 い 岩 肌

を露出 し て い た 。 さ で 採 石 用地残部 に 至 る と 伐採 し た 雑 木 、 そ し て そ の 上 に 雪 が覆 わ れ て い る

も の の 積石 の 円 墳 が確 認で き た し 、 そ の上 部 に 明瞭 な 墳形 を も っ 円 墳 が存 在 し て い 、 更 に 上部

に も 古墳 か ど う か 不 明 で あ る 小 さ な 土盛 を 確認す る こ と がで き た 。 こ の地 点 に 至 り 周 囲 を 臨む

と 、 松 代 扇状 地 が望 見 で き 、 た だ ご と で は な い 古墳 と 感 じ た も の の 、 開 発 ( 事 業) の 採算性

に 説得 さ れ 調査 に 踏み 切った 。 ま さ に 今思 え ば こ の よ う な も の に 専 門 外 の も の が と り 組 ん だ と

は 汗顔 の 至 り で あ る 。 そ れ よ り ま し て 台帳 に な い 古墳 を 、 通 報 し て い た だ い た 長野建設 (株)

に感謝 し な け れ ば、 こ の 古墳群 は 永 久 に 抹殺 さ れ て い た で あ ろ う こ と を 痛 感 し て い る 。 開 発 者

が常 に こ の よ う な 姿 勢 を 維持 し て も ら え た な ら 、 埋蔵文 化財 が も っ と 調 和 を と れ た 形 で残存 し

て い け る と 思 う 。

と り も な お さ ず現状 での保存 が無理 で、 あ る と の 見解 に 立 ち 、 直接破壊 を 受 け る 第 2 号 墳 は 緊

急 に 発掘調査 を 実施す る も の の 古墳研究 に 重要 な 位 置 に あ る 第 l 号墳は 最 底 の 範囲 内 に お い て

現状 を 保持 し て い く 方 向 で合意 を 見 、 第 2 号 墳 の み 発掘調査実施の 準備 に と り か かっ た 。

2 調査会 ( 団 ) の編成
本調査 で ま ず手掛 け た こ と は 、 こ の 調査体制 の確立であった。 長 野 市 在住 及 び近郊の研究 者 に

た い し 、 調査協 力 を 依頼 し た の で あ る がい く つ か の 手違 が あ った よ う で 、 実際 に 調査 に 携った

調査参 加 者 及 び そ の 後 の 整理 者 は 以下 の 通 り で あ る 。
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長 礼 山 古墳遺跡発掘調査会長 花 岡 直一 ( 前 教育長)

(現) 長野市遺跡調査会長 中 村 博二 ( 教育長)

調査団
調査団長 米 山 一政 ( 日 本 考 古学協会員 ・ 長里子市 文化財専 門 委 員 長 (現) 長野市文化財保

護審議会会長)

調査主任 矢 口忠良 ( 長野 県 考 古学会員 ・ 長 里子 市教 育 委 員 会主事)

調 査 員 臼 田武 正 ( // ・ 信大学生 (現) 県 教 委 文 化 諜指導 主事)

赤 羽 郁 夫 ( ク ・ // (現) 境小学校教諭)

小柳義男 ( � ・ // (現) 松代小学校教諭)

ク

// 
(現) 伊那東小学校教諭)

(現) 泉里子小学校教諭)

小平和夫 (

一 条 隆好 (

土 屋 積 ( // ・ 東教大学生 (現) 県教委文化諜指導主事)

調査補助員 松 代 高 校地歴班 ・ 長野西高校地歴班

事務局
事 務 局 長 南沢将男 ( 教育次長 (現) 長野市収 入 役 )

横 山 勝 ( ク (現) 企画調整部長)

(現) 千野和徳 ( 教育管理部長)

事 務 局 長 ( 兼 ) 三 井 茂 ( 社会教育課長 故 人 )

丸 山 喜正 ( � ( 現) 篠 ノ 弁 支所 庶 務課 長 )

(現) 関 口 仁 ( � ) 

事 務 局 員 小 林 丈志 ( 社会教育 課 長補佐 ( 現) 広聴謀 長 )

松 橋 }I原 ( // ( 現) 環境指導 謀長補佐)

相沢金 治 ( // (現) 社会教育諜主幹)

中 村邦雄 ( 文化財係長 故 人 )

松 岡 成 夫 (

内 田 早苗 (

(現) 博物館建設事務室長補佐)

(現) 城 山 公園管理事務所係長)

(現) 音池弘忠 ( � ( 兼 ) 社 会教 育課長補佐)

神 田 幸 雄 ( 社会教育課主事 (現) 交 通対策謀 )

関 川 千代 丸 ( 。 嘱託)

(現) 根津伸 夫 ( 社会教育課主事)

( � ) 矢 口忠良 ( � ) 

整理調査員 直井雅 尚 ・ 小林秀行 ・ 石上 周 蔵 ・ 竹内稔 ( 以上 長 野 県 考 古学会員 ・ 信大 学生 )
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こ の 他社会教 育 課 の 宮下武 ・ 井堀五郎 ・ 丸 山 勇 ・ 竹内徳幸 各 氏 に 調査協 力 を い た だ い た 。

こ の 間 事 務局 員 及 び調査員 各 氏 の 変遷 を み る と お り 、 調査後 あ ま り に も 時聞 を 経過 し て し ま

っ た 。 関係 者 に た い し 衷心 よ り お詫 びす る と と も に 本 書 の 刊 行 を も っ て お許 し 願 い た い 。

3 調査区 の 設定
調査 に 対 し 、 墳丘構造 と 主体 部 を さ ぐ る た め 、 ま ず等高線 に た い し 直交 す る よ う に 2 本の 巾

1 m の ト レ ン チ を 設定 し た 。 交差す る 地点 を基準 に 墳丘南西部 を A 地点 と し 、 時 計廻 り に 最終

を D 地点 に 、 そ し て そ の 内 を 2 m 角 に 分割 し た 。 尚 ト レ ン チ の 名 称 を地 区 ご と に そ の ま ま A 

T と 呼称す る 。

第2節 調査 日 誌

調査 を 進 行 す る に 際 し 、 調査 日 誌程参 考 に な る も の は な い と 思 い 、 こ こ に 記す る 。 ち な み に

近頃調査 日 誌 を 報告書増 頁 の た め 、 あ る い は慣例 と し て 記載 さ れ る よ う な 風潮 が あ る よ う に 見

受 け ら れ る 。 で も 新 た な る 調査 を 開始す る に あ た り 、 調査体制 は も と よ り 、 調査 日 数 ・ 経過 そ

し て 成 果 を 参 考 に 見定 め る 唯一 の 過程 と 評価 し て い る 。 そ れ 故 に 、 そ う い う 意味 で今 ま で記 し

て き た つ も り で あ る し 、 こ れ か ら も 続 け た い 。

3 月 1 0 日 長野建設(株)よ り 確認調査の 依 頼 によ り 、 中 村 係 長 と 現地 に 赴 く 。 枯 枝 が積雪で埋

ま る 。 開発地点 に 古墳 2 基 を 確認 し 、 上部の も の を 第 l 号墳 ・ 下 部 を 第 2 号墳 と 名 付 く 。 更 に

第 l 号墳上部 山 腹 に 小 円 墳 を 確認 し た 。

4 月 2 日 ( 日青) こ の 間 古墳保存 の 問題 と 、 調査準備 に 追 わ れ る 中 で、 本 日 か ら 調査 に か か

る 。 墳丘 上の枯枝の撤去及 び そ の 焼 き 払 い に終 日 費 やす 。 調査団 に よ る 墓前慰霊 及 び結 図 式 を

行 う 。 雑 木焼払の た め 長野市消防局長へ届 出 に た い し 、 即 日 許可 を 得 る 。

4 月 3 日 (快晴) 墳丘実測 を す る 一方 、 墳丘を 熊手 に よ り 清掃 し 葺石 を 露呈 す る 。

4 月 4 日 ( a青) 第 1 号墳 を 含 め た 墳丘実測 を 進 め る 。 墳丘清掃の結果 、 墳丘高 台 中 央 に 若

干の 凹 み が認 め ら れ 、 主体部 と 想定 さ れ た た め 、 付近の 浮 き 石 を 手 渡 し に て 撤去す る に つ れ 、

天井石 の 検出 を 見 る 。 こ の地 点 西側 よ り 埴輪 の 出 土 が 目 立つ 。

4 月 5 日 (晴) 昨 日 に 引 き 続 き 、 石 の状態 を 確認 し な が ら で い ね い に 浮 石 を 除去す る 。 主

体部は石棺で、 そ れ を と り ま く 集 石 の 範囲 内 に 土拡 があ る 模様 。 西側 出 土 の埴輪 を 検討 し た と こ

ろ 形象楠輸 が主 で あ り 、 調査中土偶状埴輪 が 出 土す る に あ た り 、 調査員 の い う こ と に は と だ れ

だ 、 縄文時代 を 持 ち 込 ん だ も の は / /，1 と 記録 あ る 程予 期 せ ぬ も の で あ っ た 。 こ の 他 水 鳥 の 埴輪

も 出 土 し た 。

4 月 6 日 (晴) 頂部主体部の 清掃 ・ 写真撮影 す る 一方 、 本 日 よ り 墳丘 に グ リ ッ ト を 設定 し 、

墳丘高低差の顕著 な A . B 地区 の 表 面 葺 石 の 実測開始す る 。 実測作 業 中 の 石 を 露 出 し て い る 際、

円筒植輪片 を 多 く み る 。 本 日 午 前 で作業 を 打 ち 切 る 。
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4 月 7 日 矢 口 調査主 任 の 結婚式 の た め 休 日 と す る 。

4 月 8 日 ( 雨 ) 終 日 雨 に で 本 日 の 作 業 で き ず宿 舎 で図面整理 ・ 埴輪洗浄 を 行 う 。

4 月 9 日 (曇) 調査開始 前 ま で雨で、 調査員 の 集 ま り 悪 し 。 昨 日 と 同 様主体制1 ・ 葺 石 の 実

測作業 を 進 め る 。 春風強 く 寒 し 、 。

4 月 1 0 日 ( 晴) 主体部周辺の 実測完 了 を ま ち 、 墳丘確認の た め C ' D 卜 レ ン チ の 調査に か

か る 。 A 地 区 葺 石 実測完 了 、 B 地 区 は 続行 す る 。

4 月 1 1 日 ( 晴 ) ト レ ン チ 調査 を 進 め る 一 方 、 B 地区 の 葺 石 実測の完 了 を 待 ち 、 期待 を 持 っ

て 調査参 加 者 全 員 で天 井 石 を 持 ち 上 げ除去す る 。 石 桔内は 砂利様円礁が敷 き 詰 め ら れ て い る も

の の 、 上 部 に ネズミ等 に 持 ち 運 ば れ た ド ン グ リ ・ 桃等の 実 、 猷骨片 が散乱 し 、 そ の 中 か ら 金 製釧

2 個 ・ 鉄鍬 1 個 を 見 い 出 し た の み で、 天 井 石 が安定 し て い た だ け に 、 副葬 品 が あ ま り に も 少 な

い の に傍 然 と し た 。 そ し て 天 井 石 裏 面 に は 赤色 塗彩の痕跡 が明瞭 に残存 し て い る 点 、 は じ め て

み る 遺 梼 に 調査員 を 驚 か す 。 県教委 全井汲次係長 ・ 桐原健 ・ 丸山敏一郎指導 主事来訪 。

4 月 1 2 日 (晴) 矢 口 主 任 新婚旅 行 か ら 帰還 す る 。 石棺の実測作業 を す る 一 方、 A . B 卜 レ

ン チ の 調査 を 開始 す る 。

4 月 1 3 日 (晴) 昨 日 と 同棟作業 を 注意 深 く 進 め る 。 そ れ は 円 筒埴輪 が どの よ う な 形態で埋

め ら れ 固定 し て い る か を 探 る た め な り 。 今春初 め て 青大将 を つ か ま え る 。

笹沢浩 ・ 原 田 勝 美 県 考 古学会幹事来 訪 す る 。

4 月 1 4 日 ( 曇 ・ 悶 ) A 地区 の 土積 を 解 明 す る こ と に よ り 漬丘 の な り 立 ち を 理解 で き る も の

と 思 い 、 A - T の 断面 を 露呈 す る 。 一方 、 石 棺 ・ 土拡 の 断面 及 び似IJ 壁 を 調査 し 実測 す る 。

4 月 1 5 日 (晴) r風 も な く 調査 日 和 で あ る 。 時 々 吹 く 南の 風 は梅香 を さ そ う 」 の 添 え 書が

あ る 。 こ の 日 和 の も と に 下 着姿で昨 日 の 実測及 び細部調査が順調 に 進 む。

4 月 1 6 日 ( 雨 ) 松 代 荘 に あっ た 宿舎 を 隣接の海津荘 に移す。 終 日図面整理 を 行 う 。

4 月 1 7 日 (晴) A - D - T の 平 面図及 び断面図 を 実測す る か た わ ら 、 墳丘の基礎た る 恨石

を さ ぐ る 。 傾斜の著 し い A 地区 全 面 を は ぐ こ と に し た 。

4 月 1 8 日 (晴) A 地区 の 調 査 を 進 め る 。 A 地区 に お い て も 梢輪 の 設 置 が い か に あ っ た か を

根底 に 考 え な が ら 、 慎重 に 調査 を 進 め る 。

4 月 1 9 日 ( 8青) 梅 が終 り 桃花 の 全盛 を む か え た 。 B 地区 の 調 査 を す る 。 ま た 墳項 を め ぐ る 大

石 に よ る 根石 が あ る か 同 等 高線 に 添 っ て 確認す る 。 B 地 区 の 墳丘よ り に 水鳥柏輪 を 検出 し た他、

円筒埴輪の 出 土 が 多 い 。

4 月 20 日 (晴) A 地区 境項近 く の 石 積 を 実測 す る 。 そ し て 石棺 の 南 壁 を 抜 き 断 面 の 検討 と

細 部 を 実測 す る 。

4 月 21 日 (暗) 最終 日 に て 、 A - T 断面実測 と 各遺構図 を 再点検の ち 、 墳丘に お い て 、 実

演IJ図 と 異 質 点 の チ ェ ッ ク と 遺物集収の た め 、 C ' D 地区 の 葺 石 を 全 面 は ぎ k げ る 。

4 月 22 日 (晴) 最終調査後 、 器 材撤収 し 全調査 を 終 了 す る 。 ( 事務局)
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第2章 遺跡周 辺 の環境

第 1 節 地理的環境

松代地域の地形は 清野地区 及 び寺尾地区 に み ら れ る よ う に 、 旧 千 曲 川 流路 に よ る 帯状 の 典 型

的 な 自 然 堤防 と 後 背湿地 ( 凹地) に な り 、 千曲 川 右 岸 の 所謂湾入低地 で あ る 。

こ れ ら の 湾入 部 は 沖積層 に よ る 厚 い 堆積 を う け て い る 。 松代町加 賀 井 で実施 さ れ た ボ ー リ ン

グに よ れ ば深度 1 3 . 4m ま で安 山 岩 の 巨礁 を 含 む崖錐堆積物で、 そ れ 以 下 は 岩 盤 で あ る が、 松代

町殿町では深度 1 00m 以下 ま で粘土 質 層 、 砂 質 層 の 発達 がみ ら れ る 。

松代低地の 背後 は 比較的侵蝕 に 強 い 安 山 岩類の噴出 も あ る が、 別所層 の堆積岩の 分布す る 山

地で、 藤沢川 ・ 関屋 川 ・ 神 田 川 な ど の 渓流 が周辺 山地の 崩 壊 土 を 運 び こ こ に 崖錐扇状地 を 形 成

し て い る 。 皆 神 山 は関屋 川 と 藤 沢 川 の聞の 中央部 に ・ 特 色 の あ る 赤褐色 の 複輝石 安 山 岩 の 丘陵

と し てJ瓜立 し て い る 。

他方、 象 山 の 西方 の 清野低地 で は 背後 に 土砂 を 供給す る ほ どの 河川 が な い の で、 山 脚 は 半 円

状 の 円孤 を 描 き 、 千曲 川 の 旧流路 の 跡 を 残 し て い る 。 そ の き1I分 は 水 田 と な り 、 帯状 に 分布 し 、

中道島付近の わ ず か に 高 い 自 然提 防 に よ っ て 排 水 がは ば ま れ 、 湿 田 と な っ て い る 。

千曲橋 か ら 犀 川 合流点 ま で の 千曲 川 の 河床勾配は O . 8 X 1 0-3 で犀 口 か ら 前 記地 点 ま での 犀 川

の河床勾配 は 3 . 8 X l O-3 を し め し 、 犀 川 に よ る 扇状地 が大 き く 張 り 出 し て き て い る 。 犀 川 は こ

の 扇状地の 上 を 乱流 し 、 多 量 の 土砂 を 押 し 出 し 、 千曲 ) 1 1 は 河東 の 山 脚 部 に 押 し や ら れ る 傾向 が

あ る 。 押 し や ら れ た 流路 自 体 は そ の場所で蛇行流路 を と り 、 両 岸 に 自 然堤 防 を 形 成 し つ つ 盆地

面 を そ の 堆積に よ っ て わ ず か な が ら 高 め て 来 て い る 。

こ の よ う に 松代地区 の地形 を 概観 し て き た が、 そ れ は 千曲 川 の 作用 に よ る 自 然堤防 と そ の 後

背湿地 に 代 表 さ れ る 清野 ・ 松代城跡付近 ・ 松原 ・ 寺尾地区 と 、 皆 神 山 西 側 の 神 田 川 ・ 関屋 川 が

形成 し た 豊栄 ・ 西条 の 扇状地 及 び藤 沢 川 の 押 し 出 し に よ る 東条 扇状地 そ し て こ れ ら が合同 し て

現市街地 に な る 松代 扇状地の 2 種の地形 に な る と い って よ か ろ う 。

本古墳の 所在地 は こ の う ち 、 藤沢 川 の 形 成 し た 扇状地 と 、 千曲 川 に よ る 地形 の 接点付近 を 見

下す位 置 に あ る 。 即 ち 眼 下 に は 天王 山 に さ え ぎ ら れ る も の の 松代 扇状地が、 そ し て 直下 に は 千

曲 川 の 旧流路た る 大 き な 後 背湿地 を み る こ と がで き 、 遠 く は 犀 川 に よ る 川 中 島扇状地、 裾花川

扇状地 そ し て 中 央山地 を 超 え 北 ア ル プスが一望 で き る 絶景 の 位置 に あ る 。 ち な み に 本 古墳 の 襟

高 は 395m 付近 に あ り 、 生 産 面 た る 低地 と の 比較 差 は お よ そ 40m で あ る 。 ( 小柳義男)
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第2節 歴史的環境

千 曲 川 の 右 岸 自 然堤 防 上 に は 弥 生 時代 の 中期後 半 よ り 第 1 図 に み る と お り 上流 か ら 四 ツ 屋遺

跡 、 松代城跡北遺跡、 松原遺跡、 牧島遺跡、 大室 ・ 村北遺跡、 が連 々 と し て 、 そ れ も 確認 さ れ て

い る 範 囲 で中 世 に 至 る ま で縦長 の 大遺跡が展開 し て い る 。 一 方犀 川 扇状地端部 に あ た る対岸 に

は 田 中 ・ 田 中 沖遺跡、 花立遺 跡 が確認 さ れ て い る も の の そ の遺跡数 が限 ら れ て い る 。 こ れ ら の

遺 跡 は 調 査 あ る い は 表採 に よ り 、 そ の 内 容 が明 ら か に な り つ つ あ る 。 即 ち 四 ッ 屋遺跡では弥生

時代後期の 箱 清 水 期 の 集 落 が主 と し て 確認 さ れ 、 そ し て そ の 後 の 道島廃寺社 、 四 ツ 屋古墳 ( 祭

杷遺跡 ) を 内 包 し て い る 。 松代城跡北遺跡 では 古墳時代後期の遺物がみ ら れ 、 松原 ・ 牧島 ・ 一

等牧 ・ 大室 ・ 村北の 各遺跡は 本格的調査の 手 が加 え ら れ て い な い が、 そ の 採集品 の 中 に は 見 る

べ き も の が 多 く 、 特 に 村北遺跡では 鍔付鼎形土器 、 風字硯等が出 土 し 、 一様 で な い遺跡 と し て

注 目 さ れ る 。 ま た 田 中 沖遺跡では 古墳時代 か ら 平安時代 に か け て の 集 落 が調査 さ れ て お り 、 歴

史 事 象 及 び古墳築造 の 背 景 と し て 重 要 な 示唆 を 与 え て い る 。 こ れ ら の 集 落遺跡の 他 に 松代扇状

地 で は 皆 神 山 西 麓 一帯 に 大 日 池の 湧 水 を 利 用 し た 大遺跡が展開 し 、 そ の 範囲 は 現 在 の 松代市街

地 ま で 及 ん で い る も の と 推定 さ れ る 。 こ の 他規模が縮少す る が、 神 田 川 流域 に 中 村遺跡 が見 ら

れ る も の の 、 本 古墳周辺 の 東条 地 籍 に は み ら れ な し 、 。 今後の 調査 が期待 さ れ る 。

古墳 を 瞥 見 す る と 山 頂 古墳 と し て、 南 に 舞鶴 山 第 1 ・ 2 号墳が、 皆 神 山 の北端頂部 に は 小 丸山

古墳が、 そ し て 天 王 山 に は 3 基の 古墳 が あ り 、 そ し て こ の 範囲毒 に 本 古墳群 が入 る 。 山 麓 ・ 扇状

地 上 の 古墳 は 独立墳 と し て 立地す る も の は 少 な く 、 群集墳 と し て の あ り 方 を 示 す 。 こ れ は 本 古

墳所在 の 尾根向 こ う に は 500余基 を 数 え る 大室古墳群 に 代 表 さ れ る が、 松代地 域で は 小 ブ ロ ッ ク

に 別 け て 把握 さ れ て い る 。 ノ ロ シ 山 北麓 の 問屋 川 に開析 さ れ た 扇状地内の 河岸段丘上 に 虫歌 ・

宮崎古墳群 が あ り 、 40余基確認 さ れ る と い う も の の 水 田開発 が者 し い地域で あ っ た の で、 原形

を と ど め る も の は 10数基 に す ぎ な い 。 皆 神 山 東南麓 に は 屋根形 ( 合掌形) 石室の 桑根井空塚及

び六鈴鏡 を 出 土 し た 観音塚古墳 を は じ め と す る 23基 を 数 え る 桑根井 ・ 鎧塚古墳が、 ま た 屋地遺

跡 に 接す る 西 ・ 北麓 に は 積石 塚 を 含 む 数基の 古墳 が展開す る 。 奇妙 山 山 麓 に は 菅 間 王塚古墳 を

中 心 に 東 条 古墳群 が あ り 、 そ の ほ と ん ど が比較的大 き な 積石 塚 で 、 天井形石室 を 有 す る 菅 間王

塚古墳 ・ 竹原笹塚古墳 が あ り 、 菅 間 王塚古墳及 び ウ マ ゴ ウ ロ 古墳 か ら は 円 筒地輪が出 土 し て い

る 。 こ の よ う に 他の 古墳群 に 比べ特異 な 点 が 多 く 、 古墳研究 上重 要 な 地点 で も あ る 。 こ の ほ か

こ の 山 麓 に は終末 期 に 属 す る 熊 の 入古墳 群 が あ る 。 ( 小柳義男 )

参 考 文 献
『更級埴科地方誌』 自 然編 ・ 原 始 古代 中 世編 更級槌科 地 方 誌刊 行会編 昭和53年
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第3章 遺構 と 遺物

第1節 遺構

位置 急峻 な 雨飾山 の南西 に 短 か く 突出 す る 山 被 の わ ず か な 緩斜面 を 利 用 し て 構 築 さ れ て い

る こ と は 前章 で触 れ た と こ ろ で あ る 。 即 ち 標高 395m の 山 腹地点 で、 本 古墳群の あ る 地点 が1 00

前後の傾斜 を 有 す る の に た い し 、 上 部 が約250で 下部 は 古 い 地図 を み る に 約300，の 勾配 を 有 し て

い る よ う に こ の 山 系 では 平坦部 と い っ て も よ い く ら い で あ る 。 ま た 下 方 の 現集 落 ・ 水 団 地 と 第

2 号墳項 ま での 高低差は 約40m を 測 る 。

こ の よ う な 緩 斜面 に 第 1 号墳及 び そ の 上部 の 古墳 と は 明確 に 認定 で き な い も の の 小 円 墳 と 称

すべ き も の と 第 2 号墳 を も っ て 古墳群 を 形 成 し て い る 。 し か し こ れ は 後 出 の 群集 墳 と し て の 群

の あ り 方 と 占 拠位 置 か ら し て 決定 的 な 相違 があ る 点注意 さ れ た しミ。 そ れ故 に 構 築 に 前後 は あ る

も の の 同地形 ・ 同位 置 に あ り 、 他の呼称が見出 せ な か っ た た め 使 用 し た も の で あ る 。

第 l 号墳 は 第 2 号墳の墳I民平坦端部 ( 第 3 図) の O コ ン ター か ら 当 初推定 に よ り 墳裾 ま で約

1 0m 離 れ た 上 方 に あ る 。 こ の 古墳は 第 2 号墳 に 比べ墳丘 形 態 が良 く 残存 し て お り 、 径 14m ・ 墳

扇 (南側 ) 3 m の 円 墳 で あ る 。 そ の 形 態 は 土 積墳で、 主体部 は 東 西方 向 に 主軸 を 有 す る 割 石 小

口積の竪穴石室 と 推定 さ れ る 。 第 2 号墳の よ う な 積石 状の 葺 石 は 認 め ら れ な く 、 表 採 の 限 り で

は 出 土遺物は 見 出 せ な か っ た 。

第 3 号墳 古墳 か ど う か 根拠 を 有 し な い が、 第l 号墳約20m 上 方 の 山 腹急斜面 に 径 3 m 程の

土盛が あ る 。 こ の姿 は 土砂の流失 が あ る も の の 人 為的 な も の で あ る と 考 え ら れ る 故 に 、 こ の 名

称 を 付 し た 。

墳丘 第 l 号墳下 に 構築 さ れ た 古墳で、 緩 か な 傾斜地先端 に あ る 。 雑 木枯 枝 を 除 く と 、 地形

的 に わ ず か な 高 ま り が認 め ら れ 、 調査前では南側 の 集石 密 集 下部 よ り 約 4 . 5m の 比 高 が あ っ た

が、 調査結 果 で は 根 石 が確認 さ れ な か っ た も の の 後 に 述 べ る 築 造 時 の 地 表 面 の 切 れ る あ た り の

地点 か ら 約 3 m を 測 る 。 直径 は 明確 に で き な か っ た が 1 6 . 6m 付近 に あ る 。

ま た 表面葺石 は 人頭大 か ら 拳大 の 角 礁 が用 い ら れ 、 墳丘 全 面 を 覆 い 、 一 見 積 石塚 を 思 わ せ る

も の で あ っ た 。 そ の 厚 さ は 墳T員 か ら 北 ・ 東側 の 平坦部で は 第 4 ・ 5 図に み る と お り 、 厚 い と こ

ろ で約90cm を 測 り 比較的厚 く 積 ま れ て い る の に た い し 、 地形 に 添 っ た 傾斜面 を 有 す る 西 ・ 南側

の墳丘 で は 裾部 に 至 る 程薄 く な る 。 そ れ 故 に 墳丘の 形態 を 整 え 、 ま た 主体部 を 被覆 す る 重 要 な

要 素 を も っ て い た も の と 考 え ら れ る 。

次 に 墳丘の構築法 及 び順次 で あ る 。 当 初単純 に 積石塚で あ ろ う と も 思 え た の で あ る が、 近 く

の 山 項及 び山 腹 に 積石 の み に よ る 古墳 が見 当 た ら な く 、 ま た 第 1 号墳 が土 積墳 で あ り 、 ま た 地

形 よ り の 推 察 か ら 基 本 的 に は 土 積 に よ る も の と 考 え ら れ た 。 そ こ で墳丘構築 に 最 も 観察 し ゃ
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す い し 、 ま た関与 し て い る 地点 と し て A - T ( ト レ ン チ ) を 設 け た 。 こ の 観察記録は 第 5 図に

み る と お り で あ る 。 即 ち 、 第 5 層 の黄褐色粘質土層 を 地 山基盤 と し 、 そ の 上 部 に 約 1 6cm の 構

築時地 表 の 暗褐色粘質土層 がの る 。 こ の 土 層 以上 が古墳築造 の 盛 り 土で あ る 。 明確 な も の で そ

の 上 に 第 3 層 茶褐色粘質土、 第 2 層磯混 り 砂質土層 、 第 1 層 黄褐色砂質土層 に な り 、 最 上層 が

前 記 し た 葺 石 が あ る 。 尚 こ の よ う な 土層 序 に た い し 、 第 2 層 に お い て は 、 墳頂部土砂流失 を 防

ぐ た め 、 大 石 を 据 え 、 そ れ を 個定 す る よ う に 第 l 次面 の 葺石 が認 め ら れ ( 第 4 図) 、 そ の 部位の

傾斜が強 く な る も の の 、 こ の傾向 は南傾面 に 限 ら れ て お り 、 西 及 び東 に い く に し た が い 、 大石

の 設置 は 見 ら れ な く な り 、 点 と し て の 大 石 が同 一 円 周 上 に 認 め ら れ た の み で あ る 。 採土用 及 び

墓域 と し て の 周構 等 の 存 在 は な か っ た 。

墳丘 を 構築 す る た め の 根石 と し て の基礎石 を さ ぐ る に 、 南 ・ 西 の 墳裾 に は 列 と し て の も の は

な か っ た が、 A - T 断面図の 旧地表土層 が切断 さ れ る 部 分付近 に は墳項墳の も の よ り 小 さ い も

の が点 在 し 、 北側 の C - T の平 石 機石 材 を 除 い て 明確 で な か っ た 。

主体部 墳T頁 は ウ マ ヤ ス ミ 場の俗称があ る と お り 、 雨飾山城の往還路 に あ た り 、 そ の た め 削

平 さ れ て い る 部分 が 多 い と 考 え ら れ る 。 ま た 俗称 に ウ マ ゴ ウ ロ が あ り 、 事実主主石 及 び石棺内 か

ら 大形 動物 の 骨 が残存 し 、 そ の 名 の お こ り の 故 か 中 世 か ら 昭和期の墓前の遺物 を 遺 棄 し た と 思

わ れ る 髪飾 り 及 び茶椀類 が出 土 し て い る 。 こ と 程 さ よ う に 、 中 世 に お い て 墳項 の 変形 が あ っ た

こ と は 事 実 で あ る 。 こ れ は 調査 で こ の 付近 の浮 石 を 除去 し た 際 、 す ぐ に 石室 を 覆 う 天井石 が露

出 し た こ と で も 明 ら か で あ る 。

墳 頂 部 の 浮 き 石 を 除 い て い る 際 、 平 石 及 び盛土内 に組み込 ま れ て い 、 意 外 と し っ か り し て い

る 集石 列 に 気 がつ い た 。 こ れ は 石棺部程 明 確 で、 な い が、 石棺部主軸 に 添 っ て 約 6 m 、 南北軸約

4 . 35m の 巾 で 、 若 干 東 に 延 び る も の の 隅 丸方形 を 呈 す る 墓拡 と 確認 し た ( 第 6 図L

こ の 墓拡 は 明確 の も の で な く 、 南 ・ 西 の 中 央 で、 17cm と 23cm の段差 を 測 定 す る 掘 り 方 を 検出 し

た が、 そ の あ り 方 は 北 ・ 東 側 で顕著 に 認 め ら れ な く 、 わ ず か に 石棺 に 向 け 傾斜す る 。 や は り そ

の 形 態 は 墳T頁集 石 内法 主 軸 5. 1 5m ・ 短軸 4 . 2m を 測 る 隅 丸方 形 に な り 、 南 ・ 西壁は ゆ る い勾配

を 有 す る 。

石棺 墓土広 の ほ ぼ 中 央 に あ り 、 そ の 主 軸 は N -36� W で、 地 形 の 等 高 線 に た い し 直交 す る よ

う に 設置 さ れ る 。 そ の 形 態 は 、 地 山 に 掘 り 込 で構築 さ れ 、 左右各 2 枚 の 大形平石 を 用 い 側 壁 と

し 、 そ れ に た い し 短軸 壁 を 一枚石 を 使 用 し た い わ ば組合式箱形石棺 で あ る 。

側 壁 は 扇平 な 長 方 形 に 近 い も の を 両 壁 2 枚 を 用 い 、 そ の組 み 方 は 同方 向 の 交 叉 で あ り 、 天井

石 を 受 け る 端部 は 直線 面 を 用 い ほ ぽ同一 レ ベ ル で あ る 。 こ れ と 短軸 壁 も 同様 な あ り 方 を 示 す の

で あ る が、 共 に い く ぶ ん 内傾 し て い る 。 た だ 北壁の 西側 は 割 ら れ て い た 。

床面 小 円 礁 が敷 か れ 、 確認時 で は 平坦で あ り 、 そ の 下部の床配石 ま で約 5 cm の 厚 さ で あ る 。

床 配 石 は 扇平 石 を 用 い て 組合せ て い る も の の 西 では小形の も の で調整 し て い る 。 埋葬体頭部位

置 に 石 枕状台形石 が あ る 点注 目 さ れ る 。

こ れ ら の 側 壁 ・ 床 面 の あ り 方 を 総合 し て 石棺規模 を 測定 す る に 、 上 部 石 桔 は 主 軸 1 . 9m 、 中
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央巾45cm で、 下 部 で は 同位 置 に お い て 1. 95m ・ 58cm で あ り 、 側 壁高 は 床 面 配石 か ら 平 均40cm を

瀕IJ り 、 埋 め 込 み が15cm で あ る 。

天井石 扇平 大 石 2 枚 を も っ て 構成す る 。 側 壁西側 と 同様 そ の 部位 は破壊 を 受 け る も の の 他

は 棺 の 全 面 覆 う 。 裏 面 は 赤色 塗 彩 が施 こ さ れ て い た 。 こ の う ち 大形 の 天 井 石 を 除去す る に 6 人

の 手 を わ ず ら わ せ 、 石 を 浮 か せ る た め に テ コ を 利用 し た 程 で あ る 。

石棺控積 基盤土 層 に 掘 り 込み 設置 さ れ た 石棺側壁 に た い し 、 さ ま ざ ま な 補強 を し て い る 。

側壁用 材の 掘 り 込 み に た い し 安定 を も た せ る た め 平 石 を 直立 さ せ た り ( 第 5 図版)、 ま た 東 側 壁

に み ら れ る 大石 を 立 て か け る ( 第 6 図) 。 そ し て基本的 に地上 に あ る 壁の お さ え と し て 、 平 石 を

積み 上 げ た 状況 に な る 。

漬物の 出土状態 石 棺 内 中央 よ り 少 し 東の地点 か ら 、 そ れ も 両 壁 添 い に 2 個 の金 製釧 が出 土

し た 。 こ れ は 西枕 に 遺骸 を 安置 し た 場合 ち ょ う ど手首付近 に あ た る 。 そ し て 鉄鍛 が東 側 の 北壁

寄 り の 石棺隅 か ら こ ぼ れ 出 す状態で l 点出 土 し た 。 こ れ ら が本 主 体 部 の 副葬 品 の す べて であ る 。

ま た こ の 3 点 の 出 土 層 位 は 小円離床 の 上部 に 置 か れ て い る と 表現 で き る も の で あ っ た 。 こ の 他

小円磯床 上 に は 盗掘穴か ら 混入 し た か 、 小動物が引 き ず り 込 ん だ 大形 動物骨片 及 び桃 果 が散在

し て い た の み で あ る 。

主体部 を 囲む壌項の墓拡部 か ら [ま 、 中 世 の カ ワ ラ ケ 片 と 共 に 大形 動物骨片 が出 土 す る も のの 、

本古墳 に関係 あ る 遺物 と し て 形象埴輪片 の 出 土 が注 目 さ れ る 。 円筒埴輪 に つ い て は 墳丘清掃中

に た び た び 見受 け ら れ た の で、 そ の 出 土 は 予 想、 さ れ て い た 。 と こ ろ が墳項の 浮 石 を 除去 す る う

ち 、 石棺の 西側墓拡先端付近 よ り 扇平 で 、 方格区画文 様 の 区画内 を 平 行沈線 と 綾杉 文 で飾 ら れ

る埴輪が確認 さ れ 出 し 、 調査 日 誌 で 『 だ れ だ 縄文時代 を 持 ち 込 ん だ も の は / 11 の 表現 に な る に い

た り 、 調査 を て い ね い に 実施す る も 、 こ の 種の植輪 の 集 中地点 は こ こ の み で、 一部西側墳丘上

に す べ り 落 ち た状態で散布 が認 め ら れ た 。 こ れ ら は す べ て 、 墓士広 上 の 配 石 及 び浮石 中 か ら で 、

小破片 での検 出 で あ っ た 。

円筒植輪の 出 土 は 墳T買 で少 な か っ た も の の 第 4 図 の 上部葺 石 実測図 に 見 ら れ る と お り 、 墳丘

全面 か ら 小破片 と し 採集 し て い る 。 た だ北 ・ 東側の 墳丘平坦部 では 、 量 は 少 な い も の の 集 中 す

る 出 土状態 を 示 し た の で あ る が、 復 元 さ れ 得 る も の は な か っ た 。 こ れ に た い し 墳丘が傾斜 を 有

し 、 墳形 を な す 部分 に お い て は 、 上部葺 石 か ら 下 部 の 最終盛土 に 至 る ま で万遍無 く 認め ら れ た

がそ の ほ と ん ど は 葺 石 中 に あ り 、 集 中 出 土地 点 は 認 め ら れ な か っ た 。

こ の{也、 西側墳丘の 葺 石 中 か ら 前 記 し た よ う に 近世 か ら 昭 和 期の 遺 物 が認 め ら れ た 。

( 矢 口忠良 )

第2節 遺物

前節で記 し た と お り の 出 土遺物 と 出 土状態 で あ る の で、 参 照 に さ れ た い し 、 そ の 出 土 佐置順

に 本節 も 扱 い た い 。
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l 金属製品 石 棺 内か ら 出 土 し た金 製釘Ii 2 点 と 鉄鉄 1 点の 3 点の み で あ る 。

1 ) 金 製釧 ( 第 8 図 1 ・ 2 、 第 1 0図版) 鍍金 さ れ て い る 形跡 は 認 め ら れ な く 、 全部同 質 材

質 と お も わ れ る も 形状変化 は 簡単で な い 。 と も に 径 4 cm で、 断 面 は 2 mmの 円 形 に な る 小形の輪

形 を 呈 し 、 色 調 は 真銭色 よ り 黄昧 を 帯 びた も の で あ る 。 金 製 と し て は 質 の 低い も の で あ る 。

2 ) 鉄鉄 ( 第 8 図 3 、 第1 0図版) 厚根式又 は 有茎銀柳業式 と の 呼称 さ れ る も の で、 先端銭

長 が長 く 、 巾 狭 で、 逆刺 を 有 し 、 そ し て 短 か い 断面 が角 張った茎 が付 く 形態 に な る 。 鍬先断面

は 一 方 が扇平 な の に た い し 、 対 面 は 丸昧 を 有す る 。

2 形象埴輪 ( 第 8 - 1 0図、 第 1 0 ・ 1 1 図版 ) 土偶状埴輪 ・ 動物形埴輪 ・ 水鳥形埴輪 ・ 家形

埴 輪 そ し て 不 明形 埴 輪 が 出 土 し て い る 。

( 1 ) 土偶状埴輪 ( 第 8 図 1 3 、 第 1 1 図版) 所謂土偶一 土 製 人 形 と で も い う も の で、 人 形形 を 呈

し て い る 。 墳頂部で他 の 形象埴輪 と 混在 し、 破片と し て の 出 土 で あ る 。 現高 1 7 . 2cm を 測 る も の の 、

頭項 が欠 け て い る し 、 そ し て 足底 部 は 何 か に 接着 し て い た 痕跡 を 明瞭 に 残 し て い る 。 こ の 他左

脚 下 及 び両腕手 が欠損 し て い る 。 成 形 は 人身 各 部 を 単一個体 と し て 造 り 出 し 、 そ れ を 結合 し て

総体 と し た 点 う か が い 知 る こ と がで き 、 そ し て 前 後 が き だ か で な い も の の 、 顔 と し て の 目 ・ 鼻

・ 口 を 陰 刻 し 、 更 に 女陰形態 を 同 じ 手 法 に よ り 表現 し て い る 。 こ の 他装飾文様等 が認 め ら れ な

い単純 そ の も の の 土製 人 形 で あ る 。 整形 は ナ デ ・ へ ラ ナ デ に よ る が、 焼成 が良 く な かった た め

か 表 面 の 荒 れ が 目 立つ 。 こ れ は た ぶ ん 次 に 述 べ る 家形埴 輪 の ど こ か に 付着 さ れ た も の か 、 そ の

付近 に 設置 さ れ た も の で あ ろ う 。 目 は 若干つ り 上 が り 、 鼻 が上 向 様 で 、 口 は 棒一 字 の 表現 を し

て お り 、 素朴 で可愛 い い顔付 き で あ る 。 そ し て 頭T頁 の 欠損部は か づ ら 髪 と い お う か 髪 を た ぱね

た 様相 を 思 わ せ 、 胸 に 乳房 の張 り ・ 乳首の痕跡 が な く 、 下 腹 部 の 表 現 を 観察 す る に 少 女 の様態

で あ る こ と は 間 違 い な か ろ う 。

( 2 ) 動物形域輪 ( 第 8 図 12 、 第 1 1 図版) 動物相 を 呈 し て い る 。 現 高 7 . 1cm の 胴下 半 よ り 頭部

に 至 る 小形 の も の で あ る 。 顔 面 の 陰 刻 手法 は 前者 と 同 じ で あ る も の の顔つ き が異 な る 。 即 ち 顎

部 が突出 す る と い う 特色 が あ る 故 に 、 こ の 表現 か ら く る 動物相 を 思 う に 熊 を 想定す る 。 成形は

胴 下 半 及 び 両 腕 が 欠 損 し て い る た め 定 か で な い が、 両 腕 を突出 し 、 そ し て 立 ち 上 がった 姿勢 を

表現 し て い る よ う で あ る 。 し か し 顔付 か ら 攻撃 的 と い う よ り も 可憐 な 感 じ さ え 受 け る 。 こ れ も

や は り 別 の 埴輪 に 付着 さ れ て い た も の で あ ろ う 。

( 3 ) 水鳥形埴輪 ( 第 8 図 14 - 1 6 、 第 1 1 図版) 大 き い も の か ら 小形 の も の ま で 3 点出 土 し て

い る 。 14 ・ 1 6 は 墳項 出 土 で 、 他 は 西斜面墳丘か ら 発見 し た も の で あ る 。 水 鳥 の 頚部 よ り 上の頭

部付近 の 破 片 で 、 機部 を 共 に 欠 損 し て い る た め 全容 は 知 り 得 な い 。 と も あ れ 水鳥の顔面 の 表現

は 、 こ れ も ま た単純 に し て 素朴 な も の で あ る 。 1 5 は 器 面 が荒 れ て い る た め 、 棒状工 具 に よ る 刺

突 文 の 目 が片 方 し か 観察 で き な かっ た が、 14 に は 両 目 ・ 鼻孔が表現 さ れ る 。 1 6 は無 表 現 で あ る 。

焼 は あ ま く 、 表 面 に 砂 ・ 小石 が浮 き 出 し 、 極端 に い え ば整形痕 さ え 観察 がむずか し い状態で あ

っ た 。 整 形 は ナ デ に よ る も の と 思 わ れ る 。
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( 4 ) 家形埴輪 ( 第 9 ・ 1 0図、 第 1 0 ・ 1 1図版) 墳項 西側端部付近 よ り 認め ら れ た も の で、 そ

の 散布は 西側墳丘は も と よ り や や南側 に も 散在 し て い た が、 そ の 量 は 少 な しミ。 設置位置 を 考 え

る 時 、 そ の 出 土密集地た る 墳項 に あ っ た こ と は 調査結論 と し て ま ず ま ち がい な い と こ ろ であ る 。

さ で こ の組輪 に た い し 、 第 9 ・ 1 0図に み る と お り 正 ・ 側 面図 を 想定 し て み た が、 高 さ ・ 桁行

の 数 値 を確定す る 根拠資 料 が な い こ と を お こ と わ り し て お く 。

数 値は 具体的 に で き な い が、 家 屋 表 面構造 に つ い て 出 土総量 を 推定 復 元 も っ て 次 の こ と が言

え る と 思 う 。

屋根 ( 第 9 図、 第 1 0図版) 約 1 . 5cm の 円 形棟 に 埋め 込 む 堅魚 木 、 や や 急、 な 勾配で、 丸昧の あ

る 展 開 を 示 す 隅 の 屋根構造 の も の で、 そ の 中位 下 方 に植状突帯 を め ぐ ら す 。 こ の 上部施文 と し

て 棟 に 向 か い 一 定 間 隔 の も と に 三本 の 沈線 に 区画 さ れ た な か を 相対 す る 箆描沈線 に よ る 綾杉 文

で埋め る 文様 ( こ れ 以 下 こ の 文様 が基本的主 文 の 要 素 を 占 め る の で 、 単 に 綾杉文 と 称す る 。 )

に な る 。 植状突帯 下 に 横位 の綾 杉 文 が め ぐ る 。 こ こ ま で急勾配 と い っ て も そ れ程 で な い が、 そ

の 下 は 更 に勾配 を ゆ る め 軒 に 至 り 突帯 と し て張 り 出 す 。 先 端部 に 間 隔 を も っ た 長方 形 に 近 い 椿

円状の え ぐ り が あ る 。 整 形 は す べ て ナ デ に よ っ て い る 。 棟は 丸昧 を も っ た も の で、 そ の 上 に 円

筒 形 の 堅魚 木 が乗 る 。 そ の 埋 め 込 は 棟 に お さ え 込 ん での も の で、 堅魚 木 の 中 央 が窪 む。 尚 堅魚

木 は破片 を含め 9 個分採集 し て い る 。

こ れ ら の 形態 を み る に 、 降棟及 び軒先の 丸昧 そ し て 軒 先 の 厚 み か ら 寄棟造 の 茅葺 屋 根 が想定

さ れ る 。

正 面 ( 第 9 図、 第 1 0図版) と り あ え ず棟方向面 を こ う 呼称す る 。 両 端 に突起様の 粘土 紐 を 貼

り 付 け 、 円 柱 を 表現 す る も の の 、 中 間 的位 置 に は こ の よ う な 外 に 張 り 出 す又 は 露 出 す る よ う な

柱の 表現は認め ら れ な し ミ 。 こ れ は 両 端 の み 他 に 比べ 太 く 丸 い 柱 が用 い ら れ た 他 は 細 い 用 材で あ

っ た こ と を う か が わ せ る 。 尚 両 端 の 円 柱 か ら 正面 と 側 面 の 角 度 は 直角 で あ る 。 文 様帯 を み る に 、

こ の 面 は 縦 の 上部 か ら 横位 の綾杉文 と 範 状突起帯 に よ り 区画 さ れ る 、 即 ち 軒状突起 下 に 平 行 条

線 を 充填 し た連続鋸歯文 がめ ぐ り 、 そ の 先端 に 綾杉文 が施 こ さ れ 、 こ れ を 第 1 帯 と す る 。 そ の

下 は無文帯 に な り 、 こ の 下 部 と の も の と や は り 綾杉文 で区画 さ れ 、 そ れ も 2 重 に な り 、 次 の 第

3 帯 と 複合す る が、 こ れ を 第 2 帯 と す る 。 そ の 3 帯 も 下部 に 綾 杉状 文 で区画 さ れ 、 そ の 直下 に

第 5 帯 と 区 別 す る 範状突起 がめ ぐ る 。 第 5 帯は 底 部 に い た る 。 こ の 間 隔 は そ れ ぞれ ほ ぽ 等 間 隔

と 推定 し て い る も の の 、 第 1 帯 は 軒状突起下 に 入 り 狭 い 感覚 を 受 け る 。 第 1 帯 の 鋸歯 文部 及 び

第 2 帯全面 が赤色 塗彩 さ れ る 。 さ て 横位 の 模様区画 を み る に 両端 の 円 柱 に 接 し巾 3 . 5cm の 棒状 の

張 り 出 し が あ り 、 そ し て こ の 棒状張 り 出 し が中 央 に あ っ た 可能 性 が他 の 破 片 か ら う か がわ せ る 。

こ れ の 区画文帯 は 縦 の 第 1 - 3 帯 ま で認 め ら れ る よ う で あ る が、 こ の 点 さ だ か で な し 、 。 縦 の 第

4 帯 に お い て は 横位区画が文様 と し て 表現 さ れ 、 そ の破片 か ら 6 個 の 方形区画文 が想定 さ れ る 。

こ の う ち 両 端 か ら 一つ お い て 角 孔 が う がた れ る 。 こ の 点図示 し た 文 様 が逆 に な っ て い る こ と は

お わ か り と 思 う が、 対面位置 に あ る 部位 の も の と 考 え ら れ 、 こ の 想定 が正 し け れ ば中央部の 2

区画の み 赤色 塗彩 さ れ る 。 そ の 下 部の範状突帯下 は 整形 を 残 す の み で文 様 が施 こ さ れ な い 。



整 形 は 各種 ナ デ を基調す る も の の 内 面 及 び底 部付近 に は 刷毛整形 が残 る も の が あ る 。

側 面 ( 第 1 0図、 第 1 1図版) 推定図では 軒状突起下 を 提示 し た が、 正 面 と は だ い ぶ趣 き を 異

に し て い る 。 軒下 に は 菱形 重 圏 文 を 接続 し て 2 段 に 構成 す る が、 両 脇 は 中央の半分の範囲で綾

杉文 に よ り 区画 さ れ て 、 l 連 で あ る の に た い し 、 中 央 は 2 速 に な り 、 そ の 隙聞 を 変形の同穣文

で埋 め る 。 こ の 下段 に 断 面 三 角 形 の 庇状突帯 が付 さ れ 、 軒先 と 問 機 長 方 形の え ぐ り 込 み があ る 。

こ の住 置 は 正 面 の 第 4 帯 下 の菰状突帯 よ り 上部 の 第 3 ・ 4 帯接点近 く に 位 置す る も の と 推定 し

て い る 。 尚 こ れ よ り 下部 に は突帯 が認め ら れ な い 。 庇 下 の 文 様 は 三 角 形内 を 縦 の条線で埋め る 。

鋸歯文 で、 そ れ に 接続す る よ う に 平 行 2 帯 の 綾杉文 で区画 さ れ た 中 を 平 行 2 条 の 山 形 文 で飾 ら

れ る 。 平 行 山 形文 内 は 縦 の 条線 が施 こ さ れ る 。 こ の音1I位 の緩杉文 の 位 置 は 正面 の 窮状突帯 と 同

位 置 に な る と 考 え て い る 。

整 形 は 正 面 部 と 同 じ で あ る 。

( 5 ) 不 明形 象 埴輪 ( 第 8 図1 7 、 1 8 、 第 1 1図版) 1 7 は 周辺 の 再調整粘土 が剥 落 し 、 当時面影

は ほ と ん ど と ど め て い な し、。 形態 は 円柱形 で、 上 に い く に す ぼ ま る 傾向 が あ り 、 底 部 は 土偶状

楠 輪 と 似 て 、 何 か に 付着 さ れ て い た 様相 を う か が わ せ る 。 小形の形象埴輪の一部 と 考 え ら れ る 。

1 8 の 外 面 も 荒 れ が著 し い が、 残 り の 器面 か ら 全面 に 赤色 塗彩 が施 こ さ れ る 点特異 で あ り 、 ま た 刷

毛様擦痕 を 残す 程 強 く て い ね い にタテ方 向 に ナ デ付 け ら れ る 点 も 他の 形象埴輪 に 認 め ら れ な い 。

器 形 は 図示 し た 位 置 が正 し け れ ば 、 側 面 が逆台円錐形 に な り 、 左側 が素直で、 あ る の に た い し 、

右側 は 上部 に 至 っ て 外 聞 す る 。 ま た 側 面 も こ の傾向 に あ る も の の そ の 巾 は 狭 く 、 下部へ と 縮小

し 、 最 も 低 い 所 では 円 形 に 近 い 形状 に な る 、 そ し て 断 面 を み る に 下 方 以 上 は 筒 形 の 中 空 に な る 。

3 器財埴輪 ( 第 8 図19 ) 1 点の み 出 土 し 、 楯形埴輪 と 推定 さ れ る 。 三 角 形文様 を基本 と し 、

そ れ に 添 っ て 副 次 的 直線 陰 刻 が施 こ さ れ る 。 陰刻は鋭利で深 く 、 そ れ 故 に そ の刻 目 か ら 破損 し

て い る 。 ま た こ の 陰刻 に 添 っ て 角 窓 が あ け ら れ る よ う で あ る が そ の 大 き さ は 不 明 で あ る 。 表面

に は 赤色 塗 彩 が施 こ さ れ 、 裏 面 に は施 こ さ れ な い も の の 同 様施文 に な る 。 焼成 は 良 く 、 底部の

厚 さ は 1 . 2cm で あ る 。

整形 は 刷毛 ナ デ を基調 と し て い る 。

4 円 筒箱輪 ( 第 1 1 図) 墳丘 で も 山 系 斜面 の 本 古墳 に と っ て 東 か ら 南及 び北西 に か け て 、

そ の 多 く を 採集 し て い る 。 そ れ も ま と ま り な い 出 土 で あ り 、 墳裾 まで散在 し て い る が、 裾部下

方 で は 激減 し て い た 。

破 片 は図示 し た も の が最 大 に 近 い破 片 で 、 そ の 他 は 拳 大 の 大 き さ に な り 、 そ の 量 は 多 く 厚 さ

45cm の コ ン テ ナ に ほ ぼ 7 個分 を 採集 し た 。 こ の う ち 、 器 種 と し て 円 筒 形組輪 が 多 く 、 そ れ に 少

量 の 朝顔形円筒城輪が混在 し て い る 。

1 ) 円筒埴輪 ( 第1 1図) そ の 量 が 多 い 中 で よ く も こ れ 程破片 に な っ た と い う 感 を 受 け る よ

う に 復 元 可能 な も の は 一体 も な か っ た 。

つノ』



f本部 、 口縁部及 び休部 ・ 底 部 と 接続 す る 資 料 が な い た め 、 休 部 の 形態 及 び菰数 は 不 明 で あ る 。

図示 し た も の は描状突帯 を 中 心 と し た も の で あ り 、 そ の植 は 低 く 、 端 面 がS 状 を な す も の で、

上部が高 く 、 下部 が低 く な る 総体 に 付着す る も の で み る 。 そ の 上下 に は ヨ コ 刷毛 ナ デ ( 2 - 4  . 

7 . 1 1  . 1 2 )、 タテ刷毛 ナ デ ( 1 3 . 1 5  . 1 6  . 18 ) を基調 と し た 整形 に な る。 焼成 に お い て は 軟弱 な

も の があ る 一面 、 還元 炎 に よ る 一 部 分青黒色 を 呈す る も の があ る 。

2 ) 朝顔形円筒植輪 ( 第 1 1 図 5 ) 出 土 量 は 少 な しミ。 図 示 し た も の は 朝顔形 に 開 く 頚 部付近

の破片 で、 屈折音1I に 植状突帯 がめ ぐ ら さ れ る 。 整形は ナ デ に よ っ て い る 。

第4章 �士三玉川、ロ ロ 口

(矢 口忠良 )

こ の 古墳 は既 に 各 項 に 於 い て 詳細 に わ た っ て 記述 し た 通 り で あ る が、 特 に 注 意 せ ら れ る 点 が

三点程 あ る 。 そ の 一点 は 主体部の構造 で あ ろ う 。 墳丘の 径 1 6- 1 7m 、 谷側墳裾 か ら 高 さ 約 3 m

で、 こ の地域の 古墳と し て は 規模 も 大 き い と は 云 え な い も の で あ る が、 石 棺 は 、 長 さ 1 . 9 m ・

l幅40乃 至50cm . 深 さ 約40cm の 箱形石棺で、 あ る 。 即 ち 長 辺 は 長 さ 1 m 、 幅45cm程の 板 石 を 二 枚継

と し て 立 て 並べ 、 短辺 は 高 さ 50cm 、 幅50cm の 板石 を 両 側 壁 に挿 み 入 れ た 形 に 立 て て 四 壁 を 構成

し 、 床面 に は 、 棺の 幅 い っ ぱ い に 、 中 程 に 二枚 を 並べ 、 両 端 に は 小 型 の 板 石 を 隙聞 な く 敷 き 並

べ て い る 。 天 井 石 は 棺 全体 に 余 る 程の 大磐 石 を 以 て 覆 っ て い て、 正 に組合式箱形石棺の 名 称、 に ふ

さ わ し い も の で あ る 。 第 二 点 は こ の 石 棺 の 四 周 に 厚 み の あ る 大 石 を 敷 き 詰 め て い て 、 棺 の 長

辺 の 方 向 では 5 . 1 5 m 、 短辺 の 方 向 では約4 . 2 mの 長 方形 に 大 石 を 敷 き つ め て い る 。 こ の 区画内 は 、

そ の外 部 が乱雑 に 石 が積み 上 げ ら れ て い る の に 対 し 、 し っ か り 地石 を 敷 き 据 え て い る 状態 か ら

は 意識的工作 と 考 え ら れ る 。 こ れ を 棺の 裏 ご め と 見 る か 、 或 は 一種の墓拡 と 見 る か は 議論の 分

れ る と こ ろ で あ る 。 こ れ は 構 築 過 程 を も 示 す も の で は あ る が、 墓士広 と 考 え て 差 支 え な い よ う

に 考 え ら れ る 。 こ の 種 の 墓地 の あ る も の は 、 大室古墳群の 調査 に 於 い て も 見 る こ と がで き な か

っ た が、 そ の 最 も 著 し い 例 は 更植 市 森将軍塚古墳 に 於 い て 見 る こ と がで き た ( 長野県森将軍塚

古墳一 昭 和48年干IJ 、 更 組 市文 化財調査報告 書 第 五 集 )。 長 礼 山 第 2 号墳 の そ れ は 、 森将軍塚古墳

ほ ど極 立 っ て 著 し い も の で は な い が、 墓拡的概念の 所産 で あ り 、 森将軍塚古墳 と 同様 石 棺 の 壁

石の外側11 を 伯固 に す る た め の 意 図 の あ っ た こ と が認 め ら れ る 。 今後 こ の 地 方 の 古墳調査 に 新 知

見 を 与 え た も の と し て 、 意 義 は 大 き い 。

第三点 は 、 遺物の 工員で詳細 に 記述 し て い る よ う に 、 石棺内 部 か ら は 遺物 ら し い も の は 殆 ん ど

見 る こ と がで き な か っ た が、 墳 項 の 一 箇所 か ら は埴輪片 に 交 っ て 形 象埴輪の破片 を 多 く 検 出 す

る こ と の で き た こ と で あ る 。 そ の 大部は楠輪家の破片 と 考 え ら れ る も の で 、 堅魚 木 の 発 見 、 そ

の組輪家- の 構造 等 は 明 ら か に す る こ と は で き な い が、 多 分 こ の埴輪家 に 附属 し た も の で あ ろ う

- 13-



か と 推想、 さ れ る 人 物 の 小像 、 ほ か に 水鳥 の体の一部 な ど が あ る こ と で あ る 。

埴 輪 家 は そ の破片 か と 思 わ れ る も の は 大室古墳中 で も 見 る こ と がで き た が、 小破片 で そ の 形

状 を も 窺 う こ と の で き た も の は な し 言 。 善 光 寺平 周 辺 で は 、 昭和51 年 7 月 岡 市天 神古墳 か ら 検出

さ れ 、 完 全 と は い え な い が、 そ の形態 を う か が う こ と がで き る 。 こ れ は関考一氏 の 努 力 に 負 う

も の で あ る 。 長 礼 山 第 2 号墳の も の は 、 幸 い破片 が 多 く 残存 し て い た た め 、 調査員 の 努 力 に よ

り 、 第 9 図の よ う に 構 成 す る こ と がで き 、 調 査 員 各位 の 努 力 を 多 と し た い 。

次 に 人物埴 輪 で あ る が、 こ れ は 前 記の よ う に埴輪家の向処か に 附置 さ れ て い た も の で あ ろ う

が、 水 鳥 は 甚 だ 珍 し し 、 。 更埴市土 口 将軍塚古墳 と 称 さ れ る も の が、 現存 し で い る が、 他 に そ の

例 を 聞 か な p。 長 札山 第 2 号 墳 出 土 の も の は 完 全 で、は な い が、 明 ら か に 水鳥 を形取 っ た も の で、

珍 し い も の で あ る 。

と に 角 こ の 古墳 は 、 種 々 の 点 で こ の地方古墳の あ り 方 の 一 部 を 知 る こ と が出 来 た と い う 点 で、

誠 に 意 義 深 い も の と 思 わ れ る 。 ( 米 山 一政)
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駒沢新町遺跡



例 一一日

l 本 書 は 、 昭和43年度 に お い て 長野電鉄株式会社 と 駒沢新町遺跡調査会 と の

契約 に 基づ く 、 駒 沢新町地籍 に お け る 宅地造成事業 に 伴 う 緊急発掘調査報告

書 で あ る 。

2 遺構は 、 発 見順 に 番号 を 付 し 、 住居祉 の略号 と し て S B を 用 い 、 遺構整図

は佐藤監信 が行 な っ た 。

3 遺物の 実測及 び整図 は 、 遮 那 ・ 矢 口 が担 当 し 、 器形 の 3 分 の l 以上 残存 し

た も の を 提示 し た 。

4 写 真 は 遮 那 が担 当 し た 。

5 遺物実測図 中 、 整形痕 を 中央付近 に 、 黒色処理 さ れ る も の は 黒 点 で 、 灰 柑

陶 器 に お け る 施柑 範囲 を 細線 と 矢 印 で そ れ ぞれ 表示 し た 。

6 本 文 の 文 責 に つ い て は 、 文 末 に 記 し た 。

7 本 書 の 編集 ・ 印 刷 関係 の 業務 は 長野市教育委員 会 が担 当 し た 。

8 遺物関 係 諸 資 料 は 長野市教育委 員 会 で保管 し て い る 。

9 本調査 は 、 報告書刊 行 ま で に 13年 を 経 て い る が、 こ こ に 提示 す る も の の ほ

と ん ど が、 調査直後 に 書 か れ た も の で あ り 、 生 の 姿 が う か が え る と 思 う 故 に

内容 を 変 え る こ と な く 提示 し で あ る 。 筆 者 に は 失礼で、 あ る と 思 っ て い る が、

お許 を 願 い た い 。

尚 、 調査会 ・ 調査団 の 役職 等 の 肩 書 は 昭 和43年度 の も の で あ る 。
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第1章 調査の 動機 と 経過

第1節 発掘調査 に 至 る ま で

l 経過
長野市駒沢新町遺跡 は 、 県 企 業 局 が駒沢団地造 成 に 伴 な う 記録保存 の た め の 発掘調査 と し て

調査 さ れ た 。 そ の お り 古墳時代 の 特殊 な 祭杷遺跡 が発見 さ れ 学 界 か ら 注 目 さ れ た 。 現在、 そ の

地 点 は遺跡公園 と し て 公固 化 さ れ て い る 。 こ の地一帯 は 果樹園 で あ る が、 近郊へ の宅地化 が団

地 が で き た の を き っ か け に し て 急速 に は や ま り 、 宅地造 成 が各 所 で 見 ら れ る 。

長 野電鉄株式会社 で は経営の 多 角 化 を め ざ し 、 不 動 産部 を 設 け て 、 宅地造 成事業 を始め た 。

そ の ーっ と し て 、 駒沢団地の 南側 に 「 さ っ き ケ 丘 団地」 を 造 成 し は じ め た 。 こ の こ と を 聞 い た

県 教 委 で は 長野電 鉄 に 連絡 を と り 、 団地内 が埋蔵文化財包蔵地 で あ り う る こ と 、 そ の保護 に つ

い て 充 分 な 協 力 を 依頼す る 。 8 月 21 日 、 不 動 産 音11有 泉忠次 さ ん 、 小島博寺 さ ん が県 教 委 を 訪れ

て 、 そ の 保護構置 に つ い て 協議す る 。 長野電鉄側 と し て は 始 ま っ た 団地造成 を 中 止 す る こ と は

で き な い の で、 文 化財保護57条 2 の 発掘届 を だ し 、 原 因 者 負担 で記録保存 し た い と の 要望 が強

い 。 8 月 31 日 付 で長野電鉄 よ り 発掘屈 が提出 さ れ る 。 そ れ に 対 し て 文 化庁 よ り 、 1 0 月 1 7 日 付 で

事 前 に 発掘 調査 さ れ る よ う の 通 知 が あ る 。 一方県教委 で は 長 野電鉄 と 、 長野市教 委 と 連絡 を と

り 、 記録保 存 の 方 向 で協 議 を 進 め る 。 9 月 9 日 に 三 者 が現地 を 訪 れ て 、 団地内 に お け る 遺跡の

広 が り を確認 し 、 発掘調査 し な け れ ば な ら な い地 点 を き め る 。 そ れ に も と づ い て 費 用 計算 を す

る 。 そ の 調査の 委託先 と し て 、 長野市教育委 員 会 を 指 名 し 、 そ ち ら と 具体的 な 話 を 進 め て も ら

う よ う 指導 す る 。 長野市教 委 と 長 野電 鉄 と は 協議 を 重 ね 、 9 月 20 日 に 話 が ま と ま る 。 1 0 月 1 3 日

に 長野電鉄 と 長野市教委 と 委託契約 の 契約 書 が結 ばれ 、 1 0 月 1 5 日 か ら 1 0 月 30 日 に か け て 発掘調

査が実施 さ れ た 。

尚 こ の 調査 に は 、 長野電鉄株式会社の 非 常 な 理解 が あ っ た 。

2 調査会 ・ 調査 団
調査 に あ た っ て は 、 下 記 の よ う に 調査会団 を 組織 し た 。

調 査 会 長 花 岡 直一 ( 長野市教育 委 員 会教育長)

調 査 団 長 米 山 一政 ( 長野県文化財専 門 委 員 )

。 副 団 長 森嶋 稔 ( 長野県 考 古学会員)
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調 査 主 任 佐藤監信 ( 長野県 考古学会 員 )

調 査 員 岡 田 正彦 ・ 興津正朔 ・ 笹 沢j告 ・ 佐藤攻 ・ 遮 那藤麻呂 ・ 土 屋 長 久 ( 以 上長野県考

古学会員 )

調査補助員 大 久保邦彦 ・ 矢 口忠良 ( 以 上長里子県 考 古学会員 ) ・ 小池隆徳 ・ 黒 田 洋子

調 査 指 導 神村透 ( 長野県教育 委 員 会指導 主 事)

事 務 担 当 小 田 切朋英 (長野市教 育 委 員 会社会教育課主事) ( 神 村透 ・ 小 田 切 朋英)

第2節 調査 日 誌

1 0 月 1 5 日 現地 に て 結団式 を 行 な い 、 グ リ ッ ト の 設定。 B4 ・ F4 ・ G4 ク、 リ y ト の 調査 に と り か

か る 。 本遺跡の 調査区 を 県営団地 よ り 南 に 行 く 幹線 を 60m は い っ た 西fWJ を I 調査 区 と し 、 そ の

北側 の道路 を 距 て た 30m X 25m の 地点 を E 調査区 と し 、 I 調査区 の 道路 の 東側 の 東 西25m 南北

3 m の地点 を 回 調査区 と し 、 I 調査区 か ら グ リ ッ ト を 設定 し 、 調査 を 始 め た 。 I 調査区 の 調査

予定 は40m X 40m の 範囲 が あ る が、 調査結 果 に よ り 拡張 も 考 慮 し 、 3 m X 3 m グ リ y ト を 縦 ・

横15列A - O と 1 - 1 5 を 南北方向 に な る よ う 設定 し た 。

1 0 月 1 6 日 こ の 日 調査 人 員 少 な く 調査 は は か ど ら な � ' 0  B4 ' E4 ' G4 ・ F3 ・ J 4 グ リ ッ 卜 を掘 り 、

滋状の遺構が認め ら れ た 。

1 0 月 1 7 日 昨 日 に 続 き 調査 を す す め 、 G4 グ リ y 卜 の 深 さ 40cm に 東 西 に 向 く 巾 60cm の 滋 を 確認

し 、 こ れ が拳大の機 を 不 規則 に 敷 L 、 た も の で あ る こ と を 確 か め た 。 J4 に は 土師 器 ・ 須恵 器 ・ 灰

利陶器の破片の 多 く を 検出 し 、 僚 を 敷 く 住居祉 か と も み ら れ 今後 の 調査 に 期す こ と に し た 。 G3グ

リ y ト に は 小j務 を 検出 し 、 HJは 第 2 層 が深 く 、 こ の 下 は 砂層 と な り 遺物 は 認 め ら れ な か っ た 。

1 0 月 1 8 日 B4 ' E4 ' H4 クー リ ッ ト の 溝 を 掘 り 上 げ る 。 H4で は 溝 が東側 で二つ に 岐 れ 、 一 つ は 北

に カ ー ブす る こ と が確 か め ら れ た 。 遺物は 土 師 器 片 ・ 須恵、器 片 が僅 か に 出 土 し て い る 。 G3 ・ 13

・ J3 グ 1 ) ッ ト を 掘 り は じ め 黒 土 の 落 ち こ み が認め ら れ 、 後 日 の 調査 に ま つ こ と に す る 。

1 0 月 1 9 日 第 4 列 の 海 を 調査 す る た め L - M4を 掘 る 。 L4 に は 第 3 層 に 巾 1 . 1 5m 、 高 さ 1 5cm-

20Cm の道状の盛土 がみ ら れ た がH4グ リ y 卜 か ら 速 な る 溝は 検出 さ れ る に 至 ら な か っ た 。 56グ リ

ッ ト の 調査 を 始 め 、 第 3 層 に は 炭化物 が 多 く 、 須 恵 器 の 査 2 個体 の 出 土 を み 、 住居祉 の 存 在 が

予想 さ れ る 。 ま た 、 H 2 ・ Kl グ リ ッ ト を 90Cmの 深 さ に 掘 り 調査す る が遺 構 な し 。 Kl l・ 112 グ リ ッ ト

では須恵器、 土師器片 の 出 土 を み た が遺構は認め ら れ な か っ た 。 第 3 層 に 掘 り す す め る に し た

がい 、 地 下 水 の湧 水 が 多 く 調 査 が困 難 と な り 、 水 を バ ケ ツ で汲 み 上 げ て す す め て い く 状態 で あ

っ た 。

1 0 月 20 日 Bsグ リ ッ ト に 発 見 さ れ た 遺構 を B6に拡張 し て 調査 に か か り 、 方形隅 丸 の 竪穴住居

祉 を確認 し 、 第 1 号住居担1: と す る 。 土 師 器 ・ 須恵器 の 出 土 を み る 。 B 4 ・ C4 ・ Csグ リ ッ ト を 50Cm

の深 さ ま で掘 る が須恵器 片 ・ 土 師 器片 の 少量 の 出 土 を み た の み で、 遺 構 の 発 見 に は 至 ら な い 。

1 0 月 2 1 日 第 1 号住居祉 を 掘 り 上 げ る が、 住居祉 の 西側 半 分 ( A 列 グ リ ッ ト ) は 調査区域外
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第 1 図 駒沢新町遺跡位誼図

で あ り 、 ま た 盛 土 の た め に 調査不能 で あ っ た 。 須恵器 ・ 土師 器片 を 多 く 出 土 し た 。 84グA リ ヅ ト

に は 黒 色 土 の 落 ち こ み を 認 め 、 つ い で床面 を 検出 し 、 第 2 号住居±止 と す る 。 国 分 期 の 土自iji器片 の

出 土 を み た の み で あ る が、 床 面 直 上 に は 多 量の 灰 を 認め た 。 1 1 2 ・ Kl Jグ リ ッ ト を 調査す る が遺構

な し 。 E4グ命 リ ッ ト では 溝 を 切 り 、 第 3 層 を 掘 る 。 須恵器片 ・ 土師 器片 を 多 く 出 土 し た が遺構は

認 め ら れ な か っ た 。 湧 水 が あ ま り に も 多 い た め 排 水 ポ ン プ を 使 う こ と に な り 、 調査の能率 を 上

げ る 。

1 0 月 22 日 午 前中 雨 、 午 後 よ り 作業 、 F 3 ・ F4 グ リ ッ ト を 掘 り す す め 、 ま た G4 ク、 リ ッ ト の 溝 を

下 に 掘 り こ む 住居祉 の 存 在 を 確認 し 、 第 3 号住居祉 と す る 。 E5 ・ D4 ・ D5グ リ ァ ト に も 調査 を す

す め 、 D4グ リ ッ 卜 に 住居士止 と み ら れ る 黒色 土 の 落 ち こ み を 認 め る 。

1 0 月 23 日 第 3 号住居祉 を 掘 り す す め 、 壁面 の l 音15 を 確認 し 、 須恵器 ・ 土師器 片 を 多 く 検出

す る 。 C4 . D4 グ リ ッ ト に 第 4 号住居祉 が確認 さ れ調査 を す す め る 。 ま た D5 ・ D6 ・ E5グ リ ッ ト を

掘 り は じ め 、 E5' こ 黒 色 土 の 落 ち こ み がみ ら れ る 。

1 0 月 24 日 第 3 号住居祉 を 掘 り あ げ る 。 住居祉 の 全 面 を 掘 り 上 けた 最初の も の で附 丸方形の

浅 い 竪穴住居i止 で、 あ る が、 柱穴は地層 の 複雑 さ と 、 湧 水 の は げ し さ で検出 す る こ と は で き な か

っ た 。 遺物は 床 面 では 少 な く 、 須恵 器 ・ 土 師 器 片 の み で あ っ た 。 第 4 号住居!l上 も 掘 り 上 げ る が、
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第 2 図 第 I 調査区 グ リ ッ ト 及 び遺構分布図
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住居祉 の 南側 半 分 は 多 量 の 盛 土 の た め 調査 を 打 ち 切 っ た も の で遺物は 少 な く 須恵 器 ・ 土 師 器 片

の僅 か な 出 土 を み た の み で あ る 。 D6グh リ ッ ト に 住居祉 の 壁面 が認 め ら れ 土師 器 杯 1 個 ・ 須恵 器

の郎 3 個 が検出 さ れ 、 土 器片 も 多 く 、 床 面 壁面 がは っ き り し た 住 居 祉 で 第 5 号住居祉 と す る 。

1 7 グ リ ッ 卜 に 予備調査時の 小 さ な 試掘坑があ り 水 が溜 っ て い た が、 こ こ か ら 多 く の遺物の 出 土

を み た と の こ と で 、 こ の 試掘坑 を 広 め 遺構の 存 在 を確 か め よ う と し た と こ ろ 土 師 器 の 底部 と も

み ら れ る 音15厚 な 破 片 が あ っ た o は じ め は 形体 が伺 で あ る か解 ら な か っ た が泥 を 洗 い お と し 懸 仏

の 鋳型で あ る こ と が わ か り 、 意 外 な 出 土 品 に 驚 く 。 こ の た め 1 7 - J 7 グ リ ッ ド の 調査 に か か る 。

1 0 月 25 日 夜 来 の 悶 の た め 遺構調査 を 中 止 す る 。 第 5 号住居祉 を 拡張す る た め C6 ・ C7 ・ D7グh

リ ッ ト の盛土 を 除 く 。 ま た 第 皿 調査 区 に ピ ッ ト を 掘 り 調査 す る も 西 側 の 一 部 分 の 他 は 表 土 下30

-40cmで砂燦層 と な り 、 南 側 は 盛 土 工 事 が な き れ 調査 も 十 分 に で き な い た め 放 棄 す る こ と に し

た 。

1 0 月 26 日 第 5 号住居祉の 調査 を す す め 、 東 壁 に 石組 カ マ ド を 確認す る 。 K6- K 8 ・ 1 7 ・ 1 8 グ リ

ッ ト の 調査 を す す め 、 1 7 グ リ ッ 卜 に 工 房社 と も み ら れ る ハ ー ト 形 を し た 変形 の 遺構 が発 見 さ れ 、

こ の 東側 に は黒色土 の 落 ち こ み が あ り 住居祉 の 存 在 が予 想 さ れ 、 ま た K7グ リ ッ ト に 石組 カ マ ド

が検出 さ れ複 雑 な 入 り く み を も つ も の と 思 わ れ た 。 第 H 調査 区 に グ リ y 卜 A - G 、 10 1 - 1 05 を
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設定調査す る 。 A10l'A!02グ リ y ト は 黒 色 土 の 落 ち こ み を み る が滞状の も の と 考 え ら れ た が、 湧 水

が 多 く 調査不能 と な る 。 ま た FI02グ 1) "j 卜 も 湧 水 に よ り 調査 不 能 と な り 、 や む な く 第 日 調査区 を

放 棄 す る 。

1 0 月 27 日 1 7 グ リ ッ ト の 工房社 と み ら れ た 特殊遺構 を 掘 り 上 げ る 。 焼土の塊 、 炭 ・ 以 が 多 く

み ら れ 、 ま た 灰 軸陶器 片 を 検 出 す る 。 実測 ・ 写真 を と る 。 第 5 号住居担1: の 調査 を す す め る 一 方 17

グ リ ッ ト を 中 心 と す る 一帯 の 調査 を す す め 、 第 6 - 8 号住居祉 の 存 在 を 確 か め た 。

1 0 月 28 日 第 5 号住居祉 を 掘 り 上 げ 、 隅 丸方 形 の 石組 カ マ ド を も っ住居祉の 全体の調査がで

き た 。 写 真 ・ 実測 を 行 う 。 Es 夕、 リ ッ ト の 北 東 隅 に 佳 1 . 3m の 円 形 の 井 戸 と み ら れ る ピ ッ ト を 検

出 す る が湧 水 の た め 調査不能 で あ っ た 。 第 6 号住居士止 を 掘 り 上 け\ 第 1 0号住居:t.J1: を 発 見 す る 。

第 7 ・ 8 - 1 0号住居祉 に 集 中 し て 調査 を す す め る が、 湧 水 と 住居祉 の 入 り く み で鋭 航す る 。 J4

グ リ ッ ト に 方 形 の 50crn X 50crn と 30crn X 3Ocrnの 柱穴 を 発 見 す る が、 こ れ に 関連 す る 遺構 は 発 見 で

き な か っ た 。

1 0 月 29 日 第 7 - 9 ・ 1 0号住居祉 を 掘 り 上 げ 、 写 真 ・ 実測 を な す 。 第 10号住居祉 の 西壁 を 切 っ

て 径 1 . 5 m の 円 形 の 井 戸 と み ら れ る ピ ッ ト があ っ た が湧 水 の た め 調査 不能 と な る 。 こ の 日 一応

の 調査 を 終 え た と こ ろ で報 告会 を 聞 き 、 長野電 鉄 ・ 長野市教 委 に 調査結 果 を 報 告す る 。

1 0 月 30 日 第 6 - 1 0号住居 祉 の 関 係 の 追 求 の た め 調査 を 行 う 。 第 8 号住 居 祉 が最 も 古 く 第 9

号住居士止 が第 8 号祉 を 切 り 、 さ ら に 第 6 ・ 1 0号:t.!l: が第 9 号制: を 切 っ て お り 、 第 7 号力1: は 独 立 し

た も の で あ る こ と を 確認 し て 現場 に お け る 調査 を 終 え た 。

こ の 後 、 遺物 ・ 実演IJ 図 の 整理 を な し 、 報 告 書 の 作成 を し 全 調査 を 完 了 し た 。

(遮那藤麻 呂 )

- 5 -



第2章 遺跡の 自 然環境 と 歴史環境

第1節 自 然環境

上駒沢 新町遺跡は 、 長聖 f 市 古 里地区 上駒沢緊落の 中 心 か ら 西 の 方 へ 400m 、 国 鉄信越線の 西

方約 1 30m 程 の 所 に あ る 。 北方一帯 は 若槻東条 か ら 東北 方 に 続 く 上野 の 台地 が あ っ て 、 こ の 台

地の南麓近 く に 、 浅川地区押田 か ら 東方 に 向 っ て 流 れ 出 た 駒沢 川 が流 れ て い る 。 駒沢川 の 南 に

は 東 南 に 向 っ て 流 れ 下 る 浅川 が あ っ て 、 こ の 浅川 に 依 っ て 形 成 さ れ た 扇状地 に 、 前 記 の 駒 沢 川

に よ っ て で き た 扇状地 が合 さ っ て 、 こ 、 に 大扇状地 を つ く り 上 げ て い る が、 遺跡は そ の 末端 に

あ っ て 、 そ の 東 に ?�I ]拙地の ノ'J< 問地 帯 が接続す る 。

先 年 団地造 成 の 際 発 見 さ れ 、 調査発掘の 行 わ れ た 駒 沢 祭杷遺跡 は こ の 新町遺跡 の 東 方不，] 1 00 

m 程の地点 に あ る 。

こ の遺跡は 先 に 記 し た よ う に 、 上 野 の 台地 を 後 方 に 負 い 、 そ の 台地 に つ ，" ， 、 て 北 に は 標 高

923m の 三 登 山 が そ び え 立 ち 、 l拘 束 に は 善 光 寺平 の 向 う に 上信の連 山 を 望 み 、 中 で も 一際 高 く

四 阿 山 を 仰 ぎ 兄 る こ と の で き る 自 然環境豊 か な 所 で あ る 。

第2節 歴史環境

慶長 9 年徳川 幕1ft は 京海 . * 111 ' 北陸 の 諸 街道 を 改修 し は じ め て 一 里塚 を 築 い た が、 同 1 6 年

越後福島城 主 ( 後，:::j 1:1 1 tJ1X. を 築 い て 移 る ) 総平忠輝 は 、 慶長 1 6年 、 北陸道 と 中 山 道 を つ な ぐ た め

北国街道 を 改修 し た が、 そ の Hキの道筋 は 、 忠輝 の 出 し た 「侍1告 書出 し J に よ る と 、 牟礼!釈 か ら

前坂 を 経 て 平 出 を 通 っ て 吉 に 出 て 、 吉 か ら 後 の 北国 街道 の 東の 長 峯 を 通 り 、 三 才北 田 子 に 下 り 、

こ の 新�IT辺 を 経 て 、 現 花 の 稲 田 の 東 方 800m の地点 を 通過 し た こ と は 、 稲 田 東 方信 越線 l'可(J!!J に

現 在 し て い る 稲 田 . 11!.塚 に よ っ て 明 か で あ る 。 こ の 時の{専45 3 出 し の 「 あ ら IHT J は 当 日寺 こ の 辺

に あ っ た J. I<稲 積 を 併せ て 設定 し た 宿駅 で あ っ て 、 こ の 新聞I を 指 し た も の と 考 え ら れ る 。 時代

は遡 る が、 延 喜式所 載 の 官道 が、 fl.IJ処 を 通 っ た か 、 今 に わ か に 定 め る こ と は で き な い が、 先 年

長野市が三 才 田 子 遺 跡 発 掘 調 査の 際 、 少 く も 奈良 末 期1 に 遡 る か と 考 え ら れ る 掘 方 柱穴 を も っ

た 三機の建造物の跡 が俄認 さ れ る に 及 人 で\ こ の遺跡 を一般 庶 民 の 緊 落祉 と 考 え る よ り 、 当 時 の

官術的性絡の 高級建造物で あ ろ う と 想定 さ れ た。 延 喜式所載 の 多胡駅 に 擬定 さ れ る の で 、 延 喜

の官道筋 は 、 北国街道改修 ま で使 用 さ れ て 来 、 そ れ が慶長 の 改修 に も 使 用 さ れ 、 新�IT駅の 設定

と な っ た と も 考 え ら れ る 。

従 っ て 新聞I緊 落 の 成 立 は 平安時代 に 遡 る 遺跡 と も い え る 。

( 米 山 一政 )

- 6 -



第3章 遺構 と 遺物

第1節 遺構

今次調査 に お い て 発 見 さ れ た 住居 祉 は 第 l 号 ~ 第 1 0号 の 1 0住居担1: で、 こ の う ち 完 全 に 発掘調

査 さ れ た も の は 第 3 号住 居祉 と 第 5 住住居祉 の み で あ る 。 他 は 住居祉 が入 り く み 、 ま た 多量の

盛 土 と 湧 水 の た め 十分 な 調査 がで き な い も の で あ っ た 。

1 第 l 号住居士止 ( 第 3 図 、 第 1 図 版)

B5グ リ y ト を 地 表下 70cm掘 り こ ん だ 黒 色 土層 よ り 、 や や

欠 け る が完形品 に な る 須恵 器 2 点 を 検出 し 、 黒 色 土 の 落 ち

こ み を 発 見 し 、 つ い で東 壁 を 発 見 、 住居:1:11: の 存 在 を 認 め た 。

B5 ・ B6グ リ ッ ト に 住居 祉 の 東 半 分 を 発掘 調査 し 、 西側の 2

分 の l は 調査区域外の た め 未 調査 に 終 わ っ た 。 住居祉 プ ラ

ン は 南北 3 . 5m の 隅 丸方形 に な る と み ら れ 、 壁高 は北側で

1 8cm 、 南 側 で 1 0cm で、 小 石 混 り の 茶褐 色 粘 質 土 層 を 掘 り こ

む 竪 穴住居祉 で あ る 。

柱穴は主柱穴 と み ら れ る Pl ( l 5 X 1 5 ・ 1 1 )、 P 2 ( 20 X 20 

・ - 1 3) が あ り 、 4 個 の 主柱穴 を も つ も の と 推定 さ れ る 。

補助穴P3 ( 1 0 X 1 0 ・ - 1 2 ) が 東 壁 よ り 1 5cm 、 南 壁 よ り 1 m

に 発 見 さ れ て い る 。 床 面 直上 に は 炭化物が全面的 に 多 く 、

床 面 に 敷 い た 草の 繊維 と み ら れ る も の で あ る 。 東 壁 に 沿 っ

0 - 2 m  

第 3 図 第 l 号住居:!:11:実測図

た 中 央 部 に 長 径80cm 、 短 半 径25cm の 半 円 に 焼 土 が認 め ら れ カ マ ド祉 と み ら れ る 。 こ の ま わ り よ

り 須恵 器 の 窪 2 個 体 が出 土 し 、 北 壁 よ り に 須恵 器時 2 点 、 と 須恵 器 片 、 土 師 器 片 が集 中 し て 出

土 し て い る が、 土 師 器 片 は 比較 的 少 な か っ た 。

2 第 2 号住居:1:1上 ( 第 4 図 、 第 l 図 版)

B4グ リ ッ ト に 発 見 さ れ た 議 を 掘 り 下 げ、 黒色土 の 落 ち こ み を 認 め 住居祉 を 確認 し た も の で あ

る 。 第 1 号住居土止 と 同 レ ベ ル に あ り 、 4 分 の l し か 発掘調査 で き な か っ た が隅 丸 方形の壁高10

- 1 5cm 、 北壁 と 東壁の各 2 分 の l が検出 さ れ て い る 。 床 面 直 上 に 多 量 の 植物性 の繊維の炭化物

がみ ら れ た 。 遺物 は 国 分 期 の 土 師 器 片 と 須恵器片 で あ る 。
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3 第 3 号住居祉 ( 第 5 図 、 第 2 図版 )

G 3 ・ G4 ・ F3 ・ F4 グ リ ッ ト に 位 置 し 、 G 3 ・ G4グ リ ッ ト に 発 見 さ れ た 溝 を 切 っ て 調査 を す す め る

中 で地表下65cm に 黒 色 土の 落 ち こ み を 認 め 、 北壁及 び東壁 を 検 出 し 住居土止 を 確認 し た も の で あ

る が 多量 の 湧 水 で遺構検出 に は 困 難 を き た し た 。 住居祉の プ ラ ン は 南北 3 0 3m 、 東 西 3 0 3m の

隅 丸方 形 で 、 壁高 5 - l Ocm の 浅 い 竪穴住居祉 で あ る 。 床 面 直 上 に は 炭 化物 が 多 く 床 面 は は っ き

り し て い た が柱穴及 び カ マ ド は 発見 さ れ な か っ た 。

遺物は住居祉 の北東隅 よ り 完 形 の 土 師 器 の 杯 が出 土 し 、 ま た 北壁 ぎ わ よ り 土師 器の 饗 、 須恵器

の破片が集中 し て 出 土 し た が、 他 か ら の 出 土遺物は 少 な く 、 国 分 期 の 土 師 器片 の 僅 か で、 あ っ た 。

4 第 4 号住居祉 ( 第 6 図 、 第 1 ・ 2 図 版)

第 2 号住居祉 の 東 に 隣 り あ い 、 北側1] の 2 分 の

l を 発掘調査 し た も の で 、 東 西 3 0 7m の 隅 丸方

形 の 壁 高 1 5cm - 20cm を 算 す 竪穴住居士!l: で あ る 。

柱穴 と み ら れ る 大 き な ピ ッ ト P l (55X55 0 -20) 

・ P 2 (45 X 45 0 - 10) が北壁 よ り 1 m - 1 . 2m 

に 1 . 5m の 距離 を も っ て 並 ん で い る 。 床 面 直 上

に は 床 に 敷 し 、 た 植物繊維 と 認め ら れ る 炭化物が

多 く み ら れ 、 遺物は 国 分 期 の 土 師 器 片 と 須恵器

片の僅 か が出 土 し て い る 。
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5 第 5 号住居祉 ( 第 7 図 、 第 3 図版)

G3 ・ G 4 . F3 ・ 日 に 発 見 さ れ た 問 丸方 形 の

竪穴住居祉 で あ る が、 東 壁 は 緩 い孤 を 描 い

て い る 。 東 西 3 . 7m 、 南北 3 . 9m 、 壁 高 は

1 0 - 1 2crn で 第 1 号 ・ 2 号 ・ 4 号住居祉 と 同

レ ベ ル に あ る 。 住居祉内 に PI . P2の ピ ッ ト

が あ る 。 PIは 径50cm で三 角 形 に 近 い 形 を な

し 、 深 さ 1 7cm 、 南 壁 ぎ わ の 中 央 部 に あ り 、

貯蔵穴的 な も の と み ら れ る 。 P2は 68crn X 55

cm の 惰 円 形 で深 さ 5 cm 、 カ マ ドー の 西1 2cm に

あ り 、 貯蔵穴 に は 浅 く 柱穴 と も 考 え ら れ ぬ

も の で あ る 。 住居祉 の 外側 に は P 3 ( 25 X 25 

・ - 1 1 ) と P4 ( 20 X 20 ・ - 1 2) が あ り 、 P4

は 壁 よ り 1 . 4m の 距離 に あ り 本住居祉 の も

の か 不 明 で あ る が、 と も に 柱穴 と み ら れ る 。

カ マ ド は 東壁 に 接 し 中 央 よ り や や 南 寄 り

�P4 

務協初物協脇被級協働協初級
。 2 m  

第 7 図 第 5 号住居J:-1I:実iJlIJ図

に あ る 。 粘土 に よ っ て 構 築 さ れ そ の 上 に 石 を 置 い た も の と み ら れ 、 3 個 の 石 が遺存 し て い る 。

カ マ ド の 東側 の 壁の 上 に は 径23crn 、 高 さ 5 crn の 円形 の 焼土 境 が認 め ら れ た が煙 道 は 発 見 さ れ な

か っ た 。 床 面 直 上 に は 草 の 炭化物が 多 く 認め ら れた。

遺物は 南 西隅 よ り 須恵、 器 の 士不 2 点 ( う ち 完形 l 点) と 土師 器 の杯 1 点 が出 土 し 、 そ の 外須恵、

器 の 杯、 須 恵 器 片 、 土 師 器 片 が 多 く 検出 さ れ て い る 。

6 第 6 号住居土止 ( 第 8 図 、 第 3 図版)

本住居士止 は 懸 仏 出 土 の 特殊遺構 の 調査 中 に 東側 に 黒 色 土 の 落 ち こ み を 認 め 発 見 し た も の で、

1 7 ・ 1 8 グ リ ッ ト と K 7 ・ K8グ リ ッ ト に か か る 位 置 に あ る 。 東 西 2 . 1 m 、 南北は 3 . 6m と 推定 さ れ

る 隅 丸 長 方 形 の 小 形 の 竪穴住居 祉 で、 あ る 。 壁 高 は 西 壁で20crn 、 東 壁 で 1 1 crn を 算 す 。 南 壁 は 第 9

号住居土止 と 入 り く み 、 は っ き り 検出 す る こ と は 不能 で、 あ っ た が、 第 9 号住居祉 を 切 っ て い る も

の と 認め ら れ た 。

遺物は 少 な く 須恵器片 が主で、 灰 軸 陶器片 が伴 出 し て い る 。

7 第 7 号住居祉 ( 第 8 図 、 第 3 図版)

本住居士止 も 特殊遺構 の 調査 中 1 5 ・ 1 6 グ リ ッ ト に 黒 色 土 の 落 ち こ み を 認め 発 見 し た も の で西側

3 分 の l は 多 量 の 盛土 の た め 調査 不能 で あ っ た 。 本社 の 東 側 は 第 9 ・ 10号住居:l:.J1: と 接 し て い る

が独立 し て い る 。 南北 4 . 6m 、 南 壁 は 西側 で カ ー ブす る と み ら れ 、 お そ ら く 隅 丸長方形 に な る

竪穴住居祉 と 考 え ら れ る 。 壁 高 は 南壁 で、1 5crn、 北壁で、 は l lcrn を 算 す 。 主柱穴は P I (30 X 30 ・ 一
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1 0)、 P 2 ( 25 X 25 ・ - 1 5) が 東 壁 よ り 共 に 1 5cm の 所 に あ る 。 P3 (25 X 20 ・ - 5 ) は P2に接 し て お

り 、 補助穴 的 な も の と 考 え ら れ た 。 カ マ ド は 東壁 の 南寄 り に あ り 、 石組の も の と み ら れ る が泥

に 埋 ま り 破壊 さ れ て お り 、 5 個 の 遺 石 の 配置 がみ ら れ た に す ぎ な い 。

遺 物 は 須 恵器 を 主 と し 、 土 師 器 片 と 灰 糊 陶 器 片 を 伴出 し て い る 。

8 第 8 号住居士止 ( 第 8 図 、 第 3 図版 )

第 6 号住居祉 の 調査中北壁 を 認 め K 7 . K6 グ リ ッ ト に 発 見 し た 住居祉 で あ る 。 西側 は 第 9 号住

居祉 に よ っ て 切 ら れ 、 東 側 は 多 量 の 盛土 の た め 3 分 の l 以 上 は 調査 不 能 で、 あ っ た 。 プ ラ ン は 南

北 6 m を 算す 大 き な 隅 丸方 形 の 竪穴住居祉で、 壁 高 は 7 cm と 浅 く 、 柱穴 は 発 見 さ れ な か っ た 。

遺 物 は 南 壁寄 り に 多 く み ら れ 、 須恵器片 に 混 っ て 灰 軸 陶器 片 も 比較 的 多 く 発 見 さ れ た 。

9 第 9 号住居祉 ( 第 8 図 、 第 3 図版 )

第 6 号 - 1 0号住居祉 の 中 央 に 位置 し 、 第 6 号住居祉 に よ り 北壁 を 第 10号住居祉 に よ り 南壁の

一部 を 切 ら れ て お り 、 第 8 号住居祉 の 西壁 を 切 っ て い る が、 こ こ の地層 の 区 別 に は苦労 し 、 そ

の 上湧 水 も 多 く 、 第 6 ・ 8 号住居:1:11: と の 境 を 識 別 す る こ と は 最後 ま で 不 可能で あ っ た 。 南北径

4 . 3m 、 東 西 径 は 4 m 近 い 不整 形 の 隅 丸 方 形 の 竪穴住居祉 に な る と 推定 さ れ 、 壁高 も 5 - 1 0cm 

の 浅 い も の で あ る 。 柱 穴 は 発 見 さ れ ず、 カ マ ド は 東壁の 中央 よ り や や北寄 り に あ り 、 7 個 の 石

で構築 さ れ 、 カ マ ド の 中 央 に は 支脚 が立 っ て お り 保存 の よ い も の で あ る 。 石 を 固定 し た 粘土 も 、

火 床 も よ く 焼 け 赤色 を 呈 し て い た 、 し か し 煙道 は 認 め ら れ な か っ た 。

遺物は カ マ ド付近 に 集 中 し て お り 、 土 師 器 片 が主 で、 須恵器片 ・ 灰 軸 陶 器 片 も 検出 さ れ て い る 。

1 0  第 1 0号住居枇 ( 第 8 ・ 1 0 図 、 第 3 図 版)

本 社 は 第 7 ・ 8 号住居祉の調査中 に J s ・ J 6 グ リ ッ ト に 発 見 さ れ た 隅 丸の 不 整形 な 長方形 を な

す 。 東 西 2 . 8m 、 南北桂 は 東 壁 ぎ わ では 4 . 5m 、 中央部で 5 . 2m と な り 、 さ ら に 西 に 寄 る と 広

が る 。 壁 高 は 西壁で27cm 、 東 壁で20cm を 算 し 、 本遺跡住居士止中 で は 最 も 深 い 竪穴 を も つ も の で

あ る 。 南 壁 よ り 1 m 、 東 壁 よ り 80cm に 50cm X 40cm の 方 形 の ピ ッ ト が あ り 、 ま た 南壁の 上 に は 径

30cm の 円 形 の ピ ッ ト が、 こ れ よ り 東 1 m に 径45cm の 円 形 の ピ ッ ト が あ る 。 本住居祉 に 属 す る に

は住居祉 の 規模 か ら み て 大 き く 、 掘 っ 立 で 造 り の遺構の 存 在 も 予想 さ れ 調査 し た が、 他 に こ の よ

う な ピ ッ ト の存 在 は 発 見 さ れ る に 至 ら な か っ た 。 ま た 西壁 の 中 央部 に 接 し 住居祉内 に 径1 . 35m

の 大 き な 掘 り 込み がみ ら れ た が湧 水 の た め 調査 不 能 で あ っ た が、 弁 戸 の 存 在 が推定 さ れ る も の

で あ っ た 。

遺物は 南 壁 ぎ わ に 多 く み ら れ 、 須恵器片 に 混 っ て 土 師 器 片 、 灰 軸 陶 器片 が出 土 し て い る 。
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1 1  特殊遺構 ( 第 8 ・ 9 図 、 第 4 図版)

1 7 グ リ ッ ト の 試掘坑の拡張 に よ り 懸 仏 の 鋳型 を 発 見 し 、 続

い でハ ー ト 形 の遺構 を 検出 し た も の で あ る 。 南北 2 . 8m 、 東

西 1 . 7m 、 壁高1 1cm の 竪穴 を な し 、 西 壁 は 中央で ハ ー ト 形の

曲線 を 描 い て い る 。 こ の ハ ー ト 形 の 入 り こ み 部 か ら 東 に 焼 土

の塊が あ り 、 ま た 小人 頭 大 の 石 4 個 が配 さ れ て い た 。 焼 土 の

ま わ り に は 炭 ・ 灰 が 多 く み ら れ 、 鋳型は こ の焼 土 に 伏 さ っ た

状態で発 見 さ れ た 。 炭 ・ 灰 の 中 か ら は 灰軸 陶 器 片 ・ 須 恵 器 片

. 土 師器片 が検出 さ れ て い る 。

鋳型 が焼土塊 と 炭 ・ 灰 を も っ 所 に 発 見 さ れ た た め、 こ の遺構

を 工房祉 と も 推定 し て み た が こ れ を 立証す る に は 資料 が乏 し

、機感機蕊蕊巡�

第 9 図 特殊遺精実測図

か っ た 。 し か し ハ ー ト 形 の 特殊 な 遺構 と 懸 仏 の 鋳 型 と の 関 連 は 否定 で き な い も の が あ る 。

1 2  溝状遺構 ( 第 2 図)

B4 . D4 ・ E 4 ・ G4 ・ H4 グ リ y 卜 に 速 な る 溝 が あ る 。 H4で こ の 港 は 二 つ に 岐 れ 、 一つ は北 に カ ー

ブ し て い る 。 J4 グ リ ッ ト で は 発 見 さ れ な か っ た 。 本遺構は地表 よ り 20cm - 30cmの 第 2 層 を 1 5cm

- 1 8cm の 深 さ に 掘 り こ ん だ も の で、 巾 は B4 グA リ ッ 卜 では 7Ocm . D4で、 は 60cm . H4で、 は40cm と な る 。

上流が広 く 、 下 流 が狭 く な る 用 水路 の 方 式 が も た れ て い る 。 H4 グ リ ッ ト 以外 は 溝 の 中 に 小喋 が

敷 か れ補 強 さ れ て い る 。

遺物 は 須恵 器 ・ 土 師 器 の 小破 片 が検 出 さ れ て い る の み で あ る 。 B4 ・ D4 . G4 グ リ ッ 卜 で は こ の

滋の下 の 第 3 地層 に 第 2 - 3 号住居士II: が発見 さ れ て い る 。 溝構築 の 年代 は住居士II: よ り は 、 は る

か に 新 し く な る 。 現 在 の 溝 は こ の す ぐ 北側 を 流 れ て お り 、 発 見 さ れ た 溝は 付近 の 古老 も 知 ら な

い と い う が、 お そ ら く 近世 に 構築 さ れ た も の と 考 え た い 。

13 道状遺構 ( 第 10図)

K3グ リ ッ ト の地 表下70cm に 発 見 さ れ 、 は じ め は住居祉 の 床 面 と み て 調査 を す す め た が、 両 側

に 落 ち こ む盛土 を な す こ と が確 か め ら れ た 。 こ れ が 1 3 ・ J 3 ・ グ リ ッ 卜 に つ な が り 、 K4ク' リ ッ ト は

撹乱 さ れ 不 明 で あ っ た がL4 . M4(こ も 認 め ら れ 道状 に 連 が る も の と な っ た 。 盛 土 の 高 さ は 10cm -

20cm 、 上 巾 で1 5 グ リ ッ ト で50cm . J 3 で は7Ocm . L3グ リ ッ ト で は 1 m と 下 に い く に し た がい 広 く

な っ て お り 、 住居祉 群 の 南側 を め ぐ る よ う に カ ー ブ を も っ て い る 。 南側 に は地形的 に み て 水 団

地帯 を も っ た も の と 推定 さ れ 、 こ の盛 土 が排 水 ま た は 用 水 の 土 手 で、 あ り 、 道 で あ っ た こ と が考

え ら れ る も の で あ る 。

遺物は こ の 盛土付近 か ら 須恵、 器 、 土 師 器 、 灰 柑陶 器の 小破 片 が 多 く 検出 さ れ て い る 。
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第1 0図 第 1 0号住居土iJ: 、 道状遺情実測図

遺 構 に つ い て 考察 を 加 え る な ら ば 第 1 - 5 号住居祉の l 群 と 第 6 - 10号住居祉 の l 群 を わ け

で 考 え た い 。

出 土遺物 を み る と 後者 に は 灰 軸 陶 器片 を 多 く み る が前 者 では 僅 か で あ る 。

住 居祉 の 形態 で は 前 者 は 比較 的整 っ た 形 の 1 辺 が 4 m 近 い 隅 丸方 形 を な す に 対 し 後 者 は 第 6

o 9 ・ 1 0号住居祉 の よ う に 不 整形 で あ り 、 第 6 ・ 1 0号住居tJl: は 長 方形 の l 辺 が 2 0 1 m - 2 0 8m 

の 小 さ な も の で あ り 、 整 っ た 形 を な す 第 8 号住居祉 は 6 m を 越 す 大 き な も の で あ る 。 し か も ハ

ー ト 形 に な る 特殊遺構 を も っ て い る 。 後 者 の住居祉の 入 り く み は 時 間 的 な 差 が認め ら れ て い る

が前者 と は 違 っ た 性 格 を も つ も の と 把握 し た い 。

カ マ ド を 検 出 し た 住居 祉 は 第 1 ・ 5 0 7 ・ 9 号の 4 住居祉 で あ る が、 い ずれ も 東壁 に 構 築 さ

れ て い る 。 第 l 号住居祉 で は 焼土 を 認 め カ マ ド と 推定 し た も の で あ り 、 第 5 号 住居祉 カ マ ド は

3 個 の 遺 石 を も つ が石組 カ マ ド で は な い 。 第 7 ・ 9 号住居祉 は と も に 石組 カ マ 卜、 で、 第 9 号住

居祉 カ マ ド は 保存 が よ く 支脚 を 残す も の で あ り 、 二 つ の住居祉 群 の カ マ ド 構 築 上 の 相違 も 見受

け ら れ る 。

柱穴 を 認め た も の は 第 1 ・ 4 ・ 5 ・ 7 号 の 4 住居祉で、 前 者 が 3 遺構 を 占 め て い る 。 第 1 ・

2 ・ 4 ・ 5 号住居担1: の 床 面 直上 に は 炭化 し た 植物繊維 が 多 く 発見 さ れ 、 床 に 敷 L 、 た 禾 本科植物

と 推定 さ れ 注 目 さ れ た 。

二 つ の 住居祉群 を こ の よ う に み た 結 果 、 前 者 が一時期古 く 、 後 者 が新 し い も の と 考 え た い 。
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集 落 は 東 西 に 帯状 に 形成 さ れ て い る 。 調査地域外 の 西40m に 工事 中 の 溝 ( 南北80m ) の 中 に

須恵器 を 伴 う 2 住居社 が発 見 さ れ 、 こ れ が住居祉 群 の 東 西 に 結 ぶ線 上 に 並ぶ も の で あ っ た 。 南

側約20m に 東 西 に 掘 ら れ た 溝 に は住居祉 は 認 め ら れ ず 、 ま た 調査 区 の 9 列 以北の グ リ ッ ト に も

住居祉 の 存 在 は 認 め ら れ て い な い 。

道状の違摘、 特殊遺構の 存 在 も 集落 と の 関連 に お い て 把握 さ れ る も の で あ る 。 ( 佐藤監信)

第2節 遺物

本調査に お け る 出 土遺物は 、 土 師 器 (饗 ・ 杯 ・ 査 ・ 内 面 黒 色 土 器 ) 、 須恵 器 ( 二 ( 四 ) 耳壷 ・

墾 ・ 杯 ・ 高台付士不 ・ 鍔付費形土 器) な ど が あ り 、 そ れ に わ ず か な 灰軸 陶 器 ( 査 ・ 斐 ・ 高台付椀

形 土 器) が出 土 し て い る 。 中 で も 土 師 質懸 仏鋳型の 出 土 は 特記 す べ き も の で あ り 、 ま た か か る

遺物は 信濃 に お け る 最初 の 出 土 例 で も あ る 点貴重 な 資 料 で あ る 。

こ れ ら の遺物は 、 主 に 第二 層 ( 黒色 腐蝕土層 ) か ら の 出 土 で あ り 、 図 示 し た 遺物類 は 大 部 分

が各住居祉床 面 直上 よ り 出 土 し た も の で あ る が、 器 形 を 想定 し 得 な い 資 料 も か な り の量 に の ぼ

っ て い る 。 図示 し た 土 器類 は 、 残存部二 分 の ー あ る い は三 分 の 一 以 上 を 残 し 、 そ の 器 形 を 知 る

事 がで き る 資料 で あ り 、 く わ し く は 文 末 の 「駒沢新町遺跡出 土 土 器 計測 表 」 を 参 照 さ れ た い 。

な お 出 土 し た遺物類の 中 で最 も 多 量 に 出 土 し た も の は 、 土 師 器 で あ り 次 に 須恵 器 、 灰 軸 陶 器 の

11頂 に な っ て い る 。 し か し 内面 黒 色 土 器 の 出 土量 は さ ほ ど 多 い と は 言 え ず、 灰 柑 陶器 の 量 に 比較

す れ ば、 前 者 の 方 が わ ず か に 多 く 出 土 し て い る 。 ま た 土 器類以外 の 出 土遺物は 、 懸仏 の 鋳型の

他 ま っ た く 認 め ら れ な か っ た 。 遺物 類 に つ い て は 、 計測表 に く わ し く 示 し た が、 一応 各住居祉 ご

と に 遺物 を と ら え 、 そ の 後 で本遺跡出 土遺物 を 総括的 に 考察 し 、 そ の 編 年 的 位 置 づ け を し た い 。

1 第 1 号住居Jj上 ( 第 1 1 図 )

出 土遺物 は 、 カ マ ド 附近 と 思 わ れ る 所 よ り 集 中 し て 出 土 し た も の で あ り 、 須 恵 器 が そ の 大部

分 を し め る 。 そ れ ら は 、 時 ・ 高 台付杯、 二 (四 ) 耳査、 愛形土 器 及 び 土 師 器 小破 片 な どで あ る 。

ま た こ れ ら に 伴 ぃ 内 面 黒色 土 器 が あ る 。 須恵器 は 、 比較的大形 を 有 す る 饗 及 び 二 ( 四 ) 耳査が

出 土 し て お り 、 二 ( 四 ) 耳 査 は 肩 の 付根 よ り 上部 と 胴部以下底部 ま で を 欠 損 す る 。 肩 部 直下 に

断 面 三 角 形 を 有す る 凸帯 を め ぐ ら し 、 そ れ に 接 し て 左右 対称 に 耳 を 付 け て い る 。 こ の 耳 に は 中

央部 に ほ ぼ垂直 に 孔 が貫通 し 、 耳 を 有 す る 凸帯 の 下 部の 器面 に は 、 叩 目 が認 め ら れ る 。 器 形 は

お そ ら く 細頚査の 形態 を 示 す も の と 想定 で き る 。 ま た こ の 種 の 器形 は 、 本 遺跡 に お い て は こ の

資料が唯一の も の で あ る 。 費 形 土器 に あ っ て は 、 肩 部 か ら 口 縁部 を 欠 損 し て お り 、 口 縁 部 の 形

態 は 不 明 で あ る 。 器 外 面 は 暗褐色 を 呈 し 、 残存部上方 に は わ ず か に 灰 白 色 の 自 然柑 が懸垂附着

し て い る 。 底部は お そ ら く 糸 切 底 で あ ろ う が、 ヘ ラ に よ り 再度 整形 を 行 な っ た 事 が認め ら れ る 。

器 壁 は 厚 く 全体的 に 巻 き 上 げ手 法 の痕跡 を 残 す が、 器外面 は ロ ク ロ 整形 を 行 な っ て い る 。 底 部

附近は へ ラ に よ る 調整 を 認 め る 事 がで き る 。 高台付邦形 土 器 に あ っ て は 、 そ の す べ て が さ ほ ど
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第 1 1 図 第 1 号住居枇出土 土器 実測図

器 高 の な い も の で あ り 、 高 台 は 付 高台 で あ り 底 部は 糸 切底 で あ る 。 ま た 底 部 よ り 口縁部 に 至 る

立 ち 上 り 状態 は 、 高 台 の 付根 がや や外 側 で強 く 張 り 出 し そ の ま ま 直立 に 近 い状態口縁部 に 至 っ

て い る 。 な お 器外面 は 、 ロ ク ロ 整形痕 を 明瞭 に 残す も の で あ る 。 部形土 器 は 、 そ の 出 土量 も 多

い が器 形 を 知 り 得 る も の は 少 な く 、 大 部 分 が小破片 で 出 土 し た 。 底 部 は 糸 切 底 で あ り 、 口縁部

に 至 る 立 ち 上 り 状態 は 、 底 部 よ り 外反 気味 に 口 縁部 に 至 っ て い る 。 底 部 糸 切 の 状態 よ り 右回転

の ロ ク ロ に よ り 整形 さ れ た も の で あ る 。 須恵器、 土 師 器 共 に 焼 成 良 好。

2 第 2 号住居士止

須 恵 器 (褒 ・ 査 ・ 杯 ・ 高台付士不形 土 器) な ど と 土師 器 (聾 ・ 杯 ・ 内 面 黒 色 土 器) の 出 土 が あ

る 。 し か し そ の 大 部分 が き わ め て 小 片 で あ る た め 器形の状態 を 想定 で き な し 、 。 し か し そ れ ぞれ

の遺物類は 第 l 号住居祉 出 土 の も の と 大差 な か ろ う 。

3 第 3 号住居祉 ( 第 1 2図)

土 師 器 及 び須恵器の 出 土 が あ る が、 器物の 種類は 第 1 ・ 2 号住居祉 出 土 の も の と 同様 で あ る 。
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図示 し た 土 師器類は 、 饗 ・ 士不形土 器 で

あ る が、 整 形 土 器 に あ っ て は 胴部以下

を 欠損す る も の で あ る 。 胴 部 よ り 口 縁

部 に 至 る 形状 は 、 胴音1I よ り 極端 に く び

れ 口 唇 部 は 水平 に 近 い ほ ど強 く 折返 さ

れ て い る 。 く び れ 部外面 は 、 指圧整形

に よ り 胴部外面 は 刷毛 目 を 認め る 。 ま

た 口 縁部附近 の 内 面 は 横 ナ デ整形 を な

し 、 胴部内面 に も 綾杉状の 刷 毛 目 が認

め ら れ る 。 時形土 穏 は 、 内 面 黒 色 土 器

で あ り 底部糸切底で í X J 印 が認 め ら

れ る 。 器壁は 肉 厚 で あ り ロ ク ロ 整形 に

よ る も の で あ る が内 面 は 光沢 が あ り 、

ヘ ラ に よ る 調整 が認 め ら れ る 。 器 形 は 、

底 部 よ り やや外反 し て 口 縁部 に 至 っ て

お り 、 焼 成 は き わ め て 良 好 でー あ る 。 須

恵器 に あ っ て は 、 坪 ・ 高 台付士不形土 器

ー
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第 1 2図 第 3 号住居土Il: 出 土 土 器実視IJ図

が認め ら れ る が小破片 の た め 器形 は 想定 で き な し 、 。 こ れ ら の 種類は 前 記 し た 器物類 と 同 種 の

も の で あ る 。

4 第 4 号住居祉 ( 第 13図)

土師器 ・ 須 恵、器 が 多 量 に 認 め ら れ る が、

そ の 器形 を 想定 で き る も の は な し 、 。 た だ

一点灰粕陶 器 の 底 部欠 損の も の が出 土 し

て い る 。 器形は灰粕土宛形陶 器 と 考 え ら れ

る も の で あ り 、 そ の 整形技術は{憂 秀 な も

の で あ る 。 残存部 の 器外面 に は 、 ロ ク ロ

に よ る 整形痕 を 残 す が、 底 部附近 は 横 方

\ ;; ノ
0 1 0cm 

第 13図 第 4 号住居士Il: 出 土 土器実測図

行の へ ラ に よ る 整形 を 行 な っ て い る 。 粕 薬 は 内外面 と も に 口 唇 部 よ り 残存 部 全 体 に 認 め ら れ 、

内面 は わ ずか に緑色 がか っ て い る 。 ま た 口 縁音11 は 若干 外 反 す る 形態 を 示 す も の で あ る 。

5 第 5 号住居祉 ( 第 14図)

出 土遺物 は 、 き わ め て 多量 な も の で あ る 。 ま た 須恵 器 の 量 が土 師 器 に 比較 す る と 多 く 、 そ れ

も 時及 び高台付杯形 土 器 が そ の 大 部 分 で あ る 。 土 師器饗形土 器 に あ っ て は 、 そ の 形態 に 大小 の

二種が認め ら れ 、 胴部 よ り 口 縁部 に 至 る 立 ち 上 り 状態 は 、 そ れ ぞれ 若干 の 相違 が認 め ら れ る が、

相対的 に 見 る と 各種 と も 近似 す る 形態 を 示 し て い る 。 そ れ ら は 、 桐 部 の張 り 方 に よ り 口縁部の

po
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第 1 4 図 第 5 号住居社出 土土 器実測図

立 ち 上 り 状態 が、 き わ め て ゆ る や か な 形状 を 示 す も の と 、 胴 部 よ り か な り 急角 度 で立 ち 上 る 二

種 が認 め ら れ る 。 各種 と も 口 縁部外器 面 は ナ デ整形 に よ り 、 内 面 も 各 稜 横 ナ デ整形痕 を 認 め る

も の で あ る 。 第 1 4 図 1 0 に あ っ て は 、 器 外 面 は ロ ク ロ 整形 が明 瞭 に 残 る も の で あ り 、 胴 部 か ら 口

縁部の 立 ち 上 り も そ の 形状 は 直立 に 近 い 形態 を 示 し て い る 。 同 図 14 の 土 器 は 、 口唇音15の 形状 が

異 な る 小形饗形 土 器 と 推定 で き る も の で あ る 。 ま た 坪形土器 は 、 底 部 は 糸 切底 で あ る が、 底部

よ り 口 縁部 に 至 る 立 ち 上 り 状態 が異 な る 器形 を 示 し て い る も の が存 在す る 。 そ れ ら は 底 部 よ り

や や 内 反 気味 に 立 ち 上 り 、 極 端 に 口縁部 に 至 る 形状 を 示 す も の で あ る 。 須恵器饗形土 器 は 胴 部

以 下 を 欠損 す る が、 肩 部 に わ ず か な 叩 目 を 残 し 、 胴 部 は か な り の ふ く ら み を も つ も の で あ る 。

ま た 口 縁部 に 至 る 形態 は 、 か な り 強 く く び れ こ の 器外面 は 、 横 ナ デ整形 を 認 め る も の で あ る 。

須 恵 器印形土器 に あ っ て は 、 高 台付坪形 土 器 と 高 台 を 有 さ な い も の の 二種 が認 め ら れ る 。 底部

は す べ て 糸 切 底 で あ り 、 高 台付時形土 器 は 高 台 の 断面形態 に 若干異 な る 点 が認 め ら れ る が、 そ

れ ら は 高台 の 付根近 く で強 く 張 り 口 縁音15 に 至 る 形態 の も の で 、 ほ と ん ど 前記 し た 器形 と 同様 な

も の で あ る 。 士不形 土 器 に あ っ て は 、 器形 に 大小の 違 い こ そ 認 め ら れ る が、 そ の 形状 は 底 部 よ り

や や 外 反 気味 に 口縁部 に 至 る 状態 を 示 す も の で あ り 、 両 種 と も に 器外内 面 に ロ ク ロ 整形痕 を 残
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し て い る も の で あ る 。

6 第 6 号住居社

土師器 ・ 須恵器の 小破片 が数点 出 土 し て い る に す ぎ な く 、 図 示 で き る も の は な い 。

「一戸語
圃圃- 1 三�1 #イ

0 1Oc冊

第 1 5図 第 7 号住居祉出 土土器実測図

7 第 7 号住居祉 ( 第 1 5図)

土師器 ・ 須恵器 の 出 土 が あ る が、 器形 を 想定 で き る も の は 少 な い 。 須恵器 に あ っ て は 、 7 に

鍔付整 形 土 器 が出 土 し て い る が、 鍔 の 付根近 く を わ ず か に 残 す 程度 で あ り 、 そ の 他 の 部 分 は 欠

損 し て い る 。 鍔 は 断面 カ マ ボ コ 状 を な し 、 器 面 に接合部が明 瞭 に 残 る 。 ま た こ れ よ り 下部 は 器

外面 に 斜状 す る 叩 目 が認 め ら れ る 。 高 台 付杯形 土 器 は 、 小破片 が認め ら れ る が、 器形 は 前 記 し

た も の と 同様 な 形態 を 示 す も の と 考 え ら れ る 。 ま た 坪形土 器 は 多 量 に 出 土 し て お り 、 こ れ ら は

す べ て 糸 切底 を 示 す が、 器形 に わ ず か な 変化 が認 め ら れ る 。 そ れ は 口縁部 に 至 る 立 ち 上 り の 形

状 に 相違 が あ る 。 即 ち 底 部 よ り ゆ る や か に 内反 し て 口 縁 部 に 至 る も の と 、 一 種 は 底 部 よ り 強 く

外反す る も の の 二 種 が認 め ら れ て い る 。 土 師器時形土器 に あ っ て は 、 須恵器部形 土 器 に み ら れ

る 器形 と ほ ぼ近似す る も の で あ り 、 す べ て 糸 切底 で あ る 。 ま た 器外面 に は ロ ク ロ 整形痕 を 残 し

て い る 。 3 は 、 内 面 黒 色 土 器 で あ り 内 面 は き わ め て 良 く 研磨 さ れ 光 沢 が あ り 、 へ ラ に よ る 整形

痕 を 残 し て い る 。 こ の 他聾形 土 器の破片 が 多量 に 認 め ら れ る が、 全 器形 を 知 り 得 な い 。

8 第 8 号住居祉 ( 第 1 6図 )

土師器 ・ 須恵器 の 出 土 が あ る が、 土 師 器 の み 器形 を 知 る 事 がで き る 。 聾 形 土器 は 、 そ の 口 縁

部 に 特徴 が認め ら れ る も の で あ る 。 こ の 土 器 は 、 口 縁部 を 強 く 折 り 返 し 、 そ の 直下 に 一周 す る

凹帯 を 形 成 し 頚部 は 、 わ ず か に く び れ る 状態 を示 す が、 胴部以下 を 欠損 し て い る た め そ の 器形

は 不 明 で あ る 。 口 縁部附近 は 一 見須恵器の形態 を 思 わ せ る 器形 で あ る 。 も う l 点、 は 小形饗 形 土
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器 で あ り 、 器 外面 は 巻 き 上 げ手

法 に よ る も の で あ り 凸 凹 がは げ

し く 、 底 部 は 糸 切底 を 示 し 右回

転の ロ ク ロ に よ り 整形 さ れ た も

の と 考 え ら れ る 。 器 壁 は 比較 的

薄 く 焼成 も 良 好 で あ り 色調 も 褐

色 系 を な す も の で あ る 。

』「\\)

9 第 9 ・ 10号住居祉

土 師 器 ・ 須恵、器 ・ 灰 粕 陶 器 の

小破片 が数 点 出 土 し て い る が図

示 で き る も の は な い 。

10 特殊遺構 ( 第1 7 図 )

土 師 質 懸 仏 の 鋳 型 を 出 土 し た ほ か 、 土 師 器

・ 須恵 器 ・ 灰 軸 陶 器 の 各 種 が出 土 し て い る 。

ま た こ れ ら に伴 な っ て 内 面 黒色 土 器 の 出 土 が

あ る 。 須恵器 に あ っ て は 、 底 部 を 欠 損 す る が、

お そ ら く 高台付の も の で あ り 比較 的器 高 を 有

す る も の で境形 に 近 い 形態 を 示 す も の で あ ろ

う 。 灰 軸 陶器 は 、 き わ め て 高 度 な 技術 を も っ

て 整形 さ れ て お り 、 底 部付近 ま で灰粕 薬 が認

め ら れ る 。 高 台 は 付 高台 で あ り 、 や や外 反 す

る 形態 を 示 す も の で あ る 。 ま た 底部附近 は へ

ラ に よ る 調整痕 を 認 め る 事 がで き る 。 こ れ ら

の 土 器 に伴 な っ て 土師 質 懸 仏 の 鋳 型 が出 土 し

て お り 、 き わ め て 注 目 さ れ る も の で あ る 。

1 0c田
=ゴ。
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第 1 7図 特殊遺構出 土 土 器 実演IJ図

1 1  グ リ ッ ト 出土 土 器 ( 第 四図 )

図 示 で き な か っ た が、 須 恵 器の播鉢 と 考 え ら れ る も の が あ り 、 内 面 は 全 面 に わ た り 沈線 が斜

状 に組合せ た も の で 、 沈線の状態 か ら 観察 す る と 、 そ れ は ま っ た く 手磨、 え の な い ほ ど擦 り 減 っ

て い る も の で 、 か な り 使 用 さ れ た 観 があ る 。 こ の他須恵器 に は 、 波状の 櫛 目 文 が三帯 に施 こ さ

れ る 聾 の 口 縁 部 が 出 土 し て い る 。 図 示 し た も の の う ち 9 は横 瓶で あ り 、 胴 部 は 巻 き 上 げ技 法 に

よ り 製作 し で あ る 。 ま た 器外 面 は 叩具 を 用 い 整形 し 、 胴部 よ り 口縁部 に 至 る 立 ち 上 り の状態は 、

ほ と ん ど直立 に 近 く 最終段階 に お い て 胴 部 横 に 存 在 す る 孔 を 塞 ぎ頚部 を 接着 し て い る 。 な お胴
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第 18図 グ リ ッ ト 出 土土器実測図

部 と 頚部の接合部分は 、 細 い 沈線 を 数 本 刻 み 継 ぎ 目 を 補強 し て い る 。 7 ・ 8 は 土 師 器饗 形 土 器

で あ る が口縁部の 形 態 に 相 違 が認 め ら れ る 。 共 に 胴 部 は へ ラ 状工 具 に よ り 整形 さ れ て い る も の

で あ り 、 器 形 は 巻 き 上 げ技法 を も っ て 製作 さ れ て い る 。 須恵器杯形 土 器 ・ 高 台付土不形土器 な ど

は 、 す べ て 糸 切 底 を 有 し 高 台 も 付 け 高台 で あ る 。 高 台 を 有す る も の は 、 住居祉 よ り 出 土 し た も

の と 同様底部高台 よ り や や 上方 に て 一段強 く 張 り 直立 に 近 い 立 ち 上 り を 示 し 口 縁部 に 至 る 形態

を 示 す も の で あ る 。 蓋形土 器 に あ っ て は 、 宝珠形 狐と 口 縁部先端 が や や 内 屈 す る 形態 を 示 す も

の と 、 か な り 偏平 な 宝珠形 相K を 有す る も の の 二 種 が認 め ら れ る が、 前 者 は さ ほ ど器 高 を 算 さ な

nu
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い 高台付邦形土 器 と セ ッ ト と な る も の で あ る 。 土 師 器 類 に あ っ て は 、 士不形土 器 と 口縁部の内側

が直立 に 近 い 立 ち 上 り 状態 を 示 す皿形 土 器 と 考 え ら れ る も の が出 土 し て い る 。 士不形土 器類は 、

住居祉 出 土 の も の と 同 様 な 形態 を 示 す も の で あ り 、 内 面黒色 土 器 も 若干 出 土 し て い る 。

O 
最 後 に 本遺跡出 土 の 遺物類 に 対す る 若干 の 考察 と し て お く 。 遺物類 は 前述 し た よ う に 、 土師

器 ・ 須恵 器 ・ 灰 軸 陶 器 が認 め ら れ 、 土 師 器類 に あ っ て は費 形 土 器 ・ 杯形 土 器 な ど が出 土 し て い

る が、 杯形土 器 は 底 部 よ り 口 縁部 に 至 る 形状 に 二 種 が認 め ら れ る 。 そ の ー穫 は 、 底 部 よ り や や

外 反 す る も の と 、 二・種 は か な り 内 反 し て 口 縁部 に 至 る 形態 を 示 す も の で あ る 。 大形 を 有 す る 長

饗 の 類 に 属 す る も の は 、 器形最大幅 を 口縁部 に も ち 、 頚部の く びれ状態 は 胴 部 よ り か な り 強 い

角 度 で折 反 さ れ る 形状 を 示 す も の が 多 い 。 ま た 胴 部 は 、 く び れ 部 よ り ほ ぼ垂 直 に 近 い 状態 で底

部 に 至 る と 思 わ れ る も の で あ る 。 小 形 聾 形 土 器 類 は 、 胴 部 に 最 大 径 が あ り 、 口 縁部 よ り 若干

胴 部 が張 る 土 器類 で あ る 。 底 部 に 杯形 土 器類 と 同様糸切痕 が認 め ら れ る も の も 存 在 す る 。 こ れ

ら 土師 器類 に お け る 器物の 製作技術 を 見 る と 、 大形 を 有 す る 整 形 土 器 に あ っ て は 、 比較的 器壁

は 厚 く 胴 部は 巻 き 上 げ手 法 を 用 い 、 口縁部附近 は横 ナ デ整形 を 行 っ た も の と 、 指圧整形 を 行 な

っ た も の の 二種 が存 在 し て い る 。 ま た 小形饗形土 器 は 、 器 壁薄 く 非常 に 器外 面 は 凸 凹 が著 し し ミ 。

こ の 製作技 法 は 内 外 面 の 凸 凹 か ら 先 ず 最初 に 巻 き 上 げ手 法 で整 形 し 、 最終段階 に お い て ロ ク ロ

に よ り 器物 の 整形 を 行 な っ て い る も の で あ る 。 こ の 種の も の も 口 縁部附近 に あ っ て は 、 横 ナ デ

整 形 を 認め る 事 がで き る 。 時形土 器 は 、 ロ ク ロ 整形 に よ る も の で あ り 、 す べ て の 器形 に 類似点、

が認 め ら れ る 。 ま た 器物外面 に は横 ナ デ の 整形 痕 が認 め ら れ る も の も 存 在 す る 。

須 恵器 類 に あ っ て は 、 高台付士不形 土 器の 出 土 が 多 く 認め ら れ 、 こ の 器形 に は 二種 が存 在す る 。

そ の 一 種 は 、 き わ め て 器高 を 算 す る士宛7f� の 形態 を 示 す も の と 、 器 高 が少 な く 小形 の も の が あ る 。

し か し 両 種 と も に 付 高 台 で あ り 底 部 は す べ て 糸 切 底 を 有 し 、 高 台 直上 に で 強 く 一段張 り や や外

反 し 直線 的 で 口 縁部 に 至 る 器形 を 示 し て い る 。 器 外 面 は ロ ク ロ 整形痕 を 残 し き わ め て 焼成 の 良

い も の で あ る 。 た だ し 高台 の 断面形態 に は 若干の相違 が認 め ら れ る 。 ま た 高台附近の 強 い張 り

の 部 分 は 、 い ずれ の 高台付 土手形土 器 も へ ラ 工具 に よ り 整形 さ れ た も の で あ る 。 な お ま不形 土 器 に

あ っ て は 、 底 部 は 右 回 転の ロ ク ロ に よ り 整形 さ れ て お り 、 糸 に よ る 切離痕 を 認め る も の で あ る 。

口縁部の立 ち 上 り 状態 は 、 全 体的 に 見 る と 外 反 す る 形態 で あ る が、 そ の 造 り は 素 直 な 立 ち 上 り

で 口 縁部 に い た っ て い る が、 ほ ぽ直線的 に 外 反 す る も の で あ る 。 饗形土器類は 、 巻 き 上 げ 手法

に よ る も の で あ り 、 器物内 外 面 に そ の痕跡 を 認 め る 事 がで き る 。 ま た 外 面 は へ ラ 削 り を 行 い 胴

部 に 叩 き 工具 に よ る 整形 痕 が認 め ら れ る も の が 多 い 。 な お査形土 器 も ほ ぼ同 様 な 整形技法 を 認

め る が、 頚部附近の接合部 は 故 意 に 沈線 が数 条認 め ら れ 接合 の 際 の 補 強 と し て い る 。

灰 粕 陶 器 類 は 、 ほ ぼ須 恵 器 類 の 製作技 法 と 同様で あ る が、 そ の 形 態 は 細頚査 ・ 焼形 土 器 ・ 饗

形 土 器 な どで あ り 、 器 外 面 は ロ ク ロ 整形 に よ り 底 部 附近 は 、 い ずれ も 縦の へ ラ 整形 を 行 な っ て

い る 。 班形土 器 は 、 底 部 よ り 内 反 気味 に 口 縁部 に 至 る が、 口縁部は わ ずか に 外側 に 折 り ま げ器
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壁 も 非常 に 薄 く そ の 製作技術面 が き わ め て 高 度 で あ っ た 事 が知 ら れ る 。 高 台 は 付 高 台 で あ り 、

そ の 内外面 と も に 接合部 を 明瞭 に 残 し て お り 、 高台最下部で わ ず か に 内側 に 削 り 取 ら れて い る。

こ れ ら の遺物類 は 、 各住居祉 と も に 伴 出 し て い る も の で あ り 、 ま た 内 面黒色処理 さ れ た 土師

時形土 器 を か な ら ず伴 な っ て い る も の で あ る 。 須恵器士不 ・ 高台付士不形土 器 の 器形 か ら も 比較 的

新 し い 形態 を 示 し 、 底 部 糸 切 の 関 係 か ら も そ の 整形法製作法回転台の く せ な ど ま っ た く 同様 な

も の で あ る 。 ま た 特殊遺構 よ り 出 土 し た 土師 質 懸 仏 の 鋳形 も 、 仏像 自 体 の 形 式 は い く ぶ ん 古式

な 様相 を 示 し て い る が、 そ の編 年 的位 置 は 出 土遺物類 と 同時代 と し て 考 え る 事 が適 当 と 思 わ れ

る 。 懸 仏 自 体 が、 神 仏 混 合の結果10世紀 こ ろ 起 っ た 思想、 か ら 表 わ れ た 一形 式 の も の で あ り 。 出

土 し た 遺物類 と 合せ て 考 え た 時 、 本遺跡の時代決定 を く だ す う え で最 も 重 要 な 位 置 を し め る も

の で あ ろ う 。 こ れ ら の遺物類 と 懸 仏 の 鋳 型 よ り 、 お よ そ そ の 編年的位置 を 10世紀 か ら 1 1世 紀 に

か け て の も の と し て 誤 り は な か ろ う が 、 鋳型 に 対す る 考 え は 、 信濃出 土 と 言 う 点 よ り 若干 時 間

的経過 を 考慮 す る 必 要 が認 め ら れ る 。 (遮那藤 麻 呂 )

第 3 節 懸仏鋳型

I グ リ y ト の 試掘坑の拡張 に よ っ て

地 表 よ り 70cm の 深 さ に 発見 さ れ 、 ハ ー

ト 形 を し た 特殊遺構の焼土 の 上 に 伏 さ

っ た状態で出土 し で い る 。 発 見 当 初 に

お い て は 土 師 器 の 厚 い 底部 と み ら れ た

が泥 を 洗 い お と し て 懸仏 の 鋳 型 で あ る

こ と が判 明 し た も の で あ る 。

鋳型 は 土 師 質 の 焼 き で、 胎土 は 精選

さ れ た も の に 長 石 の 粒 を 混ぜ て い る 。

直径は 1 2 . 5cm の 円 形 を な す も の と 推定

さ れ 、 中心部の 厚 さ は 3 cm 、 周辺部 に

い く に 従 い 薄 く な る 。 器体の 2 分 の l

。 5 cm 

第19図 懸 仏鋳型実浪IJ図

以上 を 欠 く が懸仏 の 像 を 知 る こ と の で き る も の で、 像 の 前半 身 を か た ど る も の で あ る 。

像 は 阿弥陀三尊で、 主 尊 は 右 3 分 の l 以 上 を 欠 き 、 両 侍 は 右脇侍 を 欠 き 、 残 る 左脇侍 も 左腕

を 欠 く 。 主 尊 は座 像 で 手 を 前 に組 む一禅定 印 を な す も の と み ら れ る 。 面 貌 は は っ き り し な い が

頭部は螺髪 が わ ず か に う か が わ れ る 。 腕 か ら 膝 に か け て 納衣の ひ だ は ゆ る く 太 く 付 け ら れ て お

り 、 舟形の 光背は 鋸歯状の浅 い 刻 み を も っ 。 像 の 高 さ は 7 cm で ゆ っ た り し た 感 じ を も つ も の で

あ る 。 左脇侍は観世 音 の 立像 と み ら れ 、 右 手 の 掌 を 前 に 聞 い て 立 て て い る の か 、 ま た は蓮華 を

も つ も の か 区 別 は し がた い が、 天 衣 の ひ だ は ゆ る や か に 流 れ て お り 、 裳 の ひ だ は 斜 に は っ き り

と 残 っ て い る 。 像 の 高 さ は 5 cm 、 やや深 い 彫 り の 舟形光背 を も っ 。
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こ の 仏 像 は 極 め て 優 れ た 作 で あ り 、 平 安時代 の 古 い 作風 を も っ彫 刻 家倉沢輿世氏 に よ る と 、

も の で あ る と の こ と で あ る 。

懸 仏 に つ い て 景 山 春樹 は ( 日 本 考 古学辞典 に よ る )

鏡面 に 毛彫 を す る 。

専 用 の 銅 板 に 毛彫 を す る 。

鋳造 、 槌 出 で造 ら れ た 薄 肉 の像 を と り つ け る 。

丸彫 に 近 い 仏像 を と り つ け る 。 一 最 も 発達 し た 時期。

①

②

③

④

⑤

 

衰退期の様相 を 示 す も の に 堕す 。

の発達順序 を 示 し 、 藤原時代 か ら 鎌倉時代 の も の で室町以降 は 見 る べ き も の が な い 。 … と い っ

て い る 。

こ の 鋳型 は③の時期の も の と み ら れ る も の で 、 伴出 し た 土器 は景 山 の 発達 }I頃序 か ら み る と 、

こ の 出 土 を み た 持殊遺構 に 隣接 す る 住居社 か ら の 出 土遺物新 し い 須恵、捺片 と 灰 軸 陶片 で あ り 、

も 同時期の も の で あ る 。

こ の 鋳型 の 制 作時期 は 仏像 が平 安 期 の 古 い 作風 を も っ と は い わ れ る が、 平安後期の も の と 考

え る の が妥 当 で あ ろ う 。

こ の 鋳型 を 用 い て 、 出 土遺構で鋳造 し た か に つ い て は 、 焼 土 の 上 に 発 見 さ れ 、 周 囲 に は 炭 ・

し か し ハ ー ト 形 を し

( 遮 那藤麻 呂 )

灰 を 多 く み た と は い え 鋳造 を 立 証す る ま で の 資 料 を 持 つ に 至 ら な か っ た 。

た 特殊遺構 よ り 、 焼土 の 上 に 出 土 し た こ と は 注 目 す べ き で あ る 。

ま と め第 4 章

上駒沢新町遺跡は 、 扇状地の末端 に 近 い こ と も あ っ て 、 湧 水 が甚 だ 多 く 、 発掘調査中 に遺構

に 水 が溜 る 悪条件の 中 で調査が行 わ れ た 。 且つ遺構が互 に 切 り 合 い 、 遺構 も 複雑性 を き わ め 、

日 時の 関係 も あ っ て 、 不 本 意 乍 ら 調査 を 終 え る 仕末 と な っす べ て の遺 構 を 検 出 で き な い ま ま 、

こ の遺跡の性格 を 把握す る こ と のた の は 遺 感 で あ っ た 。 そ れ に し て も 10箇の住居祉 を 調査 し 、

で き た の は 、 団地造 成 の 主体 者 で あ る 長野電鉄株式 会社土地部の 好意 あ る 協 力 の 賜物 で あ っ て、

感 謝の ほ か な し ミ 。

遺構 ・ 遺物等 に つ い て は 、 失 々 の 工頁 で評述 し た か ら 、 改 め て こ こ で繰 す 必要 も な い が こ の遺

跡 の 最 も 注 目 す べ き こ と は 、 三尊仰の鋳型 と 、 そ れ に 伴 な う か と 思 わ れ る 工房社 と 推 想 さ れ る
守、ーー

の 鋳 型 の 年 代 考定 が こ の遺跡の編年 を も 決定 づ け る 重 要 な 鍵 で あ る の で 、 こ れ に つ い て 些 か 考

察 を 試 み た し 、 。 前 記 の よ う に 、 こ の 鋳型は約半分程欠損 し て い る が、 中 央 に 結蹴|飲座の 中 尊 を 、

こ れ 等 に つ い て は 、 既 に 詳記 し て い る の で省略す る と し て 、も の を 検出 で き た こ と で あ る 。

し か し て 中 尊 が如 来形 で あ る こ と

は ほ J 明 ら か で あ る が、 右 腕 先 及 び左肩先以下 を 欠損 し て い て 、 そ の 印 相 を 知 る こ と は で き な
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い 。 従 っ て 如 来 の 何 れ と も 判断 し か ね る 。 三 尊像 と し て 造 顕 さ れ る も の と し て 普通一般 に 知 ら

れ て い る も の は 、 弥陀 ・ 観音 ・ 勢至 ・ 釈迦 ・ 文殊 ・ 普 賢 ・ 薬師 ・ 日 光 ・ 月 光 が あ り 、 外 に 大 日

・ 弥陀 ・ 釈迦 ・ 地蔵 ・ 観音 な ど種 々 あ る 。 こ の う ち 何 れ に 充 て る べ き か 判 然 し な い 、 但 し 中 尊

・ 脇侍共 に 光背 は 古様舟形 二 重 光 背 で あ る こ と は 明 ら か で 、 且っ そ の 周縁 に 火 炎光の あ る こ と

も は っ き り し て い る 。 舟形二重光背 は 早 く 貞 観時代 に も 制 作 さ れ て い る が、 そ の 最 も 盛 ん な 時

代 は 、 火 炎 光 と 共 に 平安時代 か ら 藤原時代 で あ る 。 こ の 点 か ら 考 え る な ら 、 こ の 鋳型 も 形式 上

1 1 世紀以後 に 比定 さ る べ き も の で、 こ の遺跡中 で も 比較時代 の 降 る 遺物 と 共 存 す る も の で あ ろ

7 。

な お 、 前 に !\竪仰 の 鋳型 と し た の は 如何 でh あ ろ う か。 懸イ弗 は 鏡板 が 光背 に 該 当 す る の で、 光背

は 不 要 で は あ る ま い か。 と に 角 、 こ の遺跡か ら 、 こ の よ う な 鋳型 の 出 土 は 特筆す べ き も の で あ

る 。 ( 米山 一 政 )

駒沢新町
遺

跡 出 土 土 器 計測表

第 1 号住居士止 (第1 1 図)

番号 ・ 総 種 口 径 底径 器高 手 法 上 の 特 徴 出 土位置 {蔚 考

l 士不 1 2 . 4  7 . 4  3 . 0  ロ ク ロ 成形 ・ 糸 切 り 床 面 須 恵、器

2 '/ 1 2 . 3  5 . 8  3 . 6  '-' // '-' イシ
3 高台付士不 1 2 . 8  8 . 4  4 . 0 今 ク // ，シ
4 4シ 1 2 . 4  9 . 0  3 . 4  。 '-' イシ 。

5 幸運 9 . 7  カ マ ド // 
6 二 (四) 耳壷 // '/ 

第 3 号住居祉 (第1 2図)

1 士不 1 3 . 2  5 . 8  4 . 6  ロ ク ロ 成形 ・ 糸切 り ・ 内面 黒 色 床 面 土 師 器

2 高台付上不 1 5 . 2  9 . 8  6 . 7  '-' 。 '-' 須恵g

3 褒 20 ナ デ ・ ハ ケ メ '/ 土 師 器

第 4 号住居祉 ( 第 1 3 図 )

l 士宛 1 7 . 4  ロ ク ロ 成形 床 面 灰 粕 陶 器

第 5 号住居士止 (第14図)

l 葦 1 4 . 4  2 . 7  ロ ク ロ 成形 床 面 須恵器

2 // 1 2 . 6  3 . 7  // '-' '-' 

3 上不 1 2  7 . 6  3 . 2  // - 糸切 り 今 土 師 器

4 '-' 1 3  7 . 3  4 // // // 
5 '/ 1 3 . 3  6 . 4  4 . 5  '-' 名〉 ク 須恵務
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6 士不 1 2 . 6  6 . 5  4 . 2  ロ ク ロ 成形 ・ 糸 切 り 床 面 須恵、器

7 /， 1 0 . 8  5 . 1  3 . 5  。 /， // 。

8 高台付士不 1 2  8 . 8  3 . 9  dシ 。 今 ゐ

9 イシ 1 3 . 5  9 . 6  4 " /， /， // 

10  婆 1 6 . 5  ロ ク ロ 整形 ・ ヨ コ ナ デ 。 土師器

1 1  イシ 1 9 . 7  " // 須恵、器

12 布切 1 9 . 8  ヨ コ ノ 、 ヶ // 土師器

1 3  局〉 1 6 . 6  タ タ キ " // 

1 4  イシ 1 2 . 4  // ぞ，
第 7 号住居祉 (第1 5図)

l 蓋 ロ ク ロ 成形 床 面 須恵器

2 士不 1 3 . 5  4 . 6 3 . 3  。 - 糸切 り " 土師器

3 " 1 1 . 7  4 4 // /， - 放射状暗文 イシ /， 
4 /， 1 3 . 4  6 4 . 1  " - へ ラ ケ ズ リ " 須恵器

5 /， 1 2 . 6  6 . 2  3 . 2  /， - 糸切 り /， 名〉

6 4シ 1 3 . 1  6 . 6  3 . 5  今 イシ ク /， 
7 鍔付婆 タ タ キ 目 イシ ぞシ

第 8 号住居士止 (第1 6図)

1 き襲 22 . 4  床 面 土師器

2 4シ 1 2 . 6  6 1 2 . 3  ロ ク ロ 成形 ・ 糸 切 り /， イシ
特殊遺構 (第げ図)

1 主不 1 7 . 4  ロ ク ロ 成形 床 面 須恵、器

2 士宛 1 5 . 3  " " 灰粕陶器

3 イ〉 7 . 3  /， " 。

グ リ ッ ト (第1 8図)

1 蓋 ロ ク ロ 成形 包含層 須恵、器

2 ま不 1 7 . 8  皿形 ・ ヨ コ ナ デ 。 土師器

3 /， 1 2 . 3  6 . 1  3 . 7  ロ ク ロ 成形 ・ 糸切 り // // 
4 " 1 3 . 6  // // 須恵、器

5 高台付杯 1 1 . 9 8 . 1  4 . 1  。 " 。

6 /， 1 3 . 5  1 0 . 2  3 . 9  今 。 " 

7 き菱 1 5 . 4  タ テ ノ 、 ヶ 。 土師器

8 今 20 . 4  " // // 
9 横瓦 1 2 . 1  (24) タ タ キ 目 イシ 須恵器

Ed
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お わ り に

こ こ 数 年 た で つ づ け に 報告 書 を 刊 行 し て き た 。 い さ さ か疲 れ を お ぼ え 、 諸 々 御批判 を い た だ

い て い る と こ ろ で あ る が、 調査 を 担 当 し て い た だ い た 団長 な ら び に 調査 員 の 方 々 の ご協 力 と 、

調査 に 参 加 し ご援助 を い た だ い た 方 々 か ら 、 と あ の結 果 は ど う な っ て い ま す かと 等 の 督促 と 身 に

つ ま さ れ る 言葉 を い た だ き な が ら 、 ま た 社会教育課 の 仲 間 の援助の も と に や り 得 た 仕事 と 考 え

て い る 。 そ し て そ の 刊 行 に 多 く の研究者 の ご理解 の 上 に な り 立 っ て い る も の と 痛感 し て い る 。

こ れ ら の こ と に た い し 、 衷 心 よ り 感謝 申 し 上 げ る と と も に 、 更 に 責任 あ る 仕事 と 残 し で あ る こ

と を や り と げ よ う と 意 気高揚で あ る こ と を 記 し 、 そ れ ぞれ の 労 に 報 い た い 所存 で あ る こ と を 記

し お許 し 願 い た い 。

湯谷 古墳群の調査で は 、 広瀬敏和君の 成 人祝 、 墳丘及 び裾部の雪 を 集 め 雪 ダ、 ル マ を 作 り 結 図

式 を 行 な っ た 人達 、 そ し て 冷 め た い 水 で、床 面 土 を 水 洗 い し て い た 一条 ・ 小平君 の 指 に つ ま ま れ

た ー粒の小玉があ っ た っ た こ と が 目 に 浮 かぶ。

長礼山古墳 の 調査 は 、 私の 結婚式 を は さ む 期 間 で あ っ た も の の 、 学 生 が轍密 な 調査 を し た も

の と 評価 し て い る 。 こ の 点 に つ い て は 実測図 に 積石 の 厚 さ を 記 し 、 詳細 な 図面 を み る と お り で

あ る 。 初 め て 実 見 す る 石 室 内 部 、 そ し て 天 井 石 に 痕跡 を と ど め る 赤色 塗 彩 に 接 し た と き の 感激

は 今 ま で も 忘 れ 得 ょ う が な い 。 そ し て 、 初 め て 接 す る 形象埴輪、 こ の設置位 置 を 求 め た 調査 、

調査終 了 後 松 代 高校 生 が こ の 石棺 を リ ヤ カ ー で積み 下 し た 姿 の 夕影 に は 、 調査者 と し て や り と

お し た と の 感概が ひ と し お で あ っ た 。

駒沢新町遺跡の 調査は 、 長野市 に お い て 大学以外 の 県 内研究者 に よ り 組織 さ れ た 調査 団 と し

て 評価 さ れ て よ い 。 こ の 調査 に 私 も 大学 3 年 生 の 時 参 加 さ せ て い た だ き 、 調査補助員 の地位 を

与 え て い た だ い た だ け に 記憶 に 残 っ て い る 。 こ の 調査期 中 私 は そ の 半分 も 参加 し て い な い と 思

う が、 授業 の あ い ま を み て 現場 に い き 、 主 と し て 排 水 作 業 を 手伝 っ た こ と を 覚 え て い る 。

こ と ほ ど さ よ う で あ っ た の で、 排 水 中 遺 構 の 清掃 を し た り 、 測 図 さ せ て い た だ い た り 、 そ し て

住居祉 を 検 出 さ せ て い た だ い た 。 こ と に 感激 は 本 文 で も あ る と お り 懸仏 鋳 型 を 洗浄 し た 栄 に 触

れ た こ と で あ る 。 焼土塊 と 思 っ て い た も の が、 米 山 ・ 遮那 先 生 に よ り 鋳型 と し て の鑑定 があ っ

た と き 、 仏像 と は こ ん な に イ、 さ な も の か と 、 思 い を 新 た に し た こ と を 思 い 出 す 。 ち な み に こ の

遺跡は 平安時代 を 中心 と す る 遺構 で あ り 、 そ の 調査 に た ず さ わ っ た 人 々 の 調査姿 を 思 い 出 す た

び に ど う し て い る か な と 思 い 浮 か べ な が ら 御精進 あ る こ と を 期待 し て い る 。 以 上思 い の ま ま 記

し た の で あ る が、 こ の 他調査 に た ず さ わ っ た 多 く の 人 達 の 名 は そ れ ぞれ 記 さ な く 失礼 と 思 う が、

ご容赦願 い た い 。

調査関係者の う ち 三井茂社会教育課長 ・ 中村邦雄文化財係長 に は 、 こ の 報 告書 を み る ま で も

な く み ま か わ れ た 。 図 版 等 の 記録 に あ る 生 前 の 姿 を 思 い 浮 か べ る た び懐 か し を 覚 え る 。

本書 を霊前 に 捧 げ御冥福 を 祈 る 。 合掌 ( 矢 口忠良)
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